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平成２１年第３回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期９月３日（木）～９月１７日（木）    （会期１５日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ９月 ３日 木 本会議（開会） ・理事者提案説明 

 ９月 ４日 金 本 会 議 
・一般質問 

・質疑、委員会付託 

 ９月 ５日 土 休   会  

 ９月 ６日 日 休   会  

 ９月 ７日 月 常任委員会  

 ９月 ８日 火 常任委員会  

 ９月 ９日 水 常任委員会  

 ９月１０日 木 常任委員会  

 ９月１１日 金 常任委員会  

 ９月１２日 土 休   会  

 ９月１３日 日 休   会  

 ９月１４日 月 常任委員会  

  ９月１５日 火 常任委員会  

 ９月１６日 水 休   会  

 ９月１７日 木 本会議（閉会） 
・委員長報告 

・質疑・討論・採決 
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       平成２１年第３回西予市議会定例会会議録（第１号） 

 

１．招 集 年 月 日 平成２１年９月３日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     会 平成２１年９月３日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成２１年９月３日 

          午後０時４７分 

１．出 席 議 員        

    １番  兵 頭   竜 

    ２番  二 宮 一 朗 

    ３番  兵 頭   学 

    ４番  明 智 祥 勝 

    ５番  井 上   勲 

    ６番  小 野 正 昭 

    ７番  松 山   清 

    ８番  宇都宮 明 宏 

    ９番  松 島 義 幸 

   １０番  元 親 孝 志 

   １１番  嶋 川 武 文 

   １２番  沖 野 健 三 

   １３番  森 川 一 義 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

   １６番  岡 山 清 秋 

   １７番  酒 井 宇之吉 

   １８番  兵 頭   勇 

   １９番  山 本 昭 義 

   ２０番  梅 川 光 俊 

   ２１番  菊 地 ミスギ 

   ２２番  大 竹 忠 盛 

   ２３番  二 宮   元 

   ２４番  坂 本 隆 重 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．会議録署名議員 

   ２４番  坂 本 隆 重 

    １番  兵 頭   竜 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  別 宮   靜 

   教  育  長  森   英 二 

   公営企業部長  九 鬼 則 夫 

   会 計 管 理 者  上 甲 悦 子 

 

   総務企画部長  清 水 忠 夫 

   産業建設部長  藤 中   彰 

   生活福祉部長  炭 倉 貞 明 

   教 育 部 長  森   精 一 

   明浜総合支所長  高 岡 和 廣 

   野村総合支所長  角 藤 和 幸 

   城川総合支所長  清 水 享 司 

   三瓶総合支所長  宇都宮 又 重 

   消防本部消防長  中 野 竹 夫 

   総 務 課 長  上 甲 憲 章 

   財 政 課 長  河 野 敏 雅 

   企画調整課長  上 田 甚 正 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  岩 本 明 定 

   議 事 係 長  井 上 千 浪 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

  

     議  事  日  程 

 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （２４番 坂本隆重、１番 兵頭 竜） 

 ２ 会期の決定 

  （９月３日～９月１７日 １５日間） 

 ３ 陳情第  １号 野村郷土資料館（仮称） 

           の建設の撤回の件につい 

           て 

 ４ 議会報告第１号 各常任委員会の視察研修 

           報告について 

 ５ 議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 
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 ６ 議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

 ７ 議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 

   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

 ８ 認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

 ９ 認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 

   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

１０ 報告第  ５号 平成２０年度西予市一般 

           会計継続費精算報告につ 

           いて 

   報告第  ６号 平成２０年度健全化判断 

           比率の報告について 

   報告第  ７号 平成２０年度資金不足比 

           率の報告について 

   報告第  ８号 財団法人宇和町住宅協会 

           の経営状況について 
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報告第  ９号 西予市土地開発公社の経 

           営状況について 

   報告第 １０号 株式会社野村町地域振興 

           センターの経営状況につ 

           いて 

   報告第 １１号 株式会社エフシーの経営 

           状況について 

   報告第 １２号 株式会社城川開発公社の 

           経営状況について 

   報告第 １３号 株式会社どんぶり館の経 

           営状況について 

   報告第 １４号 あけはまシーサイドサン 

           パーク株式会社の経営状 

           況について 

   報告第 １５号 株式会社グリーンヒルの 

           経営状況について 

   報告第 １６号 財団法人宇和文化会館の 

           経営状況について 

   報告第 １７号 西予ＣＡＴＶ（株）の経 

           営状況について 

 

本日の会議に付した事件 

 

１ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 陳情第  １号 野村郷土資料館（仮称） 

           の建設の撤回の件につい 

           て 

 ４ 議会報告第１号 各常任委員会の視察研修 

           報告について 

 ５ 議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 

 ６ 議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

 ７ 議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 

   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

 ８ 認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

 ９ 認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 
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   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

１０ 報告第  ５号 平成２０年度西予市一般 

           会計継続費精算報告につ 

           いて 

   報告第  ６号 平成２０年度健全化判断 

           比率の報告について 

   報告第  ７号 平成２０年度資金不足比 

           率の報告について 

   報告第  ８号 財団法人宇和町住宅協会 

           の経営状況について 

   報告第  ９号 西予市土地開発公社の経 

           営状況について 

   報告第 １０号 株式会社野村町地域振興 

           センターの経営状況につ 

           いて 

   報告第 １１号 株式会社エフシーの経営 

           状況について 

   報告第 １２号 株式会社城川開発公社の 

           経営状況について 

   報告第 １３号 株式会社どんぶり館の経 

           営状況について 

   報告第 １４号 あけはまシーサイドサン 

           パーク株式会社の経営状 

           況について 

   報告第 １５号 株式会社グリーンヒルの 

           経営状況について 

   報告第 １６号 財団法人宇和文化会館の 

           経営状況について 

   報告第 １７号 西予ＣＡＴＶ（株）の経 

           営状況について 

 

  開会 午前９時００分 

 

○議長 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は２４名であります。これ

より平成２１年第３回西予市議会定例会を開会い

たします。 

 三好市長より議会招集のあいさつがあります。 

 三好市長。 

 

○三好市長 平成２１年第３回西予市議会定例会

の開会に当たり、一言ごあいさつを申し上げま

す。 

 ことしの夏は梅雨がいつ明けたのかと思えるよ

うなはっきりしない日々が続き、昨年の厳しい夏

の日を浴びることなく初秋を迎え、少々季節の移

ろいに戸惑いを感じておりますが、そのような

中、議員の皆様におかれましては、公私とも大変

ご多忙のところ本定例会にご出席を賜り、厚くお

礼を申し上げます。 

 ことしの春には、全世界に新型インフルエンザ

が猛威を振るい、国を初め各自治体では、その対

応に追われておりましたが、その後はしばらくお

さまっていたところでもあり、少々安堵をしてお

りましたところ、８月１日に宇和高校野球部員、

８月１０日は宇和町小の放課後児童クラブ利用者

等々、インフルエンザ患者が確認され、また去る

８月１９日には、厚生労働省が新型インフルエン

ザの本格流行を発表するなど、感染の拡大がとま

らず、大変懸念をしているところでございます。 
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 また、２学期が始まり、集団行動で濃厚に接触

する機会が多い学校では、流行がさらに加速する

のではないかと非常に心配をしておりまして、そ

の対応に苦慮をしている状況にあります。ともあ

れ感染拡大の防止を図る上には、うがい、手洗

い、せきエチケットなど一般的な予防方法を実践

することが最も効果的でありますので、それぞれ

が認識を持ちながら危険水域にならないよう市民

自身による対処もお願いしなければならないと思

っております。 

 次に、本市の日本一小さなキャンパスの絵であ

るかまぼこ板の絵と福井県坂井市の日本一短い手

紙一筆啓上のコラボ展は、平成１９年度に開催し

てから早いもので２年が経過をいたしましたが、

今回新たな事業展開を目指す中で、日本一短い手

紙とかまぼこ板の絵のコラボ作品６０点を陶板と

しまして、風光明媚な観光地として全国的に知ら

れております東尋坊と日本最古の天守閣を有する

丸岡城周辺におきまして野外展示し、そこに訪れ

た方々が心のいやしを感ぜられるような事業を進

めてまいりました。このたびその陶板設置工事の

完成に当たり、８月６日にその除幕式が挙行され

ましたけれども、本市から別宮副市長が出席させ

ていただきました。東尋坊と丸岡城を訪れた人た

ちが、このコラボ作品を見て、西予市のかまぼこ

板へのすばらしさとそして新たな感動を覚えなが

ら少しでも心が和らぐことを願っておりますとと

もに、この事業を通じて心の観光という新たな一

面を全国に広めていきたいと考えております。 

 さて、去る８月３０日に執行されました第４５

回衆議院議員総選挙の結果から、これからの国の

進む方向性を大きくチェンジさせるであろう歴史

的な幕あけとなりました。政権交代が現実となっ

た今、政権与党となる政党は、国民がどういった

政策に対して望みを託したのか、いま一度探究

し、その上で政権公約の実現はもとより、常に公

約の検証を行うことを忘れてはならないと強く思

うのでございます。 

 また、今回の選挙では、全国知事会や各首長が

地方分権のあり方を論点として議論を醸したこと

なども従来の選挙とは大きく異なった部分であっ

たように思います。 

 しかし、この地方分権のマニフェストを見る限

りでは、自治体への権限移譲、補助金改革など論

点を出されてはいましたが、肝心なそれぞれの項

目ごとの具体的な目標と分権型社会のあるべき姿

が不透明なために、私たち地方の自治体が望んで

いる施策が本当に実行できるのかといった点につ

いて幾分懸念を抱かざるを得ない心境でありま

す。 

 しかし、国の三位一体の改革により地方が非常

に疲弊している今日、国と地方の役割分担を早期

にすみ分けされ、そして基礎的自治体と対等・協

力関係を構築し、地方主権国家への転換に期待を

寄せるものでございます。 

 それでは、本日から１７日までの１５日間にわ

たる本定例会におきましては、議員の皆様から一

般質問をお受けするとともに、条例の制定を初め

条例の改廃及び各会計補正予算、そして平成２０

年度各会計決算の認定など計４３件につきまして

ご審議をお願いするものでございます。諸議案の

提案理由につきましては、上程の際ご説明をいた

しますので、何とぞ慎重にご審議をいただき、そ

れぞれ決定、ご承認をされますようお願い申し上

げまして、簡単でございますが、招集のごあいさ

つとさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○議長 次に、前定例会以降における諸般の報告

は、お手元に配付のとおりでありますのでお目通

しを願います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとお

りであります。 

  （日程１） 

○議長 まず、日程第１、会議録署名議員の指名

を行います。 

 今回の会議録署名議員に２４番坂本隆重君、１

番兵頭竜君の両名を指名いたします。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

 お諮りいたします。 

 今回の会期は、本日から９月１７日までの１５

日間といたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、今回の

会期は、本日から９月１７日までの１５日間と決

定をいたしました。 
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  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、陳情第１号「野村郷土

資料館（仮称）の建設の撤回の件について」を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 継続審査となっておりました陳情第１号「野村

郷土資料館（仮称）の建設について」は、撤回し

たい旨の申し出があります。申し出のとおり撤回

を許可することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。したがって、陳

情第１号は撤回を許可することに決定いたしまし

た。 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議会報告第１号「各常

任委員会の視察研修報告について」を議題といた

します。 

 第２回定例会の議決に基づき実施いたしました

各常任委員会の視察研修結果について、各委員長

の報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長岡山清秋君。 

 

○岡山清秋総務常任委員長 おはようございま

す。 

 総務常任委員会では、委員８名、事務局１名並

びに担当所管であります総務課長１名随行してい

ただきました。合計１０名で視察研修に行ってま

いっておりますので、報告をさせていただきま

す。 

 総務常任委員会では、７月１３日から１５日に

かけて小学校統廃合問題と自主防災のあり方につ

いて、北海道新冠町と札幌防災センターで調査研

修を行いました。 

 初めに、新冠町の小学校の統廃合問題の取り組

みについて報告をいたします。 

 新冠町の面積は、５８５．８８平方キロメート

ルと西予市よりやや広く、人口は５，９００人と

西予市の約８分の１の程度であります。主な産業

は、競走馬の産地として全国的に有名な町であり

ますが、この町も少子化等により９校あった小学

校を２校に平成２０年４月に統廃合を行っており

ます。その間の経緯は、西予市が今行っている流

れとほとんど同じ内容ではありましたが、地域で

の説明会では、教育委員会、町議会議員、地域住

民が納得のいくまで話し合いをしながらいろいろ

な問題を一つ一つ解決し、同意を得て統廃合に結

びつけたと聞きました。その中で特に注目を集め

たのが、学校跡利用は地域の活性化を目的に、地

域の要望を組み入れ、雇用創出、産業振興、観光

の目玉、売却での財源確保を主眼に情報発信し、

インターネットの官庁オークションにかけて公募

し、その中から地域に役立つ業者を選定した。そ

の結果、７校中３校が売却できております。その

利用内容は、有料老人ホームへの改修が１校、隣

接する牧場が馬主の休憩所としての改修が１校、

美術館に改修が１校、また別の１校は、自立支援

組織のＮＰＯ法人と現在交渉中とのことでありま

した。再利用された４校は、耐震基準を満たして

いましたが、他の学校は地理的条件や旧基準のた

め耐震補強が必要になるため応募がなかったとの

ことであります。このように北海道という地理的

条件に恵まれていることを有効利用し成功した例

だと思っております。西予市においても、今後学

校再編が進み、跡地利用を考えるとき、地域だけ

の問題にしないで、市民全員にいろいろな活用方

法を提案していただき、地域の活性化を図り、住

みよい西予市にしていく必要があると思いまし

た。 

 次に、札幌防災センターの視察調査を行いまし

た。 

 この施設は、白石消防署と併設して平成１５年

３月に完成し、見て、触れて、体験し、学ぶこと

ができるという施設であります。昨年末の５年間

で約３０万人が訪れておるようであります。見る

ところでは、立体映像で災害の恐ろしさを体感

し、触れるところでは、地震体験コーナー、実際

に消火器を使うコーナー、煙避難体験コーナー、

救急体験コーナー等があり、貴重な体験をいたし

ました。やはり見ることで得た知識では十分では

なく、見て体験して初めて防災知識の向上につな

がると感じたわけであります。西予市では、自主

防災組織ができていない地域がいまだにあり、早

急に立ち上げが必要と思われます。その上で自主

防災組織の研修や避難訓練を重ねて名実ともに防

災西予市をつくる必要があると思いました。 

 以上、総務常任委員会の視察研修報告といたし

ます。 

 平成２１年９月３日、総務常任委員会委員長岡

山清秋。 
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○議長 次に、厚生常任委員長元親孝志君。 

 

○元親孝志厚生常任委員長 それでは、厚生常任

委員会の視察報告をさせていただきたいと思いま

す。 

 報告の内容につきましては、お手元に配付のと

おりでございます。多少長くなりましたが、朗読

をさせていただきたいと思います。 

 視察先、神奈川県秦野市、長野県佐久市。 

 研修目的、し尿希釈投入施設、高齢者福祉。 

 研修日、平成２１年７月１４日から平成２１年

７月１６日。 

 初めに、秦野市し尿希釈投入施設の研修成果に

ついてご報告を申し上げます。 

 当委員会での視察目的は、西予市において老朽

化が著しい東部衛生センター及び西部衛生センタ

ーの両施設に関して、今後の処理方法について

は、公共下水処理とあわせて検討してはどうかと

いう意見が過去の委員会でもありました。全国的

に同じような問題を抱える自治体では、し尿処理

を公共下水処理施設で処理することを検討してい

る自治体は数多くあります。そこで既に公共下水

処理施設でし尿処理を行っている神奈川県秦野市

し尿希釈投入施設を視察することにいたしまし

た。 

 秦野市が老朽化したし尿処理施設を改築するの

ではなく、公共下水に希釈投入する方法を選択し

た理由は、公共下水道整備の進捗に伴い、し尿処

理等の発生量が減少傾向にあり、下水道処理との

一元化を図ることで再生水を希釈水として利用で

きることなど、公共下水道の機能を活用した合理

的で効率的なし尿処理体系を構築するという視点

でこの方法を採用されております。 

 決定に至る主な理由といたしまして、放流水を

希釈水として利用することで、資源の有効理由と

維持管理費の削減が図られること、施設の管理体

系を一元化することで人件費の圧縮が可能となる

こと、公共下水処理施設内に建設することによっ

て臭気等に対する影響を配慮した場所が確保でき

ること、用地取得の節減と管理用道路の供用化に

より事業費の圧縮が可能となることでありまし

た。 

 また、法令等の制約への対応、目的外使用承認

に関する事項、周辺住民への説明対応については

当然のことながら、すべてクリアされておりま

す。 

 し尿処理施設の投入方法については、希釈投入

方法と個液分離方式がありますが、秦野市ではし

尿のうち浄化槽汚泥が大分を占めているため、浄

化槽汚泥は下水汚泥と性状が似ていることによ

り、汚泥処理系への直接投入を行うことにより希

釈倍率を下げることができるため、経費のかから

ない希釈投入方式を採用されております。 

 以上、秦野市における希釈投入方式に決定する

ための経過を報告いたしましたが、これを西予市

に当てはめた場合どうなるかということでありま

す。今回の視察で事前に懸念しておりましたこと

は、公共下水は国土交通省、し尿処理施設は厚生

労働省所管という縦割り行政の弊害はクリアでき

ることがわかりましたが、１点だけ特記すべきこ

とは、公共下水にし尿及び浄化槽汚泥を投入する

ことができる量は、公共下水処理量全体の０．

５％以下の処理量しか投入できないということが

わかりました。西予市においては、まだまだし尿

及び合併浄化槽汚泥は全体に占める量が多いた

め、希釈投入方式では無理があることがわかりま

した。個液分離方式については、費用面での綿密

な調査が必要であり、視察の結果では、西予市に

おいては、公共下水での処理を検討するよりも、

東部、西部を統合したし尿処理施設改築を検討す

るほうがいいのではないかという意見でありまし

た。 

 次に、佐久市における高齢者福祉についてご報

告を申し上げます。 

 佐久市の視察の目的は、介護予防と言われる時

代にあって、長野県、特に佐久市においては、高

齢者に関する数値が全国でもずば抜けて高い水準

にあります。例えば、男性の平均寿命は日本一で

あり、女性は沖縄県が日本一でありますが、やが

ては佐久市が追い抜くのではないかと言われてお

ります。 

 また、高齢者１人当たりの医療費は、日本で最

低であります。かつて全国の都道府県がすべて長

野県のようになれば、医療費は２兆円削減できる

とまで言われておりました。社会保障すなわち年

金・医療・介護費の自然増は、年間で約１兆円と

言われております。元気で長生きすることは、財

政面からも看過できない時代に来ております。そ

こで健康長寿の町佐久市を視察することにいたし

ました。 
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 佐久市が健康長寿の町を掲げたのは、昭和３６

年当時、脳卒中死亡率が全国一高く、これを克服

することが大きな町の課題でありました。そこで

医療との連携による保健事業とともに減塩運動、

１部屋温室づくり運動、食生活改善運動等の予防

活動に取り組み、昭和４９年には、この死亡率が

全国平均を下回る成果を上げることができたとい

います。こういった予防活動を行政、市民が一体

となって、生涯現役で住みよい健康長寿のまちづ

くりを目指されてきました。佐久市がなぜ健康長

寿の町なのかについては、さきに述べたように、

平均寿命が日本一であること以外に、高齢者の就

業率が全国平均より高いことや１００歳以上の高

齢者が全国平均の３倍おられることも驚きであり

ました。肝心なことは、健康長寿の要因は、どこ

にあるかということであります。市では５つのこ

とを上げられております。 

 １つ目として、自然環境、社会環境がいい。佐

久市は自然環境に恵まれており、晴天率が全国に

比べて高く、湿度が低い。また、持ち家比率が高

く、２世代、３世代が多く、気質面で積極性を維

持している。 

 ２点目として、保健補導員の活動。主婦を主と

した保健補導員活動は、健康教育研修と市の保健

事業で培ったものを家庭や地域に広め、市民の健

康に対する意識の高揚に貢献していること。 

 ３点目として、食の重要性。幼少のころから何

でも食べる習慣と自然のものを取り入れた食生活

をしていること。 

 ４点目として、保健福祉の充実。高齢者支援事

業、生きがい対策、生活支援対策、認知症対策等

９５事業や全戸水洗化の促進により、水洗化率８

５．３％を達成していること。 

 ５点目として、生涯学習、高齢者大学、公民館

活動等による生涯学習活動、老人クラブ活動が盛

んに行われておりました。 

 以上のような要因によって健康長寿のまちづく

りが達成されておりました。 

 その他視察研修で感心させられましたことは、

子育て支援事業として、市内の１７の小学校に

は、すべて児童館が併設されており、夜７時まで

子供を預かれる仕組みになっております。 

 また、商店街の衰退に対しては、中心地に公共

施設として市営住宅が併設される複合施設サング

リモ中込を建設することによって中心市街地に人

を集める努力がなされておりました。 

 今回の視察で西予市が参考にすべきことは、何

事によらず、外から注目されるには、それ相応の

努力が日々なされているということであります。

特に健康に対する認識は、若月俊一医師が地域医

療に生涯情熱を注ぎ、これを核として住民と一体

となって健康づくりに取り組んできたことが高く

評価されております。一つの結果を出すために

は、半世紀近い努力の継続が必要であり、根気強

く取り組む必要性を感じました。西予市において

も、既に高齢化社会に入っており、包括支援セン

ターを中心とした予防医学、介護予防に積極的に

取り組む必要性を感じました。視察の結果といた

しまして、予防はあらゆる治療にまさるを知る研

究でありました。 

 以上、報告を終わります。 

 平成２１年９月３日、厚生常任委員会委員長元

親孝志。 

 

○議長 次に、産業建設常任委員長森川一義君。 

 

○森川一義産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会視察研修報告を行います。 

 産業建設常任委員会では、７月１５日から１７

日にかけて、福井県あわら市及び福井県若狭町の

行政視察を行うとともに、福井県坂井市の表敬訪

問を行いましたので、その概要を報告いたしま

す。 

 まず、かまぼこ板の絵と日本一短い手紙のコラ

ボ等で交流のある坂井市の表敬訪問では、大変な

熱烈な歓迎を受けました。短い手紙と小さな絵で

織りなす世界一の感動を、北陸の坂井市では愛媛

県の西予市の名前が有名になっているとのことで

した。県外の人たちの中には、西予市を「さいよ

し」と呼ぶ人もおられるので、「さいよ」と言わ

れないためにも、短い手紙と小さな絵を今まで以

上にアピールするべきだと思いました。 

 さて、今回の研修の一つあわら市では、農村集

落再生、集落営農の取り組みについて研修、現地

視察を行いました。これはあわら市の坪田経済産

業部長が、「農村集落再生のみちすじ」という本

を出されており、この取り組みの詳細を求めて全

国各地から大勢の人たちが視察に訪れていると聞

き研修をお願いしたものです。 

 研修では、坪田部長より、あわら市においては
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休耕田はなく、集落営農と法人化によって農地を

遊ばさないようにしている。個人では無理なこと

でも組織化することにより可能になるなどの説明

を受けた後、現地視察を行いました。大規模な取

り組みをされており、西予市と比較すると、かけ

離れている点は多かったものの、農地の有効利用

に関しては、西予市も見習わなければいけないと

痛感いたしました。 

 また、観光面では、あわら温泉に滞在しながら

県内各地の観光が楽しめるように、近隣市町と連

携をとりながら広域観光を推進されているとのこ

とでした。このほか市職員一人一人の独自の経営

感覚を持っており、視察受け入れの条件が、市内

で宿泊していただくこととしているだけに、行政

と宿の連携により視察に訪れた方が満足していた

だけるような努力がなされていました。 

 次に、重要伝統的建造物群保存地区熊川宿の視

察を行いました。この熊川宿は、若狭鯖街道とし

て有名であり、当日は語り部の方により熊川の歴

史や見どころなどを真心込めて説明していただき

ました。 

 次に、若狭町では、里山保全等について研修を

行いました。若狭町では、育成途中の森林を対象

として契約を結び、森林整備を行って良好な森林

を形成し、伐採、搬出を町が行っているそうで

す。西予市においても、山だけで生活をする人は

少なくなっています。今かまぼこ板の絵も外国か

ら輸入をしているようですが、少子・高齢化の対

策と西予市の農業、林業の今後を真剣に考えてい

かなければいけないと痛感いたしました。 

 以上で当委員会の視察研修報告を終わります。 

 平成２１年９月３日、産業建設常任委員会委員

長森川一義。 

 

○議長 以上で各常任委員会の視察研修報告を終

わります。 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第１２３号「西予

市学校施設整備基金条例制定について」から議案

第１２６号「荷揚場使用料徴収条例を廃止する条

例制定について」までの４件を一括議題といたし

ます。 

 理事者の説明を求めます。 

 森教育部長。 

 

○森教育部長 議案第１２３号「西予市学校施設

整備基金条例制定について」提案理由のご説明を

申し上げます。 

 学校施設は、児童・生徒の学習、生活の場とし

て豊かな人間性をはぐくむための教育環境として

重要であります。そのためにも第一に安全で安心

できるものである必要があります。西予市では、

平成２０年度と平成２１年度に実施した耐震診断

の２次診断や耐力度調査をもとに学校再編計画を

視野に入れた新築、増築及び耐震補強、大規模改

修など今後計画的な学校施設整備が必要であり、

経費の増大が予想されています。 

 また、太陽光発電装置の導入など環境に配慮し

た施設整備や情報教育の充実を目指した情報基盤

の整備など、児童・生徒がより安全・安心な環境

の中で特色ある豊かな教育を受けられるような学

校施設の整備が求められております。 

 このような状況の中、厳しい財政状況ではあり

ますが、計画的に学校施設整備に振り向けられる

財源を積み立てて将来に備えるために、新たに西

予市学校施設整備基金を設けることといたしまし

た。本条例はその効果的な運用を図るため、地方

自治法第２４１条の規定に基づき制定するもので

ございます。よろしくご審議の上、ご決定くださ

いますようお願い申し上げます。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 議案第１２４号「西予市国

民健康保険条例の一部を改正する条例について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、健康保険法施行令等の一部を改

正する政令の施行に伴い、出産育児一時金の見直

しが行われたことによるものでございます。 

 主な改正内容につきましては、国の緊急的な少

子化対策の一環として、平成２１年１０月１日か

ら平成２３年３月３１日までの間、出産育児一時

金を現行の３５万円から３９万円に引き上げると

いうものであります。当市では、本年１月の改正

において、産科医療補償制度の創設にあわせ法定

支援額に３万円を加算することとしており、今回

の制度により３８万円から４２万円に引き上げる

こととなります。よろしくご審議の上、ご決定く

ださいますようお願い申し上げます。 
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○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 議案第１２５号「西予市単

独市営住宅条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 明浜町の旧俵津駐在所跡住宅につきまして、昭

和３５年の建築で老朽化が著しく、修繕回数も増

加しており、今後の継続利用について懸念をして

いたところでございます。このような状況の中、

このたび入居されていた方が、他の市営住宅に移

られたことに伴い、本市営住宅の廃止をするため

本条例の一部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第１２６号「荷揚場使用料徴

収条例を廃止する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 本条例は、旧三瓶町営荷揚げ場の使用料につい

て、合併による経過措置として暫定条例により運

営をしておりました。今般本条例の適用を受ける

荷揚げ場の使用がなくなったことから本条例を廃

止するものであります。今後の漁業施設及び港湾

施設の使用については、西予市漁港管理条例及び

西予市港湾管理条例に基づきそれぞれ適正な運営

並びに施設の維持管理に努めることといたしてお

ります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願いいたします。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第１２７号「平成

２１年度西予市一般会計補正予算（第４号）」に

ついてを議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

 

○三好市長 議案第１２７号「平成２１年度西予

市一般会計補正予算（第４号）」について提案理

由のご説明を申し上げますとともに、さきの衆議

院選挙での与党大敗によります地方への影響につ

いて少し触れさせていただきたいと思います。 

 冒頭の開会ごあいさつでも述べさせていただき

ましたが、今回の選挙は、自民・公明両党の連立

政権の継続か、それとも民主党を中心とする政権

を選ぶのか、政権交代の是非が最大の焦点となる

歴史的選挙でありました。結果、皆様ご案内のと

おり、有権者は政権交代の道を選択いたしまし

た。その原因はいろいろあると思われますが、少

なくともかっては保守王国と言われておりました

この愛媛でも、小選挙区では与党候補者が４つの

選挙区のうち３つの議席を確保しましたが、比例

代表では、民主党が自民党の得票を９万票上回る

結果となりました。この結果は地域経済を担って

きた農林水産業や中小企業の疲弊、都市と地方の

格差の拡大など、これまでの政治に対する不満の

あらわれではなかろうかと思っております。新政

権は民主党、社民党、国民新党の連立政権が予想

されていますが、今後それぞれのマニフェストの

実現のための政策が進められることと思われま

す。どうか国民の期待が迅速かつ効果的に実現さ

れることを期待するものであります。民主党は、

政権実現のための財源は、予算の見直しと無駄の

削減で賄うとしているところであります。地方は

既に行政改革を進めております。無駄の削減に

は、国も大いに進めていただきたいと思います

が、改革には痛みを伴うものであります。その痛

みがこれ以上地方に及ばないことを願っておりま

す。 

 しかしながら、民主党は今年度の補正予算につ

いても一部凍結や組み替えも辞さない方針を示し

ており、政権が交代することによって今までと異

なる対応を余儀なくされることも大いに予想され

ます。新政権の今後の動向により慎重に注意を払

い、西予市の行財政を進めてまいりたいと存じま

す。 

 それでは、今回の補正予算でございますが、既

決いただいております歳入歳出予算にそれぞれ１

２億７，７２７万６，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を２７１億１，３３７万５，０００

円と定めるものでございます。 

 今回の補正につきましては、平成２１年度基礎

年金拠出金に係る公的負担率改正等によります人

件費の見直しと小・中学校施設の耐震補強に係る

経費、６月から８月の梅雨前線豪雨等による災害

復旧費に係る経費、原則どうしても今回計上しな

ければならない案件について計上しております。 

 その主な内容でございますが、まず総務費につ

きましては、四国電力、ＮＴＴ電柱の立てかえに

よる光ケーブル共架がえのための費用、庁舎建設

事業におきまして、機械設備工事を空調整備工事

と給排水設備、衛生施設工事に分けて発注するこ
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とに伴い、前払い金の増額による経費を計上して

おります。総額で７，８２１万円となっておりま

す。 

 次に、民生費では、地域介護福祉空間整備交付

金を受け、市内グループホーム７施設に対してス

プリンクラー設置整備のための補助金、老人保健

特別会計への繰出金、経済危機対策として、全額

国の交付金を受けて、平成２１年度に限り３歳か

ら５歳までの児童１人当たり３万６，０００円を

第１子まで拡大して支給する子育て応援特別手当

に要する費用を計上しております。総額で１億４

４０万５，０００円となっております。 

 次に、衛生費では、女性特有のがんの対策とし

て、子宮頸がん、乳がん検診に対する支援のため

の費用、西予市汚泥再生処理施設整備工事に係る

生活環境衛生調査のための経費を計上しておりま

す。総額で１，４１３万５，０００円となってお

ります。 

 次に、労働費では、緊急雇用創出事業として県

の補助を受けて人権同和教育推進事業に２名、市

内外企業を対象とした求人開拓事業に１名、観光

施設の桜に寄生しておりますてんぐ巣病の対策の

ための作業員４名を雇用するための経費を計上し

ております。総額で７４８万７，０００円となっ

ております。 

 次に、農林水産業費では、農作物かんがい対策

のための補助金、明浜ふるさと創生館、塩ぶろ、

野村ほわいとファームの修繕のための経費を計上

しております。総額で２，１０５万円となってお

ります。 

 次に、土木費では、県道城川遊子川線改良ほか

７路線に係る県営道路事業負担金を計上しており

ます。総額で１，３０７万３，０００円となって

おります。 

 次に、教育費では、新学習指導要領に適応した

学習環境を整備するための市内小・中学校に電子

黒板４０台を購入する費用、建物の危険度を示す

Ｉｓ値が０．３以下または一部０．３以下である

大和田小学校、皆田小学校、宇和中学校、三瓶中

学校の校舎の耐震補強工事等に係る経費を計上し

ております。総額では４億７，５０９万１，００

０円となっております。 

 次に、災害復旧費では、６月の梅雨前線豪雨、

７月の中国・九州北部豪雨、８月の台風９号豪雨

による農地２４カ所、農業用施設１８カ所、林業

用施設１１カ所、河川１カ所、市道１１路線の災

害復旧に係る経費を計上しております。総額で２

億４４７万１，０００円となっております。 

 次に、諸支出金では、平成２０年度決算確定に

より余剰金が確定しましたので、地方財政法第７

条第１項の規定により、余剰金の２分の１の相当

額を財政調整基金に積み立てております。 

 また、小・中学校の耐震対策等に備え、学校施

設整備基金に５，０００万円を積み立てておりま

す。 

 以上、歳出の予算の概要でございましたが、続

きまして、主な収入についてご説明をいたしま

す。 

 まず、分担金につきましては、農地災害及び農

業施設災害復旧費に係る分担金であります。 

 次に、国庫負担金につきましては、すべてが災

害復旧に伴うものでございます。国庫補助金で

は、スプリンクラー設置に伴う地域介護福祉空間

整備交付金、子育て応援特別手当交付金、女性特

有のがん対策に伴う疾病予防対策事業補助金、循

環型社会形成推進のための交付金、学校情報通信

技術環境整備のための補助金及び小・中学校施設

の耐震補強等に係る補助金を計上しております。 

 次に、県補助金につきましては、緊急雇用創出

事業に伴う補助金などを計上しております。 

 このほかにどんぶり館の株式配当金や環境フェ

アに伴う自治総合センター助成金などを計上して

おります。 

 市債につきましては、主に庁舎建設事業、小・

中学校施設耐震事業及び災害復旧事業に伴うもの

となっております。 

 また、本補正におきまして、平成２０年度の繰

越金５億５，５８３万８，０００円を計上してお

ります。この上で歳出に不足する財源措置として

財政調整基金８，７０８万９，０００円の繰り入

れを行っております。 

 また、継続費補正で、大和田小学校耐震補強事

業費、宇和中学校耐震補強事業費、三瓶中学校耐

震補強事業について新たな継続費の追加をし、そ

れぞれについて総額、年度、年割り額の設置をし

ております。 

 また、庁舎建設事業費、本体工事でございます

が、ついて、年割り額の変更を行っております。 

 次に、債務負担行為補正で、汚泥再生処理施設

整備事業費、生活環境影響調査業務についてでご
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ざいますが、これにつきまして新たな債務負担行

為を追加して、期間を平成２１年度から平成２２

年度までの限度額を１，２６０万円と設置してお

ります。 

 以上、ご説明をいたしましたが、詳細な点につ

きましては、担当課長から補足説明をさせますの

で、よろしくご審議を賜り、ご決定をいただきま

すようお願い申し上げます。 

 

○議長 河野財政課長。 

 

○河野財政課長 それでは、予算書に沿って補足

説明をさせていただきます。 

 まず、歳出につきまして説明をいたします。 

 １８ページをお開き願います。 

 ９目１１節修繕料２，２７７万７，０００円で

ございますが、これは現在西予市イントラネット

の光ケーブルを四国電力やＮＴＴの電柱に共架を

させていただいておりますが、電柱の老朽化によ

る立てかえ、ケーブルテレビ事業による共架物の

過重により電柱が強度不足となりますので、その

ための立てかえ等により光ケーブルの共架がえが

必要となりますので、そのための費用でありま

す。 

 次に、１９ページでございますが、１２目２２

節補償金１，７５０万円につきましては、ケーブ

ルテレビ事業におきましてケーブル線を電柱共架

することとしておりますが、この共架過重により

電柱が強度不足となり、立てかえの必要が生じま

した。そのための補償金であります。 

 同じく１８目１５節工事請負費３，６５６万円

でありますが、庁舎建築工事におきまして、当初

建築工事、電気設備工事、機械設備工事の３工事

に分離発注することとし、今年度の予算はその前

払い相当金を計上していたところであります。こ

のたび機械設備工事をさらに空調設備工事と給排

水衛生設備工事に分離発注することといたしまし

たが、このことにより前払い金の限度額の関係で

予算増額の必要が生じましたので、そのための費

用であります。 

 ２２ページをお開き願います。 

 ３目１９節地域介護福祉空間整備交付金事業補

助金３，３９７万３，０００円でありますが、こ

れは平成１９年の消防法施行令改正に伴い、平成

２１年４月から延べ面積２７５平米以上の自力避

難困難者入所施設にスプリンクラーの設置が義務

づけられたことにより、市内グループホーム７施

設に対し補助するものであります。全額国の補助

金を充てております。 

 ２４ページをお開き願います。 

 ６目子育て応援特別手当３，６４０万円であり

ますが、これは経済危機対策として、平成２１年

度に限り１０月１日を基準日として、３歳から５

歳までの児童１人当たり３万６，０００円の子育

て応援特別手当を第１子まで拡大して交付するも

のであります。全額国の交付金を充てておりま

す。 

 次に、２５ページでございますが、１目２０節

住宅扶助費１２９万６，０００円につきまして

は、離職者であって就労能力及び就労意欲のある

方のうち、住宅を喪失している方、また喪失する

おそれのある方に対して住宅手当を支給すること

により、これらの方の住宅及び就労機会の確保に

向けた支援を行うものであります。住宅手当は６

カ月を限度とし、１カ月当たり２万７，０００円

を措置し、現在８人を見込んでおります。全額国

の補助金を充てております。 

 同じく２目予防費４９１万６，０００円につき

ましては、女性特有のがん検診推進事業として、

一定の年齢に達した女性に対し、子宮頸がん及び

乳がん検診の無料クーポン券を配布するととも

に、検診手帳を交付することにより検診受診率の

向上を図るものであります。 

 ２７ページをお開き願います。 

 生活環境影響調査業務委託料６３０万円であり

ますが、これは汚泥再生処理施設建設の適地選定

を行う上で、水質、騒音、振動、悪臭等周辺環境

に及ぼす影響を事前に調査し、また予測し、その

結果を評価することにより環境汚染の未然防止策

を事前計画に反映させるための調査委託料であり

ます。概算事業費１，８９０万円とし、平成２２

年度に１，２６０万円の債務負担行為を設定して

おります。 

 ２８ページをお開き願います。 

 ３目緊急雇用創出事業７４８万７，０００円で

ありますが、これは雇用対策事業として人権同和

教育の推進事業に２名、市内外企業を対象とした

求人開拓事業に１名、観光施設の桜の木に発生し

ているてんぐ巣病対策のための作業員４名の雇用

に係る経費であります。 
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 なお、浄化槽台帳整備事業に雇用することとし

ておりました１名は、減員をしております。 

 同じく２９ページでございますが、２目２３節

農業構造改善事業補助金返還金１０１万８，００

０円でありますが、これは国道３７８号道路拡張

工事に伴う明浜町俵津にあります東宇和農業協同

組合所有の農産物集荷施設の処分に係る国庫補助

金返還であります。このことにつきましては、さ

きの６月補正で計上したところでありますが、そ

の後国の示した返還金の計算式に誤りがあり、返

還額の増額が生じましたのでそれに係る経費であ

ります。事業主体である西予市が、当該処分財産

に係る国庫補助金残存価格の返還を行うものであ

りますが、財源につきましては、全額東宇和農協

からの返還金を充てております。 

 同じく３目１９節農作物かんがい対策事業補助

金４３９万９，０００円につきましては、さきの

４月から５月にかけての少雨渇水による農作物か

んがい対策事業として、揚水ポンプ原動機等の購

入に対し２分の１の補助をするものであります。 

 ３０ページをお開き願います。 

 ９目１３節施設管理運営委託料６９６万３，０

００円でありますが、これはふるさと創生館、塩

ぶろ、民宿故郷、ほわいとファームの施設及び備

品の修繕等に係る委託料であります。 

 同じく２目１９節林業機械導入事業補助金３０

０万６，０００円でありますが、これは株式会社

エフシーが県の補助を受け林業機械ハーベスタを

購入する計画でありますが、その補助残の４分の

１を補助するものであります。 

 次に、３１ページでございますが、４目１５節

工事請負費２５０万円につきましては、三瓶、周

木漁港漁村再生交付金工事の工種の変更によるも

のであります。このことにより事業費は７７０万

円となります。 

 ３３ページをお開き願います。 

 １目１５節工事請負費２００万円であります

が、これは三瓶緑地公園の火災によります遊具修

繕工事に係る経費であります。 

 同じく６項１目１５節工事請負費２００万円に

つきましては、旧俵津駐在所跡住宅の解体工事に

係る経費であります。 

 ３５ページをお開き願います。 

 ２目１８節機械器具費３，６５８万６，０００

円でありますが、これは城川地区小学校のパソコ

ン教室のパソコン老朽化に伴う買いかえ５３台と

市内小学校に設置する電子黒板３１台に係る経費

であります。 

 同じく３目１５節工事請負費１億２，５５４万

７，０００円でありますが、市単独分につきまし

ては、狩江小学校屋内運動場屋根改修工事と宇和

町小学校共聴テレビアンテナ改修工事でありま

す。国庫補助分につきましては、大和田小学校と

皆田小学校の耐震補強工事と皆田小学校窓改修工

事に係る経費であります。 

 ３６ページをお開き願います。 

 ２目１８節機械器具費６６６万円であります

が、これは市内中学校に電子黒板を設置するもの

であります。９台の購入を予定しております。 

 同じく３目１５節工事請負費２億７，０１２万

１，０００円につきましては、宇和中学校及び三

瓶中学校耐震補強工事に係る経費であります。 

 ３９ページをお開き願います。 

 ３目１５節工事請負費１５４万６，０００円で

ありますが、これは三瓶文化会館舞台空調設備改

修に係る経費であります。 

 ４０ページをお開き願います。 

 １目２４節投資及び出資金１００万円でありま

すが、これは愛媛マンダリンパイレーツ球団株式

会社への出資金であります。 

 次に、４１ページでございますが、１目１５節

工事請負費８７４万１，０００円でありますが、

これは城川地区４カ所、野村地区３カ所の田畑等

の農地災害復旧工事に係る経費であります。同じ

く１９節市単独災害復旧事業費補助金３３０万円

につきましては、城川地区９カ所、野村地区８カ

所の農地災害復旧に対し補助するものでありま

す。 

 ４２ページをお開き願います。 

 ２目１５節工事請負費２，５００万円でありま

すが、これは宇和地区２カ所の農業用ため池の災

害復旧工事に係る経費であります。同じく１９節

市単独災害復旧事業費補助金２９５万円につきま

しては、城川地区９カ所、野村地区７カ所に係る

農業用施設災害復旧に対し補助するものでありま

す。 

 次に、４３ページでありますが、１目道路橋梁

河川災害復旧費１億４，９３４万円につきまして

は、城川松葉川支流及び市道惣川梼原線ほか１０

路線の災害復旧に係る経費であります。 
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 ４４ページをお開き願います。 

 １目基金費３億５，３００万円でございます

が、これは財政調整基金、学校施設整備基金の積

み立てに係る経費であります。財政調整基金につ

きましては、平成２０年度一般会計剰余金の２分

の１相当額を積み立てております。 

 また、学校施設整備基金につきましては、市内

小・中学校施設の耐震補強等に要する経費に資す

るため積み立てを行うものであります。 

 次に、歳入でございますが、戻りまして１３ペ

ージをお開き願います。 

 １目１節地域介護福祉空間整備交付金３，３９

７万３，０００円でございますが、これはスプリ

ンクラー設置に係る国庫補助金であります。同じ

く３節住宅手当緊急特別措置事業費国庫補助金１

２９万６，０００円でありますが、これは住宅扶

助費に係る補助金であります。 

 同じく２目１節疾病予防対策事業費国庫補助金

４３３万９，０００円でありますが、これは女性

特有のがん検診推進事業に係る補助金でありま

す。 

 また、循環型社会形成推進交付金５７８万３，

０００円につきましては、汚泥再生処理施設の生

活環境影響調査等に係る補助金であります。 

 同じく７目１節の小学校費国庫補助金のうち、

学校情報通信技術環境整備事業費国庫補助金２，

０８０万２，０００円でありますが、これはパソ

コンと電子黒板購入に係る補助金であります。 

 また、学校建設費国庫補助金８，３０２万７，

０００円につきましては、耐震補強工事等に係る

補助金であります。同じく２節中学校費の国庫補

助金につきましては、中学校の電子黒板購入と耐

震補強工事に係る補助金であります。 

 １５ページをお開き願います。 

 １８目繰越金でありますが、平成２０年度の決

算が確定しましたので、５億５，５８３万８，０

００円を計上しております。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、議案第１２８号「平成

２１年度西予市授産場特別会計補正予算（第２

号）」から議案第１３８号「平成２１年度西予市

病院事業会計補正予算（第２号）」についてまで

の１１件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 議案第１２８号「平成２１

年度西予市授産場特別会計補正予算（第２号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、市町村共済の公的負担金率の改

定に伴うもので、本予算の歳入歳出に４万６，０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

１，９６０万８，０００円とするものでありま

す。 

 歳出につきましては、施設授産場費の一般管理

費で、共済費の職員共済組合負担金４万６，００

０円の増額であります。 

 歳入では、一般会計繰入金４万６，０００円を

増額いたしております。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 議案第１２９号「平成２１年度育

英会奨学資金貸付特別会計補正予算（第１号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、平成２０年度決算による繰越金

の計上と平成２１年度貸付金の確定及び償還金の

増額によるものでございます。 

 歳出では、新規貸付者数の減少による貸付金を

９３６万円減額し、予備費を１，８８１万９，０

００円増額するものであります。 

 歳入につきましては、償還金が当初の計上額を

上回ると見込まれますので、３９０万９，０００

円を増額し、平成２０年度決算により発生した繰

越金を５５５万円増額するものです。これにより

歳入歳出をそれぞれ９４５万９，０００円増額

し、歳入歳出予算の総額は７，７４５万５，００

０円となりました。よろしくご審議の上、ご決定

くださいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 議案第１３０号「平成２１

年度西予市国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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 まず、事業勘定予算からご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入で本予算による国保税の減

額、前年度精算による療養給付費交付金の増額、

決定通知による前期高齢者交付金の減額及び平成

２０年度決算による繰越金の増額とまた歳出で

は、出産育児一時金の引き上げに伴う保険給付費

の増額、決定通知による後期高齢者支援金、老人

保健拠出金、介護納付金等の調整及び前年度精算

による療養給付費負担金返還金の増額等を行うも

のであります。 

 歳出では、一般管理費の人件費４２万８，００

０円、保険給付費の出産育児一時金８０万６，０

００円、後期高齢者支援金等１００万円をそれぞ

れ増額し、前期高齢者納付金等２４万１，０００

円、老人保健拠出金５６９万６，０００円、介護

納付金９０万５，０００円をそれぞれ減額し、償

還金の過年度療養給付金費等負担金７８８万５，

０００円及び高額療養費特別支給金３６万９，０

００円を増額いたしました。 

 歳入では、国民健康保険税を６，１００万円減

額、国庫支出金の介護従事者処遇改善臨時特別交

付金４，０００円、出産育児一時金補助金４０万

円、療養給付費等交付金４４１万９，０００円を

それぞれ増額し、前期高齢者交付金を８，５８７

万９，０００円減額、一般会計繰入金６９万４，

０００円、財政調整基金繰入金２，５１５万５，

０００円、前年度繰越金１億１，９８５万３，０

００円をそれぞれ増額いたしました。これにより

まして議決いただいております歳入歳出予算にそ

れぞれ３６４万６，０００円を増額し、事業勘定

予算歳入歳出予算の総額を５９億５，０８９万

２，０００円と定めるものであります。 

 次に、診療施設勘定予算についてですが、今回

の補正の主な内容は、前年度決算によります繰越

金、一般会計繰入金の調整とこれに伴う基金積立

金、繰出金の調整及び診療所の修繕工事に係る経

費等であります。 

 それでは、診療所別にご説明をいたします。 

 俵津診療所の歳出では、一般管理費の人件費を

１３万７，０００円増額いたしました。 

 歳入では、一般会計繰入金を８万５，０００円

増額、前年度繰越金を５万２，０００円増額し、

歳入歳出予算の総額を６，８０５万１，０００円

といたしました。 

 次に、狩江診療所の歳出では、一般管理費の人

件費を１１万４，０００円増額いたしました。 

 歳入では、一般会計繰入金を４万８，０００円

増額、前年度繰越金を６万６，０００円増額し、

歳入歳出予算の総額を６，３６６万３，０００円

といたしました。 

 次に、高山診療所の歳出では、一般管理費の人

件費を３４万２，０００円増額いたしました。 

 歳入では、一般会計繰入金を２３万３，０００

円、田之浜診療所繰入金を６万１，０００円、前

年度繰越金を４万８，０００円増額し、歳入歳出

予算の総額を１億１４０万７，０００円といたし

ました。 

 次に、田之浜診療所の歳出では、高山診療所繰

出金を６万１，０００円増額いたしました。 

 歳入では、前年度繰越金を６万１，０００円増

額し、歳入歳出予算の総額を１，４９４万７，０

００円といたしました。 

 次に、惣川診療所の歳入では、前年度繰越金を

４万６，０００円増額し、一般会計繰入金を同額

減額しましたので、歳入歳出予算の総額は変更あ

りません。 

 次に、土居診療所の歳出では、一般管理費の人

件費を２８万３，０００円、修繕工事請負費を１

２６万円それぞれ増額いたしました。 

 歳入では、一般会計繰入金を１３３万６，００

０円、遊子川診療所繰入金を２０万７，０００円

増額し、歳入歳出予算の総額を１億２，９２８万

９，０００円といたしました。 

 次に、遊子川出張診療所の歳出では、一般管理

費の土居診療所繰出金を２０万７，０００円増額

いたしました。 

 歳入では、前年度繰越金を２０万２，０００

円、意見書手数料を５，０００円増額し、歳入歳

出予算の総額を４４０万３，０００円といたしま

した。 

 次に、二及診療所の歳出では、一般管理費の人

件費を１１０万２，０００円、基金積立金を１９

３万５，０００円、予備費１９３万５，０００円

を増額いたしました。 

 歳入では、前年度繰越金を４９７万２，０００

円増額し、歳入歳出予算の総額を７，５６２万

２，０００円といたしました。 

 次に、周木診療所の歳出では、予備費を２５９

万円増額いたしました。 
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 歳入では、前年度繰越金を２５９万円増額し、

歳入歳出予算の総額を４，６９０万４，０００円

といたしました。 

 続きまして、議案第１３１号「平成２１年度西

予市老人保健特別会計補正予算（第１号）」につ

いて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、平成２０年度の老人

医療給付費等実績額確定に伴い生じた超過返還金

を計上するもので、それに伴い一般会計からの繰

入金を計上するものであります。 

 まず、歳出につきましては、償還金として国庫

負担金償還金を１，３６８万９，０００円、支払

基金償還金を９８７万７，０００円増額いたしま

した。 

 次に、歳入につきましては、一般会計繰入金

２，３５６万５，０００円、前年度繰越金１，０

００円を増額いたしました。これによりまして歳

入歳出それぞれ２，３５６万６，０００円増額

し、歳入歳出予算の総額は３，７３８万６，００

０円となりました。 

 続きまして、議案第１３２号「平成２１年度西

予市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入においては、繰越金と市町

村共済組合負担金の増に伴う一般会計繰入金を計

上するものであります。 

 歳出につきましては、一般管理費で共済費を２

４万９，０００円、後期高齢者医療広域連合納付

金で負担金を１，３７４万４，０００円増額いた

しました。 

 歳入につきましては、前年度繰越金を１，３７

４万４，０００円、事務費に係る一般会計繰入金

を２４万９，０００円増額いたしております。こ

れによりまして歳入歳出予算をそれぞれ１，３９

９万３，０００円増額し、歳入歳出予算の総額を

６億７，１２３万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第１３３号「平成２１年度西

予市介護保険特別会計補正予算（第２号）」につ

いて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入においては繰越金、歳出で

は基金積立金、償還金が主なものであり、歳入歳

出それぞれ３，７２９万５，０００円を増額し、

歳入歳出予算の総額を４６億５，２７１万８，０

００円といたしました。 

 内訳といたしまして、歳出では、総務費の一般

管理費で、市町村共済の負担率の改定に伴い職員

共済組合負担金を５２万円、基金積立金で前年度

精算による積立金を７８１万４，０００円、諸費

支出金の償還金及び還付加算金で、基金積立金と

同様に前年度精算による国支払基金、県への返還

金を２，８９６万１，０００円増額いたしまし

た。 

 歳入では、繰入金の一般会計繰入金を５２万

円、繰越金を３，６７７万５，０００円増額いた

しました。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 議案第１３４号「平成２１

年度西予市農業集落排水事業特別会計予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは、前年度繰越金の確定

と中川地区の管路移設工事の変更に伴うもので、

歳入歳出それぞれ２０６万３，０００円増額し、

歳入歳出の総額を７億９４３万１，０００円と定

めるものであります。 

 歳出につきましては、施設管理費で、宇和町坂

戸地区国道５６号線歩道設置工事に伴う管路移設

工事７３万５，０００円、管理施設の経年による

老朽化対応のための修繕費１１５万８，０００

円、市町村共済の公的負担金率の改定に伴う負担

金１７万円を増額いたしております。 

 歳入につきましては、一般会計繰入金１７万

円、前年度からの繰越金１１５万８，０００円、

雑入で管路移設工事に対する補償金７３万５，０

００円の増額であります。 

 続きまして、議案第１３５号「平成２１年度西

予市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、主に前年度繰越金の確定及び事

業費の見直しによるもので、歳入歳出予算からそ

れぞれ６９３万１，０００円減額し、歳入歳出予

算を９億３１１万円と定めるものであります。 

 歳出では、市単独事業として予定しておりまし

た事業が補助対象事業の取り扱いとなり、現在計
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上している補助対象事業費内での施工が可能とな

ったことから施設整備費で事業費を調整し９５８

万３，０００円を減額、また施設の修繕に伴う施

設管理費４０万４，０００円、元利償還金の増に

よる公債費２２４万８，０００円の増額でありま

す。 

 歳入につきましては、前年度繰越金の確定によ

り過年度分の事業収入２５万９，０００円の減

額、繰越金２１８万２，０００円を増額し、これ

に伴い一般会計繰入金８８５万４，０００円を減

額いたしております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願いいたします。 

 

○議長 九鬼公営企業部長。 

 

○九鬼公営企業部長 議案第１３６号「平成２１

年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは、職員共済組合負担率

の改定による人件費の増額と前年度繰越金の調整

を行うもので、歳入歳出にそれぞれ１，５１４万

２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３

億４，６６３万７，０００円と定めるものであり

ます。 

 ７ページをお開きください。 

 歳出の主なものは、総務管理費においては、共

済費１９万８，０００円の増額と委託料１５０万

円、各施設のこれは老朽化対策の財源とする基金

積立金１，０６８万８，０００円を計上いたして

おります。 

 また、施設整備事業においては、三瓶地区にお

ける道路改良工事に伴う配水管布設がえのために

工事請負費を２７５万７，０００円、水源整備事

業に係る水源用地取得のため土地購入費３５万円

を増額いたしております。 

 ６ページの歳入の主なものにつきましては、前

年度繰越金１，５１０万７，０００円を計上して

おります。 

 続きまして、議案第１３７号「平成２１年度西

予市上水道事業会計補正予算（第３号）」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人件費に係るものであります。

したがいまして、収益的支出のみの補正となって

おります。 

 営業費用におきまして、市町村共済の公的負担

金率の改定に伴います法定福利費の増額、臨時職

員の雇用に伴います賃金及び法定福利費の増額を

行いまして、合わせて２１８万９，０００円を増

額いたしております。これによりまして収益的支

出の総額は６億２，６９５万１，０００円となり

ました。 

 また、この人件費の増額補正に伴いまして第３

条で議会の議決を受けなければ流用することがで

きない経費を２１８万９，０００円増額し１億

２，２１８万６，０００円といたしております。 

 続きまして、議案第１３８号「平成２１年度西

予市病院事業会計補正予算（第２号）」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、病院の運営上におきまして緊急

に必要が見込まれる経費につき増額を行うもので

あります。 

 補正予定額は、収益的収入及び支出では、支出

のみ３９６万７，０００円、資本的収入及び支出

でも支出のみ３３６万円を計上いたしておりま

す。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額は、過年度損益勘定留保資金で補てんする

ものとしております。これらの内容は、４ページ

の事項別明細をごらんください。 

 その主なものは、医業費用のうち、経費の１４

節委託料で、宇和病院での医業事務委託料１６３

万２，０００円の増額、野村病院において建物外

壁の調査委託料２００万円を計上しております。 

 また、５ページの建設改良費では、野村病院に

おいて診療力管理体制を整備するために診療情報

管理システムの導入経費３３６万円を計上してお

ります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願いを申し上げます。 

 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午前１

０時３０分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時４

０分） 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、認定第１号「平成２０

年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 
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 理事者の説明を求めます。 

 上甲会計管理者。 

 

○上甲会計管理者 それでは、平成２０年度西予

市一般会計の決算についてご説明をさせていただ

きますが、何分にも膨大な決算額であり、ページ

数も多数になっておりますので、大まかな説明に

なりますことをまずお許しいただきたいと思いま

す。 

 お手元に地方自治法に基づきます平成２０年度

決算における主要な施策の成果報告書をお配りさ

せていただいておりますので、主にこれに基づき

まして説明をさせていただきます。 

 認定第１号「平成２０年度西予市一般会計歳入

歳出決算の認定について」、まず初めに、その概

要を申し上げます。 

 資料は１ページからになります。 

 ２００２年に始まった景気回復基調はイザナギ

景気超えとも言われ、戦後最長の景気回復拡大と

なったものの、輸出依存型であり、雇用者所得な

ど家計部門への波及は緩やかで、その恩恵を実感

することなく終えんいたしました。こうした中で

石油価格の高騰やそれに関連する食糧、原材料価

格の高騰により、農林水産業や中小零細企業など

価格転嫁が困難な生産者は大きな影響を受け、ま

た医療、年金問題や雇用者間の格差問題から生活

の不安感が増大し、購買意欲を冷え込ませ、景気

後退を招きました。 

 さらに、サブプライム住宅ローン問題に端を発

する金融危機に直面し、株式、為替相場の変動な

ど昨年秋以降世界同時不況の影響を受け、戦後最

悪の経済危機に陥っています。国、地方の財政状

況においても不況に伴う税収減や２度に及ぶ緊急

で大規模な経済対策などにより、平成２０年度末

の国、地方を合わせた長期債務残高は７８７兆円

に及ぶことが見込まれ、市場先進国中、最悪な水

準になるなど極めて厳しい状況であり、大きな負

担を将来世代に先送りするといった異常な状態が

続いております。 

 一方、本市の財政状況に目を向けますと、歳入

においては、平成１６年度から１８年度にかけて

国の三位一体の改革が進められ、地方交付税や

国、県の負担金、補助金の減少や産業である農林

水産業の長期低迷による市税の伸び悩みなどの影

響により、必要な一般財源の確保が困難な状況が

続き、歳出においては、総合計画に伴う普通建設

事業費や少子・高齢化社会への対応など、新たな

行政経費の増大により依然として厳しい財政状況

を迫られております。 

 平成２０年度においても、国、地方の財政状況

や行財政改革の方針及び合併後のまちづくりの基

本方針として、平成１７年度に作成した西予市総

合計画や西予市行政改革大綱集中改革プランなど

の趣旨に基づき、総合計画で示した将来像「未来

へ輝くゆめ、ひと、ふれあい西予」を行財政運営

の基本指針とし、すべての市民が西予市の未来に

夢を抱き、自然と共生する美しく快適、安全な暮

らしを確保するため不断に行財政改革に取り組

み、着実にまちづくり推進をしてきたところで

す。特に平成１８年度から導入を進めてきた行政

評価システムの施策枠予算を執行運用するととも

に、まちづくりにおける重要な課題で財政的にも

大きな影響を及ぼす５９の項目について事務事業

評価を実施し、予算に反映させるなど事務事業全

般の徹底した見直しや各施策の優先順位について

の厳しい選択を行い、限られた財源の重点的配分

と経費支出の効率化、財政健全化に努めてまいり

ました。 

 また、地方財政改革の一環として、平成１９年

６月に制定された地方公共団体の財政の健全化に

関する法律により、財政指標、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比

率、資金不足比率の公表については平成２０年４

月から、財政健全化計画の策定義務づけなどは平

成２１年４月から施行されることになりました。

今後地方公共団体は、この指標や財政運営の重要

な基準となり、情報公開や特別会計、企業会計、

第三セクターなどを含めた会計全体としての財政

健全化への取り組みが重要となっており、一般会

計に準じて事務事業評価を取り入れた事業運営方

法、事務事業の内容や計画の抜本的な見直しなど

により財政規律を強化していく必要があります。 

 本成果報告書作成に当たっては、西予市総合計

画の中の基本計画をもとに行政評価システムと連

動させ、総合計画に示す施策、基本事業ごとにそ

の主なものを抜粋して取りまとめております。こ

の基本計画は、基本構想に基づき今後取り組むべ

き主要施策を行政の各分野にわたって体系的に定

めたもので、計画期間は基本構想と同じく１０年

間とし、急速に変化する社会経済情勢に的確かつ
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柔軟に対応できるよう、必要に応じて見直しを図

ることとしております。 

 それでは、平成２０年度一般会計の決算状況と

あわせて普通会計における財政指標等の状況につ

いても説明し、主要な施策の成果につきまして

は、その総括と主要な施策単位ごとに概略を報告

いたします。 

 まず、一般会計の決算規模と決算収支につきま

してご説明をいたします。 

 資料は２１ページになります。 

 平成２０年度の一般会計の決算規模は、歳入決

算額２３８億７，００８万８，０００円、歳出決

算額２３１億２，０６８万６，０００円、歳入歳

出差し引き額は７億４，９４０万２，０００円と

なり、繰越財源１億４，３５６万４，０００円を

除くと実質収支は６億５８３万８，０００円とな

ります。前年度の決算規模と比較すると、歳入で

７億４，３５３万４，０００円の減、歳出では８

億６，３５２万６，０００円の減となっており、

平成１６年度以降行財政改革などの影響により縮

小が続いております。 

 次に、歳入決算の概要について説明を申し上げ

ます。 

 平成２０年度の決算額は２３８億７，００８万

８，０００円で、前年度の２４６億１，３６２万

２，０００円と比較し、７億４，３５３万４，０

００円の減となり、５年連続の減額となっており

ます。 

 その主な要因としては、国の歳出歳入一体改革

などに伴う投資的事業の減少による国県支出金、

地方債などの減によるものでございます。 

 また、市税は景気後退、低迷により横ばい状況

が続き、７８８万３，０００円減の３２億５，０

９７万３，０００円となる一方、地方交付税は地

方再生対策費の創設などにより４億７，８２２万

円の増となりました。 

 財産収入においては、八幡浜・大洲地区ふるさ

と市町村圏基金返還金が発生したことなどにより

３億９，３４３万４，０００円の増となりまし

た。 

 歳入のうち市税等の自主財源は２４．３％で、

残り７５．７％は地方交付税や地方債、国県支出

金などに依存し、財政基盤が脆弱な本市において

は、今後も国の歳出歳入一体改革や国、地方が一

体となって取り組む経費削減、財政の健全化施策

により大きな影響を受けることが想定され、また

合併による財政的支援措置が今後減少することを

考慮すると予算規模は縮小せざるを得ない状況で

ございます。 

 次に、自主財源と依存財源について説明を申し

上げます。 

 資料は２３ページになります。 

 自主財源は５７億９，４３８万４，０００円と

歳入全体の２４．３％、依存財源が１８０億７，

５７０万４，０００円で７５．７％を占めていま

す。平成１９年度の税源移譲により税収が増とな

った一方、長引く景気低迷及び景気後退などの影

響により税収が減少傾向にあり、自主財源は伸び

悩み、収入のおよそ半分は地方交付税に依存して

おり、脆弱な財政基盤の状態が続いております。 

 次に、地方交付税の状況について説明をいたし

ます。 

 普通交付税額については、前年度と比較して、

全国総額ベースで１．３％増、全国市町村平均で

３．８％の増、愛媛県内市町平均で２．４％増と

いう状況の中で、本市においては、地方再生対策

費の創設などによって基準財政需要額がふえ、交

付額は対前年度３億９，３２１万４，０００円増

の１０６億６，６２２万５，０００円となりまし

た。 

 特別交付税につきましては、全国総額ベースで

１．３％増、全国市町村平均で１．３％の増、合

併関係市町村や災害復旧費関連などに集中的に配

分となったため、愛媛県内市町平均では２．４％

増となりましたが、本市においては、頑張る地方

応援プログラムやその特別な財政需要の算定によ

り、昨年度に比べ８，５００万６，０００円の増

額になり、１１億４，７１０万８，０００円を確

保することができました。 

 また、臨時財政対策債は６億６，８４０万円

で、前年度と比較し４，５２０万円減となり、こ

れを含めた交付税総額は昨年度に比べ４億３，３

０２万円の増となりました。今後一連の経済対策

などの影響により一時的に交付税の増額が見込ま

れるものの、その後については、国の歳出歳入一

体改革を基本として交付税改革がさらに進めら

れ、交付額の削減が予想されること、合併による

算定がえが約２０億円あり、この額が合併の１２

年後から５年間で段階的に減額になることなどに

より極めて厳しい財政状況となることが懸念され
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ます。 

 次に、財政力指数の状況について説明をいたし

ます。 

 資料は２４ページになります。 

 平成２０年度財政力指数は０．２８２で、昨年

度より０．００１ポイント低下しています。平成

１９年度の全国市町平均は０．５５、平成２０年

度の県市町平均は０．４８であり、本市の財政力

は極めて脆弱な状況であります。この指数は、交

付税算定における各年度の基準財政収入額を基準

財政需要額で除し得た数値の過去３カ年の平均数

値を示すもので、この指数は１．０に近くなるほ

ど財政力が強く、財源に余裕があり、１．０を超

えると普通交付税不交付団体になります。将来的

にこの指数がわずかながら上昇することが予想さ

れますが、基準財政収入額の変化が少ないもの

の、人口の減少など需要額全体が縮減傾向にある

ため、結果として指数は大きくなることによるも

のでございます。 

 次に、市債の状況について説明を申し上げま

す。 

 資料は２５ページになります。 

 市債の発行については、不足財源の補てんとし

て健全財政を維持できる範囲内で、財政上有利な

起債を必要最小限借り入れすることとしておりま

すが、平成２０年度の決算額は２２億７，７６０

万円で、普通建設事業の削減などにより前年度の

決算額３２億１，１７０万円と比較し９億３，４

１０万円の減となり、地方債残高は３２５億１，

８７５万５，０００円となり、昨年度より９億

７，０２８万９，０００円減少となりました。 

 次に、歳出決算の概要について説明を申し上げ

ます。 

 資料は２６ページになります。 

 平成２０年度の決算額は２３１億２，０６８万

６，０００円で、前年度の２３９億８，４２１万

２，０００円と比較して８億６，３５２万６，０

００円の減となっております。 

 その主な要因は、職員採用の抑制、早期退職者

制度導入などによる人件費の削減、行政評価シス

テムを導入しての事務事業見直しによる経常経費

の削減、過疎・辺地対策事業債の一部償還終了な

どによる公債費の減、道路建設事業、中学校屋内

運動場建設事業、まちづくり交付金事業、特別養

護老人ホーム建設補助金など国庫補助事業を含め

た普通建設事業の見直し、削減及び事業の終了に

よる投資的経費の減、災害復旧事業費の減などに

よるものでございます。 

 性質別決算額では、人件費が４７億４，６９９

万３，０００円、公債費が３９億１３７万３，０

００円、普通建設事業費が３３億４，０６９万

９，０００円、物件費が３１億５，７２１万６，

０００円、これらの合計が歳出の６５．５％を占

めています。人件費、扶助費、公債費を合わせた

義務的経費の合計は１０８億３，２６３万９，０

００円となっております。昨年度と比較し、災害

復旧費が公共土木施設災害及び農林水産施設災害

などの減により１億６，４５０万９，０００円の

減、普通建設事業費が国庫補助事業等の減により

１３億８３４万８，０００円の減、投資及び出資

金が上水道事業会計への出資金の減などにより

４，０４２万４，０００円の減となっておりま

す。 

 一方、積立金は減債基金、一般廃棄物処理施設

等建設基金などの積み立てにより４億５，３５６

万２，０００円増となっております。 

 目的別に見ますと、民生費が５６億１，９４１

万７，０００円、公債費が３９億１０７万３，０

００円、農林水産業費が２９億４，７８８万１，

０００円、総務費が２３億７，５３２万５，００

０円で、これらの合計が歳出の６割以上を占めて

おります。特に総務費につきましては、ケーブル

テレビ整備事業の本格事業などの実施によりまし

て、前年度と比較して２億３，６３４万７，００

０円の増となっております。 

 一方、農林水産業費については、漁港施設整備

事業の減などにより２億４，３４６万６，０００

円の減、教育費については、教育施設整備事業の

減などにより１億９７９万８，０００円の減、商

工費につきましては、シーサイドサンパーク交流

施設整備事業の終了などにより５，４６３万円の

減となっております。 

 次に、公債費比率と実質公債費比率の状況につ

いて説明を申し上げます。 

 資料は２８ページでございます。 

 平成２０年度の公債費比率は１０．７％で、対

前年度１．６％の減、実質公債費比率は１３．

８％で、同０．２％減となっております。これは

旧町時代に借り入れた過疎対策事業債、辺地対策

事業債の一部償還終了による公債費の減及び地方
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交付税の増による経常一般財源の増が主な要因と

なっております。今後合併前後の大型事業に対す

る償還が本格化することに加え、庁舎建設事業、

ケーブルテレビ整備事業などの大型建設事業の実

施により上記の比率は高水準で推移することが懸

念されております。 

 また、実質公債費比率については、特別会計を

含む公営企業会計の公債費への一般会計繰出金や

一部事務組合の公債費の負担金なども算入される

ため、すべての会計の建設事業の見直し、削減に

よる市債の慎重な発行や適切な管理により比率の

上昇を抑制し、計画的かつ節度ある財政運営が重

要となっております。 

 次に、健全化判断比率の状況について説明を申

し上げます。 

 資料は２９ページでございます。 

 地方公共団体の財政が厳しさを増す中で、自立

した財政運営を行うために財政規律の確立が求め

られ、平成１９年６月に成立した地方公共団体の

財政の健全化に関する法律により、これまでの地

方公共団体の財政再建制度が約５０年ぶりに抜本

的に見直され、財政資本の整備、その開示を徹底

し、財政の早期健全化及び再生を図るための新た

な制度として生まれ変わりました。その中で４つ

の健全化判断比率、実質赤字比率、連結実質赤字

比率、実質公債費比率、将来負担比率及び資金不

足比率の公表については平成２０年４月から、財

政健全化計画の策定などについては平成２１年４

月から義務づけられました。健全化判断比率のう

ち、いずれかが早期健全化基準以上になると、財

政健全化計画の策定が義務づけられ、その実施状

況を毎年度議会に報告し、公表しなければなら

ず、さらに財政再生基準を上回ると、財政再生計

画の策定が義務づけられ、その実施状況を毎年度

議会に報告し、公表するとともに、財政運営が計

画に適合しないと認められる場合においては、予

算の変更などの勧告が行われ、国の管理下におい

て厳しい財政運営を強いられることになります。 

 本市の平成２０年度決算における各比率は、以

下の表のとおりとなっており、前年度同様いずれ

の指標も早期健全化基準を下回っている状況であ

ります。 

 しかしながら、今後実質公債費比率について

は、一般会計における公債費の増加とともに、特

別会計への繰出金のうち、元利償還の財源に充て

たと認められる額の増大などにより上昇し、将来

負担比率についても、特別会計などへの地方債の

元金償還に充てる一般会計などからの繰り出し見

込み額や充当可能基金の減少などにより大幅に上

昇することも見込まれ、財政全般にわたる慎重な

運営が求められております。 

 次に、主要な施策の成果について、その総括と

主要な施策単位ごとに概略を報告申し上げます。 

 資料は２ページからになります。 

 年度後半の景気、雇用情勢の悪化、農林水産業

の長引く低迷などにより市税収入の横ばい状況が

続いたものの、地方交付税において地方税偏在是

正による財源を活用し、地方が自主的、主体的に

行う活性化施策に必要な経費に充てるための地方

再生対策費が創設されたことによって増額とな

り、一般財源総額は対前年度と比較し増加をいた

しました。 

 一方、歳出においては、国の歳出歳入一体改革

により国庫補助負担金事業が減少する中で、行政

評価システムを導入して人件費、経常経費の削減

や普通建設事業費の削減など事務事業全般にわた

り徹底した歳出の見直し、各種施策の優先順位に

ついての厳しい選択と必要事業への重点的、効率

的な配分を行いつつ、西予市総合計画に基づいた

各種施策事業を積極的に推進し、予定どおりの成

果を上げることができました。 

 本年度の主な事業として、庁舎建設事業におい

ては、市民の利便性や行政事務の効率化、地域社

会への影響、財政上の課題などについて総合的な

検討を終え、基本設計及び実施設計業務を委託す

るとともに、既存建物の改修などの関連事業に着

手をしました。 

 また、２０１１年７月にアナログテレビ放送か

らデジタル化への対応及び通信格差の解消を図る

ためのケーブルテレビ整備事業については、推進

のための説明会を随時開催する一方、宇和町及び

野村町中心部の本体工事、センター施設整備工事

に着手し、事業推進を図りました。 

 農業の振興では、原油価格の高騰などに伴い、

輸入畜産粗飼料が高騰し、畜産農家の経営を圧迫

していることに対応し、新たに畜産産地粗飼料流

通緊急支援事業に取り組み、流通経費の補助を行

いました。 

 教育施設の整備では、平成１９年度からの継続

事業で取り組んでいる大野ケ原小学校改築、宇和
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中学校屋内運動場の設計委託及び小・中学校など

の耐震診断などによる安全で豊かな教育環境づく

りに努めました。 

 さらに、国においては、金融経済危機による急

激な景気後退を受けての緊急対策として、２度に

わたる補正予算が組まれ、生活者の不安解消など

を目的とした地域活性化・緊急安心実現総合対策

交付金第１次補正及び定額給付金や地方公共団体

支援策として、地域活性化などに資するきめ細か

なインフラ整備などを進めるための地域活性化・

生活対策臨時交付金第２次補正などが、地方公共

団体に対し交付され、地域の活性化や雇用維持、

創出、中小企業の受注に配慮した事業実施による

景気の下支えを行うこととしましたが、予算成立

時期からその多くは繰越事業として平成２１年度

において執行することになりました。 

 しかしながら、これら一連の景気対策は、緊急

避難的、一時的な措置ととらえており、その負担

は将来のさらなる財政悪化につながることが、国

の経済財政運営と構造改革に関する基本方針で示

された２０１１年度までの歳出歳入一体改革が引

き続き進められることが見込まれます。今後社会

保障費、公債費、繰出金などが増加するととも

に、合併に伴う財政的支援措置が徐々になくな

り、厳しい財政運営となることが想定されます

が、限られた財源を有効に活用するため、行財政

のスリム化と効率化に積極的に取り組み、健全財

政に努め、継続可能な財政基盤を確立することが

急務となっております。 

 なお、主要な施策の成果の概要につきまして

は、成果報告書の１２ページから１７ページに記

載しておりますので、お目通しをいただきたいと

思います。 

 以上、主要な部分のみをご説明を申し上げまし

たが、詳細につきましては、各常任委員会におき

まして、施策の成果報告に基づき各担当部課長が

説明を行いますので、よろしくご審議の上、ご認

定いただきますようお願い申し上げます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程９） 

○議長 次に、日程第９、認定第２号「平成２０

年度西予市授産場特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」から認定第１４号「平成２０年度西予市

野村介護老人保健施設事業会計決算の認定につい

て」までの１３件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 上甲会計管理者。 

 

○上甲会計管理者 それでは、平成２０年度西予

市特別会計の決算についてご説明を申し上げま

す。 

 公営企業を除く特別会計全体の歳入決算額は１

４８億７，０７９万１，０００円、歳出決算額が

１４６億２，８７０万３，０００円、歳入歳出差

し引き額は２億４，２０８万８，０００円とな

り、繰り出すべき財源８１５万円を差し引いた実

質収支は２億３，３９３万８，０００円の黒字決

算となっております。 

 それでは、会計別にご説明を申し上げます。 

 まず、認定第２号「平成２０年度西予市授産場

特別会計歳入歳出決算の認定について」ご説明を

申し上げます。 

 資料は２３９ページからになります。 

 授産場特別会計は、歳入歳出総額ともに１，７

５７万５，０００円で、形式収支、実質収支とも

に０円でございます。 

 なお、手袋加工賃などの事業収入につきまして

は、昨年度より１２８万円増の５８１万９，００

０円となりました。 

 次に、認定第３号「平成２０年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」ご説明を申し上げます。 

 資料は２４３ページからになります。 

 住宅新築資金等貸付事業特別会計は、歳入歳出

総額ともに１，３７１万８，０００円であり、前

年度と比較いたしまして２５１万円の減となり、

形式収支、実質収支ともに０円でございます。 

 次に、認定第４号「西予市育英会奨学資金貸付

特別会計歳入歳出決算の認定について」ご説明を

申し上げます。 

 資料は２４５ページからになります。 

 育英会奨学資金貸付特別会計は、歳入総額６，

６４８万５，０００円、歳出総額４，５９３万

５，０００円となり、形式収支、実質収支ともに

２，０５５万円を計上しております。 

 なお、２０年度貸付者は、継続者が８５名、新

規者が３７名で、貸付総額は４，５７２万円、償

還者は３４１名で、償還総額５，６５８万８，０

００円でございます。 
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 続きまして、認定第５号「平成２０年度西予市

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」ご説明を申し上げます。 

 資料は２４７ページからになります。 

 まず、国民健康保険特別会計事業勘定は、歳入

総額が５８億８，９５１万円、歳出総額は５７億

６，９６５万６，０００円となりました。形式収

支、実質収支ともに１億１，９８５万４，０００

円となっておりますが、２１年度以降税収の減少

や各種交付金などの精算などに必要な財源となる

ことが予想されます。今後も健全な財政運営のた

めの保険税収入の確保対策や西予市健康づくり計

画２０１４の実践により医療費の適正化に努めて

まいります。 

 次に、診療所施設勘定について、診療所別にご

説明を申し上げます。 

 資料は２５３ページからになりますが、２５５

ページをお開きください。 

 俵津診療所勘定は、歳入総額が７，５６７万

８，０００円、歳出総額７，５６２万５，０００

円となり、形式収支、実質収支ともに５万３，０

００円を計上しております。 

 狩江診療所勘定は、歳入総額が６，６７８万

円、歳出総額が６，６７１万３，０００円とな

り、形式収支、実質収支ともに６万７，０００円

を計上いたしております。 

 次に、高山診療所施設勘定では、歳入総額が

７，６２３万２，０００円、歳出総額が７，６１

８万３，０００円となり、形式収支、実質収支と

もに４万９，０００円を計上いたしております。 

 次に、田之浜診療所施設勘定では、歳入総額が

１，９２２万円、歳出総額が１，９１５万８，０

００円となり、形式収支、実質収支ともに６万

２，０００円を計上いたしております。 

 次に、惣川診療所施設勘定では、歳入総額８７

１万２，０００円、歳出総額が８６６万５，００

０円となり、形式収支、実質収支ともに４万７，

０００円を計上いたしております。 

 次に、土居診療所施設勘定では、歳入総額が１

億２，１６８万２，０００円、歳出総額が１億

２，１６８万１，０００円となり、形式収支、実

質収支ともに１，０００円を計上いたしておりま

す。 

 次に、杉之瀬出張診療所施設勘定では、歳入総

額が８４８万５，０００円、歳出総額が８４８万

４，０００円となり、形式収支、実質収支ともに

１，０００円を計上いたしております。 

 次に、遊子川出張診療所施設勘定では、歳入総

額４６６万３，０００円、歳出総額が４４６万円

となり、形式収支、実質収支ともに２０万３，０

００円を計上いたしております。 

 次に、二及診療所施設勘定では、歳入総額が

５，６７０万１，０００円、歳出総額が５，１７

２万８，０００円となり、形式収支、実質収支と

もに４９７万３，０００円を計上いたしておりま

す。 

 次に、周木診療所施設勘定では、歳入総額が

４，８１９万８，０００円、歳出総額が４，５６

０万７，０００円となり、形式収支、実質収支と

もに２５９万１，０００円を計上いたしておりま

す。 

 この１０診療所を合計いたしますと、歳入総額

が４億８，６３５万１，０００円、歳出総額が４

億７，８３０万４，０００円となり、形式収支、

実質収支ともに８０４万７，０００円となってお

りますが、歳入総額から一般会計繰入金、前年度

繰越金を除きますと１億４６３万８，０００円の

赤字となっております。今後も赤字経営からの脱

却を図るため、医師の兼任管理体制の見直しや医

薬材料等の一括購入による経費削減に努め、地域

になくてはならない診療所づくりに努めたいと思

います。 

 次に、認定第６号「平成２０年度西予市老人保

健特別会計歳入歳出決算の認定について」ご説明

を申し上げます。 

 資料は２６６ページからになります。 

 歳入総額は５億８，７１０万４，０００円、歳

出総額５億８，７１０万２，０００円となり、前

年度と比べ、歳入歳出ともに９１．０％の減とな

りました。これは国の医療制度改革により、これ

までの老人保健制度にかわり、新しく平成２０年

４月１日から後期高齢者医療制度が始まり、老人

医療費については、２年間の経過措置が設けら

れ、今年度は平成２０年３月診療分と請求漏れ、

過誤、再請求などの費用となったためです。形式

収支、実質収支ともに２，０００円を計上いたし

ております。 

 次に、認定第７号「平成２０年度西予市後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」

ご説明を申し上げます。 
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 資料は２６９ページからになります。 

 後期高齢者医療制度は、国の医療制度改革によ

り従来の老人保健制度にかわり、新たに７５歳、

一定の障害がある人は６５歳以上の方を対象とし

て、平成２０年４月から施行された独立した医療

制度です。 

 平成２０年度決算規模は、歳入総額が５億４，

４７１万４，０００円で、主な歳入といたしまし

ては、被保険者の保険料が３億１２３万１，００

０円、繰入金が２億２，８７３万７，０００円で

あります。 

 歳出総額は５億３，０９７万円であり、主な歳

出といたしましては、後期高齢者医療広域連合負

担金が４億７，５１２万９，０００円で、全体の

８９．５％を占めております。形式収支、実質収

支ともに１，３７４万４，０００円を計上いたし

ました。 

 次に、認定第８号「平成２０年度西予市介護保

険特別会計歳入歳出決算の認定について」ご説明

を申し上げます。 

 資料は２７１ページからになります。 

 まず、介護保険特別会計事業勘定は、歳入総額

が４５億１，２４８万８，０００円、歳出総額は

４５億７，５７１万２，０００円となり、形式収

支、実質収支ともに３，６７７万６，０００円を

計上いたしております。今後も被保険者の心身の

状況、その置かれている環境などに応じて被保険

者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び

福祉サービスが多様な事業者または施設から総合

的かつ効率的に提供されるよう配慮し、介護保険

の健全かつ安定した運営を図ってまいります。 

 次に、サービス施設勘定について事業別にご説

明を申し上げます。 

 明浜特別養護老人ホーム勘定は、歳入歳出とも

に３億２，８１０万円で、形式収支は０円であり

ます。 

 明浜デイサービス勘定も、歳入歳出総額ともに

２，８２６万３，０００円となり、形式収支は０

円でございます。 

 城川居宅介護支援勘定も、歳入歳出総額ともに

１，９８０万４，０００円となり、形式収支は０

円でございます。 

 サービス施設勘定につきましては、市直営事業

の廃止に伴い、３月末で打ち切り決算を行ったた

め、歳入歳出差し引き額である形式収支を０円と

し、未収、未払いにつきましては、平成２１年度

一般会計において予算計上をしております。 

 明浜特別養護老人ホーム勘定、明浜デイサービ

ス勘定の剰余金につきましては、明浜特別養護老

人ホーム運営基金を廃止し、同基金残高と合わ

せ、明浜町地域及び宇和町地域振興基金に積み立

て運営をいたします。 

 次に、認定第９号「平成２０年度西予市簡易水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」ご

説明を申し上げます。 

 資料は２８４ページからになります。 

 西予市簡易水道事業特別会計は、歳入総額が４

億６，６９２万８，０００円で、主な収入といた

しましては、水道料金収入１億１，８７８万２，

０００円、繰入金８，９６１万９，０００円、営

農飲雑用水事業受託収入５，７５２万円、市債１

億５，２３０万円などでございます。 

 歳出総額は４億４，６４５万３，０００円で、

主な支出といたしましては、中山間事業負担金が

４，８１１万３，０００円、施設整備事業費の工

事請負費が９，３８２万２，０００円、公債費が

１億５，０４５万４，０００円であり、形式収

支、実質収支ともに２，０４７万５，０００円を

計上いたしております。 

 次に、認定第１０号「平成２０年度西予市農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」ご説明を申し上げます。 

 資料は２８９ページからになります。 

 農業集落排水事業特別会計における歳入総額は

８億８，９９５万８，０００円、歳出総額８億

８，０８０万円で、形式収支、実質収支はともに

９１５万８，０００円を計上いたしております。 

 本事業につきましては、現在市内８地区が全面

供用開始しており、総排水区域面積３９３ヘクタ

ール、総排水人口が６，０７２人、年間総処理水

５４万１，７９４立方メートルの規模で汚水処理

を行っております。 

 平成２０年度における施工内容は、多田地区に

おいては、管路延長９７８．６メートル、中継ポ

ンプ２３カ所、終末処理施設建築、明間地区にお

いては、管路延長１，８１６．１メートル、終末

処理施設建築の工事をそれぞれ実施しておりま

す。今後の予定といたしましては、平成２１年度

に多田処理区、平成２２年度に明間処理区におい

て全面供用開始を目標に施設整備を進めてまいり
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ます。 

 最後になりましたが、認定第１１号「平成２０

年度西予市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」ご説明を申し上げます。 

 資料は２９６ページからになります。 

 公共下水道事業特別会計は、歳入総額は１０億

１，９７９万２，０００円、歳出総額は１０億６

３１万円で、形式収支は１，３４８万２，０００

円の黒字となり、翌年度に繰り越すべき財源を差

し引いた実質収支においても５３３万２，０００

円の黒字額を計上いたしております。 

 事業内容につきましては、宇和処理区、野村処

理区ともに供用開始をしており、順次拡張区域の

整備を鋭意進めているところでございます。 

 以上、平成２０年度西予市各特別会計歳入歳出

決算につきまして大まかな説明になりましたが、

詳細につきましては、各常任委員会におきまして

各担当部課長が説明を行いますので、よろしくご

審議をいただき、ご認定いただきますようお願い

申し上げます。 

 

○議長 九鬼公営企業部長。 

 

○九鬼公営企業部長 それでは、認定第１２号

「平成２０年度西予市上水道事業会計決算の認定

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 公営企業会計決算書１８ページをお開きいただ

きたいのですが。 

 まず、平成２０年度の西予市上水道事業の連結

決算における概要を報告いたします。 

 総括事項でありますが、少子・高齢化に伴いま

す人口の自然減少によりまして給水量、給水収益

とも年々減少する傾向にあります。 

 また、使用者の節水意識の向上も使用量の減

少、給水中止件数の増加につながり、減収に影響

を与えた一因と推測しております。 

 経常利益につきましては、企業債の償還金免除

繰上償還を実施し、低利率に借りかえたことによ

りまして支払い利息が減少しましたが、しかし前

年度に完成しました宇和第４次拡張事業の施設が

供用開始となり、減価償却費が増加したため営業

費用が増加し、前年度比４１．２％の減益となっ

ております。 

 次に、イの業務量でありますが、給水人口は前

年度から２０１人減の３万５３６人、有収水量は

前年度比３．７％減の約３３４万７，０００立方

メートルとなりました。 

 次に、決算額についてご説明をいたします。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、収益的収支ですが、収入の水道事業収益

は６億１，８９５万２３０円、一方支出の水道事

業費用は５億７，０４１万３９５円となり、前年

度と比較しまして収益は２．７％の減、費用は

４％の増となっております。 

 これらを８ページの損益計算書で見てみます

と、１の営業収益は５億７，３５９万５，８４３

円、このうち給水収益は前年度比３．４％減の５

億６，４３８万４，１００円となっております。 

 それに対します２の営業費用は、４億８，６４

２万５，６８３円でありまして、前年度比７％の

増となっておりました。 

 支出の主な内容として、人件費、材料費、修繕

費、動力費等がありまして、また６，６００万

８，３８０円を南予水道企業団への受水費として

支払わせております。これらにより差し引きの営

業利益は８，７１７万１６０円となりました。 

 次に、３の営業外収益は、水道加入金など１，

７５０万８，４１４円で、うち１２４万４，０５

５円が一般会計からの補助金であります。 

 また、４の営業外費用６，０６７万８，９８８

円は、企業債の支払い利息として支出しておりま

す。 

 以上によりまして、経営経常利益は、前年度比

４１．２％減の４，３９９万９，５８６円、また

当年度純利益は、前年度比４１．７％減の４，３

３３万７，７５６円を計上いたしました。 

 また、前年度までの繰り越しと合わせまして、

当年度末の未処分利益剰余金は４億３，５１０万

７，５７１円となりました。 

 続きまして、資本的収入及び支出についてご説

明をいたします。 

 ６ページをお開きください。 

 資本的収入につきましては、税込み収入総額３

億５，４１２万３，６０３円となっております。 

 その主なものは、企業債３億１，５８０万円、

一般会計繰入金３，０４９万４，２８４円であり

ます。 

 次に、資本的支出につきましては、税込み支出

総額５億５，４５２万９，８５０円で、建設改良

費として１億４，０５３万５，６００円を支出し
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ております。 

 この建設改良の主なものは、宇和上水道第４次

拡張事業に伴います中央監視施設の整備事業、石

綿管布設がえ工事、野村第１浄水場の改良工事等

があります。 

 また、企業債償還元金として４億１，３９９万

４，２５０円を支出しています。資本的収入額が

資本的支出額に不足する２億４万６，２４７円

は、過年度及び当年度の損益勘定留保資金、建設

改良積立金、減債積立金等によりまして補てんを

いたします。 

 なお、３７ページからは、各水道事業の決算資

料を掲載しておりますので、ご参照を願います。 

 また、上水道事業におきましては、水道料金等

の平準化が喫緊の課題でありまして、事業経営の

統合などサービスの向上と企業としての健全経営

になお一層努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、認定第１３号「平成２０年度西予

市病院事業会計決算の認定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 同じく公営企業会計決算書の９４ページをお願

いいたします。 

 まず、病院事業の概況を報告いたします。 

 平成２０年度におきましては、診療報酬改定が

全体で０．８２％のマイナス改定となり、引き続

き厳しい経営状況となりました。宇和病院におき

ましては、内科医１名の退職により常勤医師が６

名での運営となり、患者数も減少し、医業収益は

対前年度比４，１７３万６，０００円の減収とな

りましたが、入院基本料１０対１の取得や経費の

削減に努め、経常損失６，０５５万１，０００円

を計上したものの、赤字の拡大に一応の歯どめが

できたものと考えております。 

 次に、野村病院においては、常勤外科医の退職

がありましたが、常勤の眼科医が着任されたた

め、医業収益においては、前年度比わずかな減額

にとどまり、経常損失が２，４８７万３，０００

円となりました。 

 なお、１月には愛媛大学医学部の地域医療学講

座の教授に川本前副院長が就任され、野村病院に

おいて医学部学生の実地研修が行われることとな

りました。 

 イの業務量ですが、宇和病院では、年間延べ入

院患者数３万２，３３８人、外来延べ患者数３万

７，４７７人、野村病院では、年間延べ入院患者

数３万４，７０７人、外来延べ患者数７万１００

人となっております。 

 次に、これらの決算額についてご報告をいたし

ます。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 この表は、宇和病院と野村病院の連結決算によ

る報告書で、消費税を含む額でございます。 

 まず、１収益的収入及び支出のうち、収入の病

院事業収益の決算額は２７億１，２６９万９，８

０６円となり、前年度と比較して３％増収となり

ました。 

 一方、支出では、病院事業費用が２７億３，２

５８万７，９３２円となり、前年度対比で２％の

減額となっております。 

 これらを８６ページの損益計算書で見てみます

と、１の医業収益は、入院、外来など対前年度比

２．１％減の２４億９，４８４万３，０５０円と

なりました。 

 一方、２の費用は、対前年度比０．８％減の２

６億２，４３１万２，５６４円で、その内訳は、

給与費が１６億４，０００万円、材料費が４億

６，７００万円、光熱水費や委託料など経費が３

億４００万円、減価償却費が１億９，８００万円

などで、結果、営業損失は１億２，９４６万９，

５１４円となりました。 

 ３の医業外収益は、一般会計からの負担金など

で１億４，７８４万８，１１９円、４の医業外費

用は、支払い利息など１億３８０万３，２６８円

となり、経常損失では、８，５４２万４，６６３

円となりましたが、他年度の損益修正によりまし

て、最終的に両病院合わせまして、当年度純損失

は２，０６９万５，３１１円となりました。 

 次に、８４ページ、２の資本的収入及び支出で

ありますが、資本的収入は２，９８７万３，００

０円で、建設改良に伴う一般会計出資金でありま

す。 

 資本的支出でありますが、第１項の建設改良費

につきましては、老朽化した医療機器の更新や電

子化の推進に努め、宇和病院では、骨塩量測定装

置、人工呼吸器等、野村病院では、散瞳・無散瞳

眼底カメラシステム、高圧蒸気滅菌装置等の購入

を行いました。 

 ２項の建物、医療機器等の企業債償還金であり

ます。建設改良費及び企業債償還金と合わせまし

た決算額は１億５，６６３万６，１８９円となり
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ました。これにより資本的収入が資本的支出額に

不足する１億２，６７６万３，１８９円につきま

しては、過年度及び当年度分の損益勘定留保資金

で補てんをいたします。 

 以上でありますが、なお１１３ページから宇和

病院、野村病院ごとの決算資料を掲載しておりま

すので、ご参照をお願いします。 

 続きまして、認定第１４号「平成２０年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計決算の認定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 同じく公営企業会計決算書１４４ページをお開

きください。 

 まず、１の収益的収入及び支出についてご説明

をいたします。 

 収入の施設事業収益の決算額は３億８，６６５

万２，６１２円となり、前年度と比較して０．

９％、約３４０万円の減収となりました。 

 一方、支出の施設事業費用の決算額は３億９，

９０８万６６８円となり、前年度と比較して１．

２％、約４８０万円の増となりました。 

 次のページ、２の資本的収支でありますが、収

入はございません。 

 資本的支出につきましては、企業債償還元金の

ほか公共下水道への加入工事等で、決算額は３，

３６１万６，１２４円となりました。支出に対す

る不足額につきましては、過年度分の損益勘定留

保資金で補てんをいたしました。 

 それでは、１４８ページの損益計算書でご説明

をいたしますと、１の施設運営事業収益は、介護

給付費が主でありまして、３億８，５５５万１０

５円、それに対します２の施設運営事業費用で

は、その主なものは、給与費で全体の７６％を占

めておりまして、対前年度比増額となっておりま

すものは、臨時職賃金や法定福利費であります。

総額で３億７，６９３万８，４５４円となり、差

し引き営業利益は８６１万１，６５１円となりま

した。 

 また、３の施設運営事業外収益は、預金利息な

ど７２万８，１３１円で、４の事業外費用は、企

業債償還利息及び雑支出で２，１９１万９，５６

７円となり、経常損失及び当年度純損失が１，２

５７万９，７８５円となりました。 

 なお、前年度までの繰越欠損金と合わせた当年

度末の未処理欠損金は３，３６４万７５２円とな

りました。 

 これらに伴います事業の概要につきましては、

１５３ページの貸借対照表及び１５６ページから

の事業報告書をご参照をお願いしたいと思いま

す。 

 以上でありますが、今後とも関係機関と緊密な

連携を図りまして、効率的な施設利用者の確保及

び経費節減に努め、さらなるサービスの向上と健

全経営を図ってまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上、３認定案件よろしくご審議を賜り、ご認

定くださいますようにお願いを申し上げます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 ただいま議題となっております認定第１号から

認定第１４号までの監査報告を求めます。 

 正司代表監査委員。 

 

○正司監査委員 決算審査意見につきましてご報

告いたします。 

 市長から、平成２１年７月２日付で地方自治法

第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に

より審査に付された平成２０年度西予市一般会

計、特別会計及び西予市基金運用状況並びに平成

２１年６月１６日付で地方公営企業法第３０条第

２項の規定により審査に付された平成２０年度西

予市企業会計の決算について慎重に審査し、監査

委員は去る８月２５日に三好市長に対し、一般会

計決算、特別会計決算及び基金運用状況並びに西

予市企業会計決算の審査結果について意見書を提

出したところでございます。 

 以下、その結果についてご報告いたします。 

 お手元の平成２０年度西予市一般会計及び特別

会計決算審査意見書の表紙をめくっていただきま

すと、平成２１年８月２５日付、西予監発第４５

号。 

 西予市長三好幹二殿。 

 西予市監査委員正司哲浩、同松山清。 

 平成２０年度西予市一般会計及び特別会計決算

審査並びに基金運用状況審査意見の提出につい

て。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第

５項の規定により審査に付された平成２０年度西

予市一般会計、特別会計歳入歳出決算及び証拠書

類、その他政令で定められた書類並びに平成２０

年度西予市基金運用状況ついて審査したので、そ
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の結果について次のとおり意見を提出する。 

 次に、１ページをお開きください。 

 平成２０年度西予市各会計決算審査意見。 

 第１、審査の対象。平成２０年度西予市一般会

計歳入歳出決算及び平成２０年度西予市授産場特

別会計外９特別会計歳入歳出決算であります。 

 第２、審査期間。平成２１年７月１３日から平

成２１年８月１０までの間実施をいたしました。 

 第３、審査方法。審査に当たっては、市長から

提出されました一般会計と特別会計歳入歳出決算

書、その他政令で定められました書類について、

関係諸帳簿及び証拠書類と照合し、計数の正確

性、予算の執行状況の適否及び遺漏がないかどう

かについて審査いたしました。 

 第４、審査結果。審査に付された一般会計並び

に特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項

別明細書及び実質収支に関する調書の計数につい

て、関係諸帳簿及び証拠書類と照合を行いまし

た。その結果、財産に関する調査の有価証券にお

いて、西予ＣＡＴＶ株式会社の株券２０株１００

万円と株式会社野村町地域振興センターの株券３

株７万５，０００円が確認できませんでした。 

 また、合併前に取得したかなりの株券及び合併

後に購入した株券についても、もとの所有者のま

まで名義書きかえが行われておりません。これに

ついては、平成２１年度に速やかに対応していた

だくよう要望するものであります。そのほかは適

正に執行されていると認められました。 

 なお、各会計の決算審査の状況及び意見は、２

ページ以下に記載をしておりますので、お目通し

をいただきたいと思います。詳細の説明は省略さ

せていただきます。 

 次に、３６ページをお開きください。 

 ５町が合併して５年、決算の審査結果は一般会

計の歳入決算額２３８億７，００８万８，０００

円に対して歳出決算額は２３１億２，０６８万

６，０００円で、合併後の決算額は毎年減少して

きています。特別会計合計では、歳入決算額１４

８億７，０７９万１，０００円に対し歳出決算額

は１４６億２，８７０万３，０００円となってお

ります。審査の結果で指摘した以外につきまして

は、それぞれ予算の目的に沿って適正に執行され

ていると認められました。 

 なお、今後の対応や検討課題の概要について申

し上げますと、１、ページ４ページの財政指標状

況でも明らかなように、普通会計における経常収

支比率が９０．２％と高比率で推移しています。

このことは既に財政構造の硬直化を示しており、

行政内容の変化に伴う弾力性の確保が必要課題で

あると考えております。 

 ２、国民健康保険特別会計診療施設において

は、地域の実情を踏まえ改善されていると思いま

すが、今後とも一層の経営改善について検討をし

ていただくよう要望いたします。 

 ３、例年発生している収入未済額いわゆる滞納

額等の問題ですが、一般会計で１億８，２１８万

円、特別会計で２億３，１５６万３，０００円、

合計で４億１，３７４万３，０００円が生じてお

ります。公平性確保の観点から、悪質滞納者に対

する法的措置を講じるなど、関係職員は未収金対

策と収納率向上に一層積極的に取り組むべきと考

えます。 

 財産に関する調書におきましては、土地及び建

物の遊休資産については、有効活用と処分につい

ても検討していただきたいと考えております。 

 既に指摘した有価証券につきましては、財産的

価値を有する私法上の権利を表象する証券です。

その権利の行使に当たっては、当該証券をもって

なされたものですから、取り扱い及び管理には十

分注意して対処していただきたいと考えます。 

 基金につきましては、安全性を重視する公金の

管理運用に関する方針を策定しており、運用成績

について公表義務はありませんが、公金の情報を

納税者に開示すべきであると考えます。 

 昨年の決算分から地方財政健全化法に基づく健

全化比率の公表が始まり、またこれまでの現金主

義の決算書に加え、２００９年までに企業会計と

同じ発生主義の決算書を作成して財務報告の信頼

性の向上を図るため、自治体の会計に民間企業の

手法を取り入れた地方公会計改革が進んでいま

す。財政状況を正確に把握するには、実態を正し

く記録した会計制度が不可欠であり、地方財政健

全化法と公会計改革は、財政の仕組みを見直す車

の両輪であると考えています。今後とも監査機能

の充実に努めてまいります。 

 以上、一般会計、特別会計財産に関する調書、

基金運用状況の審査結果について報告とさせてい

ただきます。 

 次に、平成２０年度西予市公営企業会計決算審

査意見書の表紙をお開きいただきたいと思いま
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す。 

 平成２１年８月２５日付、西予監発第４６号。 

 市長三好幹二殿。 

 西予市監査委員正司哲浩、同松山清。 

 平成２０年度西予市公営企業会計決算審査意見

の提出について。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により審

査に付された平成２０年度公営企業会計、西予市

上水道事業会計、西予市病院事業会計、西予市野

村介護老人保健施設事業会計の決算及び関係資料

を審査した結果について次のとおり意見を提出す

る。 

 １ページをお開きください。 

 平成２０年度西予市公営企業会計決算審査意

見。 

 １、審査の対象。平成２０年度西予市上水道企

業会計決算、平成２０年度西予市病院事業会計決

算、平成２０年度西予市野村介護老人保健施設事

業会計決算の３会計であります。 

 ２、審査の期間。平成２１年６月１７日から平

成２１年７月２４日までの間実施をいたしまし

た。 

 ３、審査の方法。審査に当たっては、３事業会

計の決算報告書、財務諸表及び決算附属書類が、

地方公営企業法、その他関係法令の規定に従って

作成されているか。また、これらのケース、経営

成績及び財政状況が適正に表示されているかにつ

いて関係諸帳簿により確認いたしました。 

 あわせて、該事業が公共の福祉を増進し、経済

性を発揮して合理的に運営されているかについて

も必要に応じて関係職員から事情聴取して審査を

行いました。 

 ４、審査の結果。審査に付された決算報告書、

財務諸表及び決算附属書類は、いずれも地方公営

企業法、その他関係法令に基づいて作成されてお

り、関係諸帳簿に基づいて確認した結果、その計

数は正確であり、経営成績及び財政状況が適正に

表示されていると認められました。ただ、収益の

予算編成に当たっては、予算額が実態とかけ離

れ、無理が生じております。しっかりした根拠に

基づいた予算額を立てるとともに、運営委員会等

において十分協議し、決算額を予算額に近づける

よう健全化に努力する必要があると考えます。 

 なお、各会計の決算審査の状況及び意見は、２

ページ以下に記載しておりますので、お目通しい

ただきたいと存じます。詳細説明は省略させてい

ただきます。 

 次に、２０ページをお開きください。 

 平成２０年度の上水道事業会計の決算審査の概

要です。 

 １、業務実績。年間総配水量は４２２万６，２

４４立方メートルで、前年度に比べ９万２，８４

６立方メートルの減少、年間有収水量は３３４万

６，８１５立方メートルで、前年度に比べ１２万

８，４５５立方メートルの減少、年間有収水率は

７９．２％と前年度に比べ１．３ポイント減少

し、５年連続の減少となっております。 

 ２、予算の執行状況。税込みの収益的収入は、

予算額６億４，２７８万３，０００円に対し決算

額６億１，８９５万円で、執行率は９６．３％、

税込みの収益的支出は、予算額６億３，５８４万

４，０００円に対し決算額５億７，０４１万円

で、執行率は８９．７％となっており、収益的支

出の執行率が収益的収入の執行率を６．６ポイン

ト下回り、利益の向上につながっていると言えま

す。 

 ３、経営状況。上水道事業の総収益は５億９，

１１０万４，０００円で、前年度に比べ１，６３

１万５，０００円減少し、総費用は５億４，７７

６万６，０００円で、前年度に比べ１，４６２万

４，０００円増加し、当年度の純利益は４，３３

３万７，０００円と費用が増したことから減益と

なっております。 

 各上水道事業体で見てみると、過去が赤字決算

であった明浜上水道事業体が、企業債の補償金免

除繰上償還を実施し、低利率に借りかえたことに

より、企業債支払い利息は軽減され、経常利益が

出たことから、当年度は各上水道事業体とも黒字

決算となっています。このほか各上水道事業体

は、上水道事業の拡張、送配水管布設がえ、送水

管移設、浄水場改良の工事等、市民の衛生環境の

向上と安全で良質な水の提供に成果を上げており

ます。上水道事業の経営の健全化を図るために

は、統廃合に向けた計画が予定されている水道ビ

ジョン計画を現実のものとし、各上水道事業体で

まちまちである水道加入金、使用料金、個人負担

金並びに貯蔵品等の取り扱いの統一化について積

極的に検討し、改善できるところから実行に移す

べきであると考えます。 

 なお、水道料金の未収金につきましては、統一



－30－ 

した西予市水道料金徴収事務取扱要領が制定さ

れ、収納率の向上につながっていることを申し添

えます。 

 次に、３７ページをお開きください。 

 平成２０年度の病院事業会計の決算審査の概要

です。 

 １、業務実績。医師は平成２１年３月３１日現

在、宇和病院６名、野村病院５名と定数不足の状

況が続いています。特に野村病院においては、４

月から常勤の外科医が不在となり、愛媛県のドク

タープール制度派遣事業に移行しましたが、眼科

部門の医師を確保できたことなどにより、西予市

病院全体の総患者数は１７万４，６２２人と前年

度に比べ１万２，３４１人の減少にとどまってい

ます。 

 ２、予算の執行状況。税込みの収益的収入は、

予算額３０億６，６３２万８，０００円に対し決

算額は２７億１，２６９万９，０００円で、執行

率は８８．５％、税込みの収益的支出は、予算額

３０億６，６３２万８，０００円に対し決算額２

７億３，２５８万７，０００円で、執行率は８

９．１％となっており、収益的支出の執行率が収

益的収入の執行率を０．６ポイント上回っている

ものの、ほぼ拮抗していると言えます。 

 ３、経営状況。病院事業の総収益は２７億８１

５万６，０００円、前年度に比べ７，９８６万

８，０００円と３年ぶりに増加に転じ、総費用は

２７億２，８８５万１，０００円で、前年度に比

べ５，１４６万４，０００円の減少となり、当年

度の純損失は２，０６９万５，０００円、宇和病

院４９１万３，０００円の純利益、野村病院２，

５６０万９，０００円の純損失と歯どめのかかっ

た決算となっています。ただ宇和病院の純利益、

黒字決算は、旧宇和町時代から蓄積された未収金

の未計上分６，５４６万５，０００円を過年度損

益修正益として特別利益に計上したため生じたも

ので、特別利益がなければ、当年度は６，０５５

万１，０００円の純損失が生じていることを申し

添えておきます。 

 病院事業は医師不足と患者の減少で極めて深刻

な状況が続いていると言えます。患者が病院に足

を運んで安心して治療に専念できる体制づくりが

必要ではないかと考えます。地域に密着した医療

進展のため、西予市市立病院のあり方に関する検

討委員会の答申にもあるように、医師の確保、定

着化、経営の効率化等に積極的に取り組み、あわ

せて職員の資質の向上に努め、救急医療、地域医

療の充実等、病院経営の長期健全化の確立に努力

していただくよう要望するものであります。 

 次に、５２ページをお開きください。 

 平成２０年度の西予市野村介護老人施設つくし

苑事業会計の決算審査の概要です。 

 １、業務実績。つくし苑の定員は１０５名で、

入所８０名及びデイケア２５名からなっておりま

す。当年度の総利用者数は延べ３万３，９６８名

で、１日平均９６人、前年９６．４人の利用で、

充足率は９１．４％となっています。これを対応

別で見てみますと、在所者数は延べ２万７，６１

１人で、１日平均７５．６人、前年７５．７人

で、充足率は９４．５％、通所者数は６，３５７

人で、１日平均２０．４人、前年２０．７人で、

充足率は８１．６％となっており、１日の利用者

は、ほぼ前年を維持している状況にあります。 

 ２、予算の執行状況。税込みの収益的収入は、

予算額４億７５４万８，０００円に対し決算額３

億８，６６５万２，０００円で、執行率は９４．

９％、税込みの収益的支出は、予算額４億７５４

万８，０００円に対し決算額３億９，９０８万円

で、執行率は９７．９％となっており、収益的支

出の執行率が収益的収入の執行率を３．０ポイン

ト上回り、経費高となっていると言えます。 

 ３、経営状況。つくし苑の総収益は３億８，６

２７万８，０００円で、前年度に比べ３４６万

９，０００円減少し、総費用は３億９，８８５万

８，０００円で、前年度に比べ３３１万１，００

０円の減少となっています。 

 つくし苑は関係機関と緊密な連絡を図り、入所

者数及び通所者の確保、経費の節減等に努力され

ております。利用者数に限界があり、収益面で伸

び悩み、赤字決算となっています。つくし苑の平

均的な入所者数は７６名で、入所割合は９５％前

後で推移しており、良好であると言えます。さら

に、利用者数の確保に工夫するとともに、経費の

節減等、経営基盤の構築に努めていただくよう熱

望いたします。 

 以上、西予市公営企業会計決算の審査結果報告

とさせていただきます。 

 これで決算審査意見についての報告を終わりま

す。 
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○議長 以上で監査報告は終わりました。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午後０時１０

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後０時１９

分） 

  （日程１０） 

○議長 次に、日程第１０、報告第５号「平成２

０年度西予市一般会計継続費精算報告について」

から報告第１７号「西予ＣＡＴＶ（株）の経営状

況について」までの１３件を一括議題といたしま

す。 

 理事者の説明を求めます。 

 別宮副市長。 

 

○別宮副市長 報告第５号「平成２０年度西予市

一般会計継続費精算報告について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

 平成２０年度において大野ケ原小学校改築事業

の継続費に係る継続年度が終了をいたしましたの

で、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定に

より継続費精算書を添えてご報告を申し上げま

す。 

 続きまして、報告第６号「平成２０年度健全化

判断比率の報告について」ご説明を申し上げま

す。 

 平成２０年度決算に基づく実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の

健全化判断４比率を算定いたしましたので、地方

公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１

項の規定により監査委員の意見を付しご報告申し

上げます。 

 続きまして、報告第７号「平成２０年度資金不

足比率の報告について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 上水道事業会計、病院事業会計、野村介護老人

保健施設事業会計、簡易水道事業特別会計、農業

集落排水特別会計及び公共下水道事業特別会計に

つきまして、平成２０年度資金不足比率を算定い

たしましたので、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第２２条第１項の規定により監査委員

の意見を付しご報告を申し上げます。 

 報告第８号「財団法人宇和町住宅協会の経営状

況について」、報告第９号「西予市土地開発公社

の経営状況について」、報告第１０号「株式会社

野村地域振興センターの経営状況について」、報

告第１１号「株式会社エフシーの経営状況につい

て」、報告第１２号「株式会社城川開発公社の経

営状況について」、報告第１３号「株式会社どん

ぶり館の経営状況について」、報告第１４号「あ

けはまシーサイドサンパーク株式会社の経営状況

について」、報告第１５号「株式会社グリーンヒ

ルの経営状況について」、報告第１６号「財団法

人宇和文化会館の経営状況について」、報告第１

７号「西予ＣＡＴＶ（株）の経営状況について」

一括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 地方自治法第２２１条第３項で規定する市の出

資比率が５０％以上の法人については、同法第２

４３条の３第２項の規定により、事業年度ごとに

法人の経営状況を説明する書類を作成し、議会に

提出することが義務づけられており、本議会に１

１法人の平成２０年度経営状況について報告する

ものであります。 

 各法人の経営状況の詳細につきましては、担当

部長から補足説明をいたしますので、よろしくお

願いをいたします。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 それでは、報告第８号「財

団法人宇和町住宅協会の経営状況について」説明

させていただきます。 

 平成２０年度財団法人宇和町住宅協会の事業

は、みどり団地２期宅地を平成１５、１６、１

７、１８、１９年度に継続して販売いたしまし

た。全５３区画のうち、平成１５年度に宇和町住

宅産業連合会加盟業者に住宅部屋用地として９区

画、個人へ１２区画、１６年度は３区画、１７年

度は５区画、１８年度は３区画、１９年度は２区

画、２０年度は１区画販売し、平成２０年度末現

在の残り区画は１８区画となっております。 

 次に、平成２０年度の収支報告をいたします。 

 歳入の部では、事業活動収入２，１９７万５，

５９７円、繰越金６，２７９万３，１７０円、合

計いたしますと８，４７６万８，７６７円でござ

います。 

 歳出の部では、事業活動支出で８４２万７，３

９３円、財務活動支出で２，０００万円、合計し

ますと２，８４２万７，３９３円でございます。

差し引きしますと繰越金といたしまして５，６３

４万１，３７４円でございます。 
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 財団法人宇和町住宅協会といたしましては、出

資団体からの財政支援を受けず、基金及び繰越金

で財源を確保し、健全な運営に努めております

が、今後は前年度に引き続きみどり団地２期残り

区画の販売の促進のみとなっております。 

 詳細につきましては、お手元のほうへお配りし

ております資料をお目通しいただいたらと思いま

す。 

 以上で財団法人宇和町住宅協会の経営状況の説

明とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 それでは、報告第９号「西

予市土地開発公社の経営状況について」説明させ

ていただきます。 

 平成２０年度西予市土地開発公社の事業につき

ましては、完成土地売却につきましては、宇和町

さくら団地５区画を販売し、３，３８２万６，８

１０円の収入がありました。公有用地取得につき

ましては、一般国道３７８号三瓶バイパス道路改

築工事との合併施工負担金といたしまして１，２

００万円を愛媛県へ支払いをいたしました。公社

におきましては、完成土地のうち、三瓶町いぶき

団地全２４区画のうち残り１３区画、城川町高野

子団地全１５区画のうち８区画、宇和町さくら団

地８２区画のうち７７区画の販売推進を行ってお

ります。 

 次に、平成２０年度の収支報告をいたします。 

 歳入の部では、事業収益３，６０１万２，６３

１円、事業外収益９２０万１，６０２円、繰越金

３，００１万１，０１９円、事業借入金１億１，

１３４万７，０００円、歳入合計１億８，６５７

万２，２５２円でございます。 

 歳出の部では、事業費用１億３，０６７万６，

５８８円、販売費及び一般管理費１，６９９万

５，４１７円、事業外費用８８８万４，９１３

円、歳出合計１億５，６５５万６，９１８円でご

ざいます。差し引き繰越金といたしまして３，０

０１万５，３３４円でございます。 

 詳細につきましては、お配りしております資料

をお目通しいただきたいと思います。 

 なお、監査日は平成２１年５月８日、理事会、

平成２１年６月１２日において事業報告及び決算

承認を得たことをご報告いたしておきます。 

 続きまして、報告第１０号から報告第１５号ま

で農林水産関係、第三セクター６社の経営状況に

つきましてご報告をいたします。 

 それでは、報告第１０号「株式会社野村町地域

振興センターの経営状況について」ご説明を申し

上げます。 

 当社は、西予市指定管理者として農業公園ほわ

いとファーム及びシルク館の管理経営に当たり、

乳製品や絹製品などの地域特産品の製造販売、レ

ストラン事業ほかイベント開催による地域内外か

らの集客事業に取り組んでおります。２０年度に

おきましては、部門ごとの収支分析を行い、職員

の限界意識の徹底を初め新商品の開発、レストラ

ン運営体制の見直しなど経営改善に努めてまいり

ました。地域雇用者は、パート職員含め１９名で

あります。売上実績は６，３６０万円余り、前年

対比９３．４％となり、管理委託料収入を加えて

も非常に厳しい経営状況となっとりましたが、前

年度の大幅な赤字からは転じて、わずかながら当

期純利益を計上することができました。２１年度

は生クリーム、チーズなど新たな商品開発に取り

組むとともに、卸売、ネット販売などの販路拡大

や施設レストラン運営のさらなる改革を図りなが

ら徹底した経営の改善と地域産業の活性化に取り

組んでまいります。 

 なお、詳細につきましては、配付いたしており

ます資料をごらんください。 

 次に、報告第１１号「株式会社エフシーの経営

状況について」ご説明申し上げます。 

 当社は、伐採、搬出、除伐、作業道、治山等の

受託作業を主な事業として、森林の保全や林業の

担い手確保と育成等に取り組んでおります。平成

２０年度では、地域雇用数は２８名であります。

伐採搬出量は、当初目標の９，０００立米を上回

りましたが、売上総額では約１億４，６００万

円、前年対比８４％となりました。重機のオペレ

ーターや森林情報課の新設に伴う技術者養成に力

点を置いたことや材価の低迷が続き、苦しい経営

ではありましたが、経営利益では前年を下回った

ものの、１，６１０万円、当期純益も１２５万

５，０００円を確保することができました。 

 なお、市委託料につきましては、市会計に対し

ての機械使用料収入金が約１，２００万円ありま

すので、実質的な市の負担は７２０万円でござい

ます。 
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 ２１年度におきましても、原木相場が低調が続

く中、大変厳しい状況となることが予想されます

が、造材から販売までの市場木材情報を最大限に

収集し、西予市内森林の適切な整備と林業活性化

に向けて将来につながる経営と担い手の育成を確

立してまいる所存でございます。 

 なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料をごらんください。 

 次に、報告第１２号「株式会社城川開発公社の

経営状況について」ご説明いたします。 

 当社は、西予市指定管理者として特産品センタ

ー、加工センター、クアテルメ宝泉坊など８施設

の管理経営に当たり、地域特産品の製造販売ほか

市民の健康増進、観光交流などの事業を行ってお

ります。平成２０年度において、地域雇用者はパ

ート職員を含め７９名でした。 

 また、産業創出額として、購買、仕入れ及び人

件費合計で約３億５，５００万円を市内還元して

おります。 

 収支では、特産品販売、宿泊施設以外は売上減

となり、事業所間取引を含む売上総額は約５億

５，０００万円で、前年対比９８．２％、目標値

の９７％でありましたが、この状況下において加

工副産物の有効活用や新商品の開発、営業強化な

どによる経常利益では、ほぼ前年同様の結果を得

ることができ、今後の経営に大いに励みと参考に

なりました。今後とも高齢化、安全志向など、消

費者ニーズの的確な把握とともに、常に挑戦する

社風をつくり上げ、新商品の開発や新たな農業生

産に取り組み、信頼される地域の中核企業として

雇用の創出や産業活性化などに貢献してまいる所

存でございます。 

 なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料をごらんください。 

 次に、報告第１３号「株式会社どんぶり館の経

営状況について」ご説明申し上げます。 

 当社は、西予市指定管理者として、ふれあい市

場、レストランなどの管理経営に当たり、農林水

産物や地域特産品の販売ほか、観光交流などの事

業を行っております。年間のレジ客数が６年連続

で５０万人を超えていましたが、平成２０年度は

４９万１，７００人となりました。 

 しかし、レストラン部分が比較的好調に推移し

たこともあり、売上総額では、わずか０．２％で

はありますが、前年度実績を上回り、経常利益で

５０２万円、当期純利益も４２７万円を確保いた

しました。地域雇用者につきましては、パート職

員を含め２１名となっております。収支は安定的

に推移していますが、集客数や売上利益率におい

て伸びが停滞しており、今後高速道路の南伸や近

隣地域での類似施設の開業など、影響を受けるこ

とも想定されるため楽観はできない状況でありま

す。生産者との信頼関係はもとより、ホームペー

ジの充実や施設の機能の拡充、強化など新たな戦

略を展開し、さらなる観光を初めとする各種情報

の発信拠点として機能強化を行い、地場産業の振

興や地域活性化に貢献してまいります。 

 なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料をごらんください。 

 次に、報告第１４号「あけはまシーサイドサン

パーク株式会社の経営状況について」ご説明申し

上げます。 

 当社は、西予市指定管理者として、ふるさと創

生館、塩風呂はま湯、民宿故郷、オートキャンプ

場の経営に当たり、ジュースなどの地域特産品の

製造販売ほか市民の健康増進、観光交流などの事

業を行っております。平成２０年度では、無添加

ジュースの県のブランド認定や集客体制の見直

し、経費の節減化など積極的に経営改善に努め、

パートを含めた地域雇用者５１名で経営をいたし

てまいりました。その結果は、市の管理委託料を

含む売上総額２億１，９７５万１，０００円で、

前年対比９１．１％でありました。特産品類の売

り上げは向上しましたが、集客事業部門において

は減益となり、トータルでの当期利益は、マイナ

ス決算となりました。厳しい経営状況ではありま

すが、経常利益率は徐々に上向くとともに、委託

料の依存率は低下傾向であり、経営改善が実を結

びつつあります。今後とも全市を挙げて経営の効

率化を進め、新商品の開発や販路拡大、お客様の

獲得に取り組み、さらに地域貢献が果たせるよう

努力してまいる所存でございます。 

 なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料をごらんください。 

 最後に、報告第１５号「株式会社グリーンヒル

の経営状況について」ご説明を申し上げます。 

 当社は、西予市指定管理者として、市内で生産

されるケールを青汁に加工し、その販売をいたし

ております。平成２０年度の経営状況は、製品の

生産性が前年比８６％と下回り、売上高は１億
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７，８２５万２，０００円、前年比１２．９％の

減となりました。 

 また、経常利益が２０９万３，０００円、当期

純利益も２２０万６，０００円と大きく落ち込み

ましたが、現下の社会状況の中では、利益を生じ

たことが幸いであったとも言えます。２１年度は

パートを含め２３人の社員を配置して製造に取り

組む計画でございます。ケールかすのサイレージ

飼料化は、残渣処理費の削減とともに貢献してお

り、今後は資源リサイクル事業として、廃棄量の

約５割程度の飼料化できるよう取り組むととも

に、管内でのケール取引契約にもきめ細かい管理

を行っていきます。 

 また、既に株式会社ファンケルとの製品取引体

制を見直しており、今後工場の稼働率アップが期

待できるとともにＨＡＣＣＰ遵守により製造工程

管理を徹底し、すぐれた製品づくりに努めてまい

ります。ＨＡＣＣＰとは、食品の衛生管理方式を

言いまして、原材料から出荷までをトータルで管

理するということでございます。 

 なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料をごらんください。 

 以上、報告第１０号から報告第１５号までの説

明といたします。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 報告第１６号「財団法人宇和文化

会館の経営状況について」ご説明を申し上げま

す。 

 財団法人宇和文化会館は、指定管理者として、

芸術文化事業の実施と施設の管理運営を行ってお

ります。芸術文化事業としましては、宇和文化会

館自主事業６公演、三瓶文化会館自主事業２公演

及び共催事業等５公演を実施し、中でもミュージ

カル「青い瞳は忘れない」には、多くの西予市民

の方々が参加をされ、大好評を得ることができま

した。貸し館業務といたしましては年間７２９件

で、利用者は延べ４万１，６００人となっており

ます。 

 収入につきましては、西予市からの受託収入と

して３，７６８万７，０００円、事業収入３，０

６３万６，０００円、会場利用収入が９６９万

５，０００円、利息収入と雑収入が９０万３，０

００円、合わせまして事業活動収入合計が７，８

９２万１，０００円であります。前年対比１．２

３％の増でございます。 

 事業活動支出につきましては、管理費２，５９

６万１，０００円、事業費５，６１４万４，００

０円であり、合計８，２１０万５，０００円とな

りました。 

 事業活動収入合計７，８９２万１，０００円か

ら事業活動支出合計８，２１０万５，０００円を

差し引きますと３１８万４，０００円の減額とな

り、投資活動収支差額８０万２，０００円を合わ

せますと３９８万４，０００円の減額となります

が、前期繰越額７７７万１，０００円がございま

すので、差し引き３７８万５，０００円が次期繰

越額となります。 

 詳細につきましては、お配りしております資料

をお目通しいただきましたらと存じます。 

 以上、簡単ですが、ご説明とさせていただきま

す。 

 

○議長 清水総務企画部長。 

 

○清水総務企画部長 報告第１７号「西予ＣＡＴ

Ｖ（株）の経営状況について」ご説明申し上げま

す。 

 西予ＣＡＴＶ株式会社の前身であります野村ケ

ーブルテレビ株式会社の発行済み株式について、

平成１９年度に一部取得を行い、発行済み株式

１，２００株のうち１，０６０株、保有率は８

８．３％とし、平成２０年４月１日より西予ＣＡ

ＴＶ株式会社へ社名を変更して現在に至っており

ます。 

 事業としましては、旧野村町の中心部における

１，３５０世帯へのケーブルテレビ事業部分と西

予市のＣＡＴＶ事業に伴うエリア拡大のため、説

明会及び各種手続など事業開始に向けた準備部分

となります。平成２１年７月に放送センターを開

所し、現在契約の締結を終えた世帯より順次接続

工事を行っております。 

 平成２０年度の収支でございますが、損益計算

書のとおり、当期純利益が３７７万６，５６６円

でありました。 

 また、西予市から２，６００万円の補助金を受

けております。 

 以上、簡単でございますが、経営状況の説明と

させていただきます。 
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○議長 理事者の説明は終わりました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしまし

た。 

 明日９月４日は、午前９時から一般質問及び質

疑を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後０時４７分 
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       平成２１年第３回西予市議会定例会会議録（第２号） 

 

１．招 集 年 月 日 平成２１年９月４日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２１年９月４日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成２１年９月４日 

          午後１時５８分 

１．出 席 議 員        

    １番  兵 頭   竜 

    ２番  二 宮 一 朗 

    ３番  兵 頭   学 

    ４番  明 智 祥 勝 

    ５番  井 上   勲 

    ６番  小 野 正 昭 

    ７番  松 山   清 

    ８番  宇都宮 明 宏 

    ９番  松 島 義 幸 

   １０番  元 親 孝 志 

   １１番  嶋 川 武 文 

   １２番  沖 野 健 三 

   １３番  森 川 一 義 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

   １６番  岡 山 清 秋 

   １７番  酒 井 宇之吉 

   １８番  兵 頭   勇 

   １９番  山 本 昭 義 

   ２０番  梅 川 光 俊 

   ２１番  菊 地 ミスギ 

   ２２番  大 竹 忠 盛 

   ２３番  二 宮   元 

   ２４番  坂 本 隆 重 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  別 宮   靜 

   教  育  長  森   英 二 

   公営企業部長  九 鬼 則 夫 

   会 計 管 理 者  上 甲 悦 子 

   総務企画部長  清 水 忠 夫 

   産業建設部長  藤 中   彰 

   生活福祉部長  炭 倉 貞 明 

 

   教 育 部 長  森   精 一 

   明浜総合支所長  高 岡 和 廣 

   野村総合支所長  角 藤 和 幸 

   城川総合支所長  清 水 享 司 

   三瓶総合支所長  宇都宮 又 重 

   消防本部消防長  中 野 竹 夫 

   総 務 課 長  上 甲 憲 章 

   財 政 課 長  河 野 敏 雅 

   企画調整課長  上 田 甚 正 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  岩 本 明 定 

   議 事 係 長  井 上 千 浪 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

     

 

     議  事  日  程 

  

１ 一般質問 

 ２ 議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 

 ３ 議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

 ４ 議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 
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   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

 ５ 認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

 ６ 認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 

   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

 

   認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

 ７ 請願第  ２号 特別職の給料削減および 

           議員報酬削減に関する請 

           願について 

   陳情第  ４号 惣川診療所の改築につい 

           て 

   陳情第  ５号 郷土資料（収集古民具） 

           の保存活用について 

 

 

本日の会議に付した事件 

  

１ 一般質問 

 ２ 議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 
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   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 

 ３ 議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

 ４ 議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 

   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

 ５ 認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

 ６ 認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 

   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

 ７ 請願第  ２号 特別職の給料削減および 

           議員報酬削減に関する請 

           願について 

   陳情第  ４号 惣川診療所の改築につい 

           て 

   陳情第  ５号 郷土資料（収集古民具） 

           の保存活用について 
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  開議 午前９時００分 

 

○議長 おはようございます。 

 本日はこのように大勢の方が傍聴においでをい

ただきまして、まことにありがとうございます。

心からお礼を申し上げたいと思います。 

 ただいまの出席議員は２４名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとお

りであります。 

  （日程１） 

○議長 これより、日程第１、一般質問を行いま

す。 

 この際、申し上げます。 

 各議員の発言は申し合わせ発言時間１５分以内

でお願いします。質疑については３回までとし、

あわせて１０分以内でお願いします。 

 通告順に質問を許可します。 

 まず、１０番元親孝志君。 

 

○１０番元親孝志君 皆さんおはようございま

す。 

 大分朝夕すっかりと涼しくなりまして、虫の音

も日ごとににぎやかになっております。 

 きょうは、そういった中でこのように大勢の

方、傍聴においでいただきまして、まず心から厚

くお礼申し上げたいと思います。 

 ただいま、議長より発言の許可をいただきまし

たので、私は通告に従いまして２点質問させてい

ただきたいと思います。 

 まず、その１点は、今回の平成の大合併、これ

は住民にとって一体何であったのかということ

と、あわせてこの合併という国を挙げての大実験

が果たして成功しておるのかどうか、このことに

ついて検証をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 それから、２点目につきましては、障害者自立

支援法という法律に基づきまして質問させていた

だきたいと思います。 

 この社会保障という問題は、我々市民にとりま

して非常に身近で重要な問題であるわけでござい

ますが、あわせて世界で類を見ない超少子・高齢

化を迎えておるこの我が国にとりまして、この問

題は今後非常に大きな、重要なテーマになってく

るんではないかというふうに思っております。そ

こで、今回障害者自立支援法を取り上げることに

よって、この問題を解いてみたいと思います。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 初めに、市町村合併の検証の必要性についてお

伺いしたいと思います。 

 平成１１年、国指導による市町村の再編を促し

てきた平成の大合併が、来年３月末で終結するこ

ととなりました。これは、地方制度調査会が合併

を強力に進めてきた現行の合併特例法では、これ

以上は無理があるとの判断から打ち切りを首相に

答申したものであります。平成１１年の時点で、

３，２３２あった全国の市町村の数は、１０年間

でほぼ半減し、来年の３月末で１，７６０市町村

となります。 

 今後は、自主的な合併を支援する一方、小規模

自治体が住民サービスを確保するため、周辺市町

村との広域連携や一部事務を県が補完するなど、

多様な選択を検討するよう求めております。 

 平成の大合併については、当時の行政、議会に

とって厳しい国、地方の財政状況を考えれば行財

政改革は避けて通れない選択であり、地方分権社

会を構築するためには基礎自治体の財政基盤の強

化は分権社会への一律化であり、市町村合併はや

むなしと判断してまいりました。 

 しかし、市民の立場で判断すれば、これまで行

財政運営は当然行政、議会にすべてを託したこと

であり、それが行き詰まったから市町村合併はや

むなしは納得がいかない面が多分にあったと思い

ます。 

 今回の合併で、住民にとって合併の果実はどれ

だけ手にすることができたのでしょう。平成の大

合併というあらしは通り過ぎていきました。同時

に、全国各地に大きなつめ跡も残しております。

復旧の手当ては早急にしなければなりません。同

時に、それぞれの自治体が合併の功罪を検証し、

さらなる自治力の向上に努めなければならないこ

とは言うまでもありません。 

 そこで、国が示した合併の必要性について取り

上げ、それが合併後、どれだけ実現しているのか

検証しておきたいと思います。 

 市町村合併の特例等に関する法律の前文には、

市町村合併の目的は、地方分権の進展並びに経済

社会、生活圏の広域化及び少子・高齢化等の経済

社会情勢の変化に対応した市町村の行政体制の整

備及び確立のためと書かれてあります。また、市
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町村が当時置かれていた現状や将来社会への対応

として、法律の前文同様広域的対応の必要性、地

方分権の推進、人口の少子化、高齢化、国、地方

における財政状況の厳しさ等が指摘されていまし

た。 

 当然それに対して、住民側の不安として、合併

すれば地域のコミュニティー、歴史、文化、個性

がなくなる。中心地域と周辺地域との格差がさら

に拡大する。町が大きくなることで地域の声が反

映されなくなり、きめ細かなサービスが受けられ

なくなる。面積は広くなり役場までの距離が遠く

なるなど挙げられておりました。反対に、行政、

議会側にとっては、合併は自治体の自治能力を高

めるチャンスである。新しいまちづくりのチャン

スである。行政改革の最大のチャンスであるなど

を訴えてきました。 

 あれから１０年、合併後の町はどのように変わ

ったのでしょうか。過去の明治、昭和の合併には

明確な目標がありました。例えば、明治の合併で

は全国に小学校を設置、管理するための適正規模

の学校区をつくるための合併であり、昭和の合併

でも全国に新制中学校を設置、管理するため、あ

るいは自治体、消防、警察、社会福祉、保健衛生

関係の新しい事務が市町村の事務とされ、行政事

務の効率的処理のためには規模の合理化が必要と

されました。 

 しかし、平成の合併には、漠然とは理解できて

も具体的な目的がありませんでした。それゆえに

理念なき合併とやゆされました。 

 山田公平氏の著書、「自治史のなかの平成合

併」によれば、「平成の市町村合併の歴史的特徴

は、市町村合併とは国際社会に対応する都市を中

心とした内政構造の構築という目的を持ち、国か

らの財源を過疎地域に傾斜配分して、均衡ある発

展を目指したこれまでの施策を転換し、都市中心

の行政体制をつくり上げようとするものである」

と指摘されております。 

 以上、合併の経緯について述べてきましたが、

ここで具体的に以下の点について質問をしたいと

思います。 

 まず１点目として、平成の合併について事情は

あったにせよ、住民に対して十分な説明責任を果

たすことなく、しかも短期間で合併を達成いたし

ました。せめて５年置き程度に市町村合併が所期

の目的を達成しているかどうか、同時に合併によ

って住民側に不利益はこうむっていないか検証す

る必要性があると思いますが、その意志が西予市

にあるのか、ないのかお伺いいたします。 

 ２点目として、地域審議会とは、合併に伴う行

政区域の拡大により住民と行政の距離が遠くな

り、地域住民の意見が市の施策に反映されにくく

なるなどの心配に対し、合併後も住民の声を施策

に反映させ、きめ細やかな行政サービスを行って

いくために市長の諮問機関として設けられたもの

でありますが、これは所期の目的を十分達してい

ると言えるのでしょうか、お伺いをいたします。 

 ３点目として、合併の最大の目的は、地方分権

社会に向けた基礎自治体の財政基盤の強化であり

ましたが、西予市においてはこのことを達成しつ

つあるのでしょうか、お伺いをいたします。 

 ４点目として、合併のさらなる目的の一つに、

高度化する住民ニーズに対応するため、職員の専

門性を向上させるためとありましたが、実態はど

うなのでしょうか、お伺いをいたします。 

 ５点目として、市町村合併は来年３月で一段落

いたします。合併前に心配された、合併をすれば

周辺地域が寂れるは、確実に現実のものになりま

した。特に、旧役場周辺の衰退は著しいものがあ

ります。これは合併の代償として仕方がないこと

なのか、あるいはこれに対して今後どのように検

討をしていく計画なのか、お伺いをいたします。 

 最後に、さきの衆議院議員選挙でも論点の焦点

となった地方分権、その先の道州制について市長

の考えをお伺いしたいと思います。 

 次に、障害者自立支援法についてお伺いをした

いと思います。 

 平成１８年４月１日、障害者自立支援法が制定

され、同年１０月１日から施行されました。法律

の目的であるバリアフリー、ノーマライゼーショ

ンという考えは、障害者が健常者と同じように暮

らせる社会を目指すということであります。その

とおりでありますが、現実には障害者や家族から

不安や不満の声が上がってきているのはどこに問

題があるのでしょうか。 

 自立支援法は４つの柱から構成をされておりま

す。１つは、応能負担から応益負担に変わりまし

た。２つ目は、障害者の種類別に法律があったも

のをあらゆる障害者について法律を一元化しまし

た。３つ目として、市町村を事業母体としまし

た。４つ目として、障害者も自立できる社会を目
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指すことであります。 

 これらのどこが問題なのか、順を追って質問し

たいと思います。 

 初めに、応能負担から応益負担についてであり

ますが、今までの制度では、障害者は当事者の所

得に見合った負担で済んできました。しかし、今

回の改正では、当事者の収入ではなく、受けたサ

ービスに応じ、一律１割負担にするというもので

あり、今までの福祉政策とは全く逆の考え方に変

わりました。 

 ５年間の経過措置を設け、段階的に移行するこ

とになっておりますが、１割負担によって利用者

の生活が一変したと聞いております。このことに

ついて、西予市では現状どのように把握されてい

るのでしょうか。５年後の見直しに対して、追跡

調査は怠りなく実施されているのでしょうか、お

伺いをいたします。 

 次に、障害者の種類別に法律があったものをあ

らゆる障害者について法律を一元化することにつ

いてでありますが、今までは障害者の区分が身体

障害者、知的障害者、精神障害者、障害児の４つ

に区分されておりましたが、制度見直しで各専門

施設も１つの基準に統一されることになりまし

た。このことによって、入所者、通所者の障害区

分によって施設が受ける補助金額が変わってきま

す。補助金のカットは、どうしても人件費のカッ

ト、サービスの質の低下につながります。このこ

とに対して、現状どのように把握されているの

か。 

 また、障害者自立支援法では市町村を事業母体

とすると明記されておりますが、当然自治体の財

政状況によってサービスにばらつきが出てくるこ

とが想定されます。西予市においては保護者の苦

情はないのか、お伺いをいたします。 

 また、障害区分の認定が介護保険の認定ソフト

に酷似していると言われております。障害者区分

判定委員も介護保険のように医者、看護師を中心

としたメンバーで構成されております。その場

合、どうしても身体的な障害に重きがおかれ、一

応自力でできるが見守りが不可欠な知的障害者、

精神障害者が軽く認定しやすくなります。その結

果、入所型、自宅介護型でも必要なサービスが減

らされる可能性が高くなってまいります。そうな

らないためには、現状をだれよりも理解している

保護者、あるいは親の会の役員などを障害者区分

判定委員に入れることが妥当だと思いますが、そ

のような考えはあるのかどうか、お伺いをいたし

ます。 

 最後に、世の中にはどんなに働きたくても働け

ない障害者がいます。こうした人の自立を促進す

るということは容易なことではありません。障害

者を自立させることは、まずその家族をしっかり

支え、その結果として障害者が自立していくこと

になります。性急な法改正によって家族が疲弊

し、家族自体の自立を困難にしている現状が報告

されております。 

 さきの愛媛新聞にも、障害者が企業等に就職し

たことによって、今まで受けていた障害年金が停

止し、あるいは減額され困惑されているケースが

報道されております。厳しい年金制度の見直しの

中で、社会保険庁は年金の出し渋り傾向があり、

親が亡くなった後どうやって生活したらいいの

か、関係者に不安が広がっております。 

 西予市として、受給者への周知徹底は図られて

いるのかどうか。このような事例は、西予市内で

は発生していないかどうか。自立という偽名のも

とに責任回避に走り、従来の施設福祉が軽視され

ることはないのかどうかお伺いをいたしまして、

私の質問を終わりたいと思います。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。 

 重陽の時期となってまいりまして、初秋の趣を

感じるころとなってまいりました。 

 本日は、４人の議員の方々から一般質問をお受

けすることになります。 

 また、傍聴席にはこのように多くの方々が傍聴

いただきまして、まことにありがとうございまし

た。本日の議会が、この議場が臨場感あふれるも

のになるよう、議論風発を願っておるところでご

ざいます。 

 それでは、まず最初に元親議員のご質問につい

てお答えをさせていただきます。 

 まず、第１点目の市町村合併の検証の必要性に

ついてのうち、市民に対して合併の検証をする必

要があると思うが、その意志があるのかについて

のご質問でございますが、西予市は市町村の合併

の特例に関する法律、いわゆる旧法でございます

が、により平成１６年４月１日に市町村行政の広
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域化の要請に対処して自主的な市町村の合併を推

進し、あわせて合併市町村の建設に資することを

目的にして合併をしたところであります。 

 合併を前に、平成１４年には、住民説明会など

により将来のまちづくりのあり方を確かめ、その

結果に基づきまして平成１５年９月、将来を見据

えた長期的な視点に立った西予市まちづくり計

画、いわゆる新市の建設計画でございますが、こ

れを策定してまいりました。合併後、同まちづく

り計画に基づきまして事業を進め、その進捗状況

などを各地区から選出された委員で構成する地域

審議会にご報告しまして、ご意見をいただいてお

りますが、また同審議会には傍聴ができることと

なっております。 

 このようなことから、アンケートをとるなどの

方法によって、改めて市民の声を聞くことは今の

ところ考えてはおりません。 

 また、合併の検証は、これは学者や評論家やあ

るいは報道機関等がされるものでありまして、市

が合併の是非を今の段階でしても意味あるもので

はないと、私は考えておるところでございます。 

 西予市では、総合計画に基づくまちづくりの取

り組みをしておりまして、この総合計画に行政評

価の考えを取り入れ、具体的に市民の皆様にわか

りやすくお伝えするためにまちづくり報告を作成

しています。そのためのアンケートを２年に１度

実施しまして、市民の皆様の意向の把握を努めて

おるところでございます。 

 次に、地域審議会が所期の目的を達成している

かについてのご質問でございますが、これまで各

地域において各地区会長のもと、おおむね年２

回、地域審議会を開催し、意見をいただいており

ます。審議会では、まちづくり計画に関係するす

べての課長が出席しまして、行政区域の拡大によ

り住民と行政の距離が大きくなることによって、

住民の意見が新市の施策に反映しにくくなること

がないよう対応しております。 

 また、会議録を庁舎内回覧に掲載し、全職員に

周知することによって、職員間での意識のずれを

なくし、具体的な事業に結びつけるよう配慮をし

ておるところでございます。 

 事業全体としましては、各事業費の増減がある

ものの、ソフト事業を含めまして平成２１年度計

画事業ベースの段階で約４０．８％の進捗状況で

ございます。財政事情の厳しい中、調整をしなが

らその状況のもととしては、市民の皆様にご意見

をいただける範囲であると、このように判断をし

ておるところでございます。 

 次に、合併最大の目的である財政基盤の強化が

達成しつつあるかについてのご質問であります

が、議員ご指摘のとおり、合併の目的の一つが地

方分権に対応した行財政能力の向上と地域の自立

であります。多様化し、拡大する行政課題に対応

して住民の期待にこたえて行政サービスのレベル

を向上させるためには、合併によって行財政の効

率化、合理化を進めるとともに、財政規模を拡大

して行政能力を安定、強化することが期待をされ

ているところでございます。 

 そのために、本市においては平成１７年度に行

政改革大綱集中改革プランを策定をしまして、夢

のあるまちづくり、隅々まで行き渡る行政、行政

の情報を市民と共有すると、この３つの視点と事

務事業などの見直しや健全な財政運営などの７つ

の重点項目を掲げまして、少子・高齢化、国際

化、情報化など社会経済情勢の変化に対応し、新

たな行政課題や市民の多様なニーズに即応した施

策を総合的、機能的に展開するための行財政改革

に取り組むこととしました。 

 これまでに、ご案内のこととは思いますけれど

も、総合支所機能の見直しなどを含め、地域の事

情に応じた簡素で効率的、効果的な組織を構築

し、可能な業務から本庁へ統廃合し、行政のスリ

ム化を推進するとともに、早期退職者制度の導入

に加えて特別職の給与や議員報酬の一部カット、

一般職員の各種手当の見直しなどにより、人件費

の削減、各種団体への補助金の見直し、普通建設

事業費の大幅削減などを行政評価システムを導入

しての事務事業全般にわたる歳出の見直しを行っ

てきたところであります。 

 しかしながら、合併に伴う普通交付税の算定の

特例措置、合併のこれは算定がえでございます

が、や合併直後の臨時的経費に対する普通交付税

措置、大体５カ年で総額５．９億円をいただいて

おります。及び特別交付税措置、３カ年で総額７

億８，０００万円による優遇をされたものであり

ますが、平成１６年度から平成１８年度にかけて

実施されました国の三位一体の改革により、従来

の算定による交付額と比べて、この３年間で約３

０億円の大幅な地方交付税がこの西予市の段階で

も減額になっております。 
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 その結果、財政力が脆弱化で、歳入のおよそ半

分を地方交付税に依存している本市にとっては、

合併に対する新たな財政事情や新市建設計画等へ

の適切な対応がままならないのが現状でございま

して、厳しい財政運営を余議なくされておりま

す。 

 ８月３０日の衆議院議員総選挙の結果、民主党

が絶対安定多数を獲得して政権交代となりまし

た。地方分権に対して、マニフェストには一定の

理解が示されていますが、権限にあわせての財源

移譲は今のところ未定であります。 

 西予市といたしましは、国の示された４つの健

全化判断比率を基準にしようとして、市民が安心

できる財政運営に努めていきたいと考えておると

ころでございます。 

 次に、職員の専門性の向上についての質問でご

ざいますが、住民ニーズの多様化、複雑化と厳し

い財政状況の中、職員削減を行い、限られた職員

で膨大かつ高度な仕事をこなすために、専門的な

知識と技術を持つ必要があります。職員において

は、それぞれに与えられた事務分掌内容に精通す

ることはもちろんのこと、さらなる専門性を追求

した事務処理能力を有する職員の人材育成も重要

となっております。専門職として、技術職の職員

の採用を実施するとともに、従来から実施してい

る県の研修とかあるいは市町村アカデミーの研修

を初め、専門分野における研修に積極的に参加

し、専門分野、行政課題解決に対応しているとこ

ろでありまして、合併前と比較して専門性は向上

していると考えております。 

 また、今後は専門知識や技術を生かした効率的

で安定感のある行政機構づくりを努めていかなけ

ればならないと思っております。 

 次に、旧役場周辺の衰退についてのご質問でご

ざいますが、これは、直接的な原因が合併による

ものなのか、あるいは経済行為において投下資本

の回収、再投資とされることによる変動なのか考

えた時に、一概に合併によるものだというのは早

計だと、このように思っておるところでございま

す。 

 私の考えでは、いわゆる政治行政はその行き渡

らないところについて光を当てるのが政治行政で

ありますから、そういう状態になっておるところ

に光を当てる施策を私どもは今後も今もやってお

るところでございます。 

 広く西予市全般の問題ととらえながら、誇れる

地域づくりの事業、地域自治活動支援等コミュニ

ティーの活性化を初め、西予市まちづくり計画に

基づく各種ソフト事業を効率的に実施、展開して

まいります。また、限界集落事業とも連携し、よ

り地域に入り込み住民の声を取り入れ、均衡の取

れた地域づくりに努めたいと考えております。 

 次に、道州制に関する質問についてお答えをさ

せていただきます。 

 ８月３０日の第４５回衆議院議員選挙の結果、

政権政党となる民主党においては道州制の方向が

示されておりません。 

 民主党の分権調査会のペーパーを見てみます

と、霞ヶ関の解体と再編、自治体の再編の項目

に、国と都道府県の役割を大幅に縮小しまして、

基礎的自治体の役割を大幅に拡充するとして、第

２次平成の合併を推進することによって、７００

から８００程度の基礎的自治体に集約するとあり

ます。また、現小沢代表の著書には、３００基礎

自治体構想もあるようであります。 

 しかし、今回、民主党のマニフェストには一切

道州制に触れていない現状でございまして、現政

権の対応は未知数であると、このように考えてお

ります。 

 私見を交えまして一般論を言いますと、道州制

には２つの制度があることを踏まえることが大切

でございます。１つは、連邦国家による州に近い

準国家的な強大な権力を有する地方制度、もう一

つはあくまで基礎的自治体を補完して、基礎的自

治体と対等、協力の関係に立った広域自治体、こ

の２つの考え方で、全世界の中では準国家的な道

州制はアメリカやドイツに見られます。広域的自

治体としての道州制はフランスやスウェーデンに

見られるようであります。 

 日本の歴史的背景や民族性からして、準国家的

道州制は合わないと思っています。既存の連邦国

家では、国の行政行為が連邦政府と州政府が分担

させるため、基礎的自治体よりも州政府が相対的

に大きくなっているようであります。日本のよう

に単一制度を今まで採用した国家では、国と地方

自治体という制度設計の延長の上で、基礎的自治

体に行政サービスが総合的、一体的に遂行できる

ようにして、基礎的自治体を補完する広域自治体

としての道州制が望ましいと、私のこれは私見で

ございますけれども考えております。 
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 次に、地方分権に関する質問に回答させていた

だきます。 

 明治時代以降、強力な地方集権国家として機能

してきた日本の行政を地方分権型国家へ移行する

ことは、生半可な戦いではなし得ないことは歴史

が証明をしております。地方分権改革も、１９９

０年代から改革派の知事を中心として行動を起こ

されてきたところであります。このことによっ

て、平成７年の地方分権改革法の制定、平成１２

年度には地方分権改革一括法の制定となって一歩

進み始めました。さらに、平成１５年度の経済財

政運営と行動改革に関する基本方針２００３で、

いわゆる三位一体の改革として地方分権が進めら

れました。 

 この間の一連の地方分権改革は何が問題であっ

たかというと、国が中心となった改革であり、主

導権を国に握られた改革であったため、三位一体

の改革をその後検証した時に、地方は皆さんもそ

うでありましょうが、異口同音に失敗であったと

言われておるのが現状でございます。 

 本来、納税者である国民、あるいは市民の一番

近いところで住民サービスを決定することが即応

性、迅速性、透明性からも望ましい姿でありま

す。しかし、日本は中央集権国家として、長年に

わたる歴史を重ねることによって強い中央省庁が

誕生して、権限、財源の集中化で地方をコントロ

ールすることが日常化してまいりました。 

 今回の衆議院議員選挙に当たっては、全国知事

会が中心となった地方分権改革を各党のマニフェ

ストに載せるように提言されることによって大き

な意義があり、一気に各党マニフェストの重要な

施策の一つとなってまいりました。今回の選挙で

多数の票を獲得し、政権を担うことになられる民

主党は、地方主権国家へと転換すると明記され、

地方と国は対等、協力的な関係へと改めるとされ

ることは、大きな前進となることを予感させられ

ます。 

 地方分権は、悲境、地方への権限と財源の移管

であります。平成の大合併の一つ、地方分権社会

の受け皿づくりもあり、西予市としても市民サー

ビス向上となる権限、財源の移譲を望むところで

ございます。 

 以上、私の答弁とさせていただきます。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

○炭倉生活福祉部長 それでは、元親議員の２点

目の質問であります障害者自立支援法についてお

答えをさせていただきます。 

 障害者保健福祉施設施策は、行政がサービスの

内容や提供する事業所を決定する措置、制度から

平成１５年にノーマライゼーションの理念に基づ

き、障害のある人みずからサービスを選択し、事

業者と対等な立場で契約を結び、サービスを利用

することのできる支援費制度の導入により、飛躍

的に充実してまいりました。 

 しかし、支援費制度は次のような問題点が指摘

されておりました。 

 身体障害、知的障害、精神障害といった障害種

別ごとの縦割りでサービスが提供されており、施

設事業体系がわかりにくく使いにくいこと。サー

ビスの提供体制が不十分な地方自治体も多く、必

要とする人々すべてにサービスが行き届いていな

いこと。支援費制度における国と地方自治体に費

用負担のルールでは、ふえ続けるサービス利用の

ための財源を確保することが困難であること。ま

た、精神障害関係の施設や小規模作業所などは支

援費制度の対象外となっていること。 

 こういった制度上の課題を解決するために、平

成１８年４月に障害者自立支援法は施行されたと

ころでございます。制度のポイントといたしまし

ては、身体、知的、精神の３障害を一元化し、障

害の種別に関係なく障害福祉サービスを同じよう

に利用できる仕組みにあること。利用者負担が原

則１割負担になること。支給決定の仕組みが透

明、明確化されることなどとなっております。 

 まず、ご質問のうち応能負担から応益負担につ

いてお答えをいたします。 

 支援費制度での利用者負担は、ご質問のとお

り、障害者本人の所得に応じて負担するという応

能負担が原則でございました。平成１８年４月に

施行されました障害者自立支援法での利用者負担

については、１割の定率負担の応益負担となって

おりますが、軽減措置が設けられております。 

 また、所得に応じた４区分の月額負担の上限額

が設定されており、利用したサービス料にかかわ

らず、それ以上の負担が生じないようになってい

るところであります。なお、その月額上限負担額

についても、さらなる軽減措置が図られていると

ころであります。また、所得の取り扱いについて

も、制度の施行時には世帯全員の所得で月額上限
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負担額を設定しておりましたが、現在は障害者本

人及び配偶者の所得で設定できるよう改正された

ところであります。 

 次に、西予市では現状をどのように把握されて

いるかについてお答えいたします。 

 障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業の

中で相談支援事業を実施しており、各種相談を通

して状況を把握し、障害者のニーズに応じた対応

ができるよう配慮しているところであります。 

 次に、５年後の見直しに対して、追跡調査を怠

りなく実施されているかについてお答えをいたし

ます。 

 障害者福祉に関しましては、障害のある方々の

日ごろの生活状況やさまざまなサービスの利用以

降、市の障害者施設に対する意見などを把握する

ために、３年ごとに障害者または保護者へのアン

ケート調査を実施しているところであります。今

年度調査を予定しております。その中で、障害福

祉サービス等の意向についても調査することとし

ております。 

 次に、障害者の種類別に法律があったものをあ

らゆる障害者について法律を一元化することにつ

いてお答えいたします。 

 支援費制度は、施設で受けるサービスと居宅の

生活をサポートするサービスの中から、利用者本

人の選択によって適性な支援を選べることになっ

ていたところであります。なお、旧法の支援費制

度の対象は身体障害者、知的障害者、障害児とな

っており、精神障害者は該当になっておりません

でしたが、障害者自立支援法では障害の種類にか

かわらず、共通の福祉サービスを利用できる仕組

みとなったところでございます。 

 施設が受ける報酬については、障害者自立支援

法施行後入所、通所施設においては報酬の日払い

方式の導入、または入院や外泊期間中の取り扱い

が変更されたことなどから、施設の収入は減少し

ているものと考えられます。このような事業所に

対する激変緩和措置が設けられており、従前の月

払いによる報酬の９０％を下回る場合は、事業運

営安定化事業でその差額が助成されることとなっ

ております。なお、当市の出身の障害者が入所、

通所している障害者支援施設は２８カ所のうち、

この制度で助成を受けているのは７月現在で２カ

所となっているところであります。 

 次に、市町村を事業母体とすることについてお

答えをいたします。 

 障害者自立支援法では、市の責務として障害者

がみずから選択した場所に居住し、または障害者

もしくは障害児がその能力及び適性に応じ、自立

した日常生活または社会生活を営むことができる

よう必要な自立支援給付及び地域生活支援事業を

行うこととされております。当市においても、

個々の障害のある人々の障害程度やニーズを踏ま

え、福祉サービスを提供しております。保護者等

からサービスについての苦情は出ておりません。 

 次に、障害者区分判定委員についてお答えをい

たします。 

 保護者あるいは親の会の役員を委員に入れては

というお考えでございますが、３障害を公平に審

査するという点から、当市においては３障害に対

応できる医師、保健師、理学療法士、精神保健福

祉士、知的障害施設関係者各２名ずつ、計１０名

の委員で区分判定を行っているところでございま

す。今後も専門的知識を持った現在の構成により

慎重な審査を行い、実態に合った障害程度区分の

認定に努めてまいります。 

 次に、障害者も自立できる社会を目指すことに

ついてお答えをいたします。 

 障害者自立支援法のポイントの一つに障害者が

もっと働ける社会にという願いがあり、障害者が

一般就労へ移行することを目的とした事業を創設

するなど、働く意欲と能力のある障害者が企業で

働けるよう支援していこうとするもので、新しい

サービス体系においては、一般企業等への就労を

希望する人に一定期間就労に必要な知識や能力の

向上のために必要な訓練を行う就労移行支援や、

一般企業での就労が困難な人には働く場を提供す

るとともに、必要な訓練を行う就労継続支援のサ

ービスが受けられるようになっております。 

 当市におきましては、これまでの通所授産施設

として宇和ひまわりの郷があります。当施設は、

今年４月から新体系へ移行し、就労移行支援や就

労継続支援を実施しております。また、野村育成

園も４月から新体系へ移行し、新しく就労移行支

援を実施しているところでございます。障害者自

立支援法では、平成２３年度までに施設は新しい

サービス体系へ移行することとなっており、障害

者の自立に向けたサービスの提供など、ますます

施設の必要性が高まってくるものと思われるとこ

ろでございます。 
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 障害者雇用の問題は、まだまだこれからの課題

が多いものではございますが、企業を初め地域の

皆さんの理解を深め、障害者が自立して地域で安

心して暮らせるよう進めてまいります。 

 次に、障害者年金の停止、減額についてであり

ますが、まず第１点目の受給者への周知徹底につ

きましては、西予市は社会保険庁からの受託業務

で年金事務を処理しているため、障害年金請求の

時点で障害年金の概要と合わせ、停止、減額の当

該要件についても説明をしております。また、受

給者からの問い合わせ及び相談につきましては、

ケースごとに愛媛社会保険事務局宇和島事務所に

照会を入れながら回答をしているのが現状でござ

います。 

 次に、２点目のこのような停止該当の事例は、

西予市市内では発生していないかどうかにつきま

しては、現在把握している限り、このようなたぐ

いの苦情などは１度も受け付けておりません。障

害者年金の停止、減額の該当要件につきまして

は、所得要件で給与収入が扶養親族のない場合、

６４５万１，０００円を超える場合、全額停止と

なります。また、給与収入が扶養親族なしの場

合、５１８万３，０００円を超えると半額停止と

なります。なお、所得状況調査は毎年１回、７月

末から８月初旬にかけて行われており、その結果

によって支給停止あるいは半額停止の判定がなさ

れております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 元親孝志君。 

 

○１０番元親孝志君 それでは、市町村合併の検

証についての質問に対して再質問をさせていただ

きたいと思います。 

 先ほど市長から、６問の質問を一気に回答いた

だきまして、多少聞き漏らしている点もあるかも

しれませんが、まず一つ誤解ではないかと思うん

ですが、私の検証の必要性について市長は合併が

済んで今さらその合併がどうであったかという検

証は必要ないと、それは当然のことでありまし

て、私もそのことを検証せよと言うつもりはあり

ません。 

 ただ、これは１週間か１０日前の愛媛新聞のア

ンケート調査の結果でございますが、愛媛県東、

中、南予に分けて合併はよかったか悪かったかと

いうアンケート調査が出ております。これは、２

００７年にも同じ内容の質問、アンケートをとら

れておったようでございますが、その結果を見ま

すと、南予ではよかったと答えた人が１６．

６％、それから悪かったと答えた人が２８．

８％、これが２００７年と今回とで変わってない

ということであります。ということは、何を意味

するかということでございますが、私も見ており

まして、合併後いろんなことを施策を市長がやら

れておることはよくわかります。当然、これだけ

のことを合併後やっておるわけですから、住民側

からすれば合併して既に６年たっておるわけです

から、これは南予のアンケートですから、イコー

ル西予市のアンケートではありませんけれども、

やっぱり悪かったという数値が年々減ってくるの

が当然ではないかなというふうに思う、想像する

わけです。 

 ところが、愛媛新聞では変わらない、横ばいと

いうことでございますので、行政の努力というも

のがやはり住民に理解されてない面も多々あるん

じゃないかというふうに想定するわけです。そう

いったことをこれだけの投資をしながら合併後の

まちづくりを行政が進めておられるわけですか

ら、そういったものが住民側に理解されてないと

いう危険性、可能性もあるわけですから、私は検

証しながら行政がやっていることが、これが住民

にとっていいことなのか悪いことなのか、正しい

のか間違いなのかということは、逐一調査をしな

がら進めていかないと、ただ一方的に行政は一生

懸命やってるんですよと。あなた方わかりません

かだけでは、私は住民の理解を得られない、住民

の意見というものを吸収してやっていくために

は、適当な間隔でそういったものの住民の評価と

いうものを行政はチェックしていく必要性がある

んじゃないかということで、この質問をしたわけ

ですが、このことについて再度お伺いしたいと思

います。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、ちょっとぎっくり腰をや

っておりまして、この場でやらさせていただきま

す。まことに失礼いたします。 

 元親議員の再質問でございますが、私も今、合

併についての検証についてはわかったよと、する
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必要ないよと言われたのに対してちょっとほっと

しておるところでありますが、そういうご質問が

主に中心的にあるんではないのかなと推測したも

んですから、厳しいことを言わさせていただきま

したが、ちょっと安堵しました。 

 私どもは、合併のときに先ほども言いましたよ

うに、西予市まちづくり、西予市建設計画をつく

って、それに対して基本的には粛々と事業を進め

ていくというのが、私どもの今果たされておる大

きな使命であるとこのように思うわけでございま

す。 

 そういう中で、それをどのような状況でそれを

やっておるかというときに、地域審議会が重要な

役割を占めておると、このように地域審議会の役

割は、そこの中でどれだけのことを行政がやって

おるのか。その地域からの声を聞きながらそれを

検証いただくのが地域審議会と思っておりまし

て、それに十分私どもはお答えをしながら出して

おるところでございますし、またそういう意味で

は愛媛新聞の調査も私も見させていただきました

が、南予全体としては疲弊をした中で、これは合

併による疲弊かどうかっていうことが、皆さん非

常に混沌とされておるんではなかろうかと思いま

す。経済が疲弊したということがあります。 

 そしてその中で、先ほども言いましたように、

三位一体の改革の中で全体的に行政の財政規模も

小さくなって、そういうところに対して住民の

方々が頭の中で一つになってしまっておる可能性

も、私はあるんではなかろうかなあと思うわけで

あります。 

 そういうことを思いながら、住民の方々の意見

は十分私どもはいろいろな場面で吸い上げた中で

やっておりますし、やっていくのが行政だと思っ

ておりますし、何よりもかによりも、本日この場

でこういうご質問をいただくということも大事な

ことでありまして、そういうことを受けながらこ

のきょう傍聴の方々を含め、あるいは広報を出

し、あるいはＣＡＴＶに放映されることを聞いて

いただくことによって、住民の方々に認識と、ま

たご批判をいただけるようになるんやなかろうか

なと、このように思っておるところでございま

す。 

 以上です。 

 

○議長 元親孝志君。 

○１０番元親孝志君 それでは、もう一点質問さ

せていただきたいと思いますが、その前に今市長

誤解があるようなので、あえて私はこの場で申し

上げておきますが、私は今回の市町村合併、個人

的にはこれはもう絶対正しかったというふうに思

っております。 

 それは、私が議員であるという立場にもあるわ

けですが、例えば私は町会議員も経験しておりま

すが、町会議員で全国の自治体視察をやりまして

も、人口５万以上の町っていうの基本的に余りな

いんですよね。ですから、５万以下のレベルでの

おつき合いになりますが、市議会になりますと、

例えば横浜市３５０万、札幌市１８０万。そこと

我々は規模が違うけれども、市会議員としてのレ

ベルは同じですから、やはりこれは相当切磋琢磨

しなければいけないなという刺激をいつも受けて

帰ります。 

 これだけでも、町であるよりも市になってよか

ったなという思いを実感しておりますし、そして

また野村町時代にＣＡＴＶ事業を全市に広めたい

ということで、相当私の一般質問でもやってきま

したけれども、実質はできませんでした。そやけ

ども、西予市になりましたら全市を網羅するＣＡ

ＴＶ事業ができるというのも、これもやはり合併

の効果であるということで、もろもろ見ますと私

は市町村合併は正しかったというふうに思うわけ

ですが、先ほど言いましたように、３割近い人は

まだ納得されてないわけですから、そのことに対

しては十分説明責任を果たす必要があるんじゃな

いかということでご理解をいただきたいと思いま

す。 

 それから、もう一点ですけども、先ほど市長が

言われましたように、中心市街地の疲弊というも

のは、市町村合併によるものかどうかっていうの

は確かにこれは疑問があると思います。ただ一

つ、今回の市町村合併を国が言い始めた段階で、

日本の全国、少子・高齢化、過疎というのは既に

始まっておりました。当然そういう状況の中で市

町村合併をやれば、周辺地域が衰退するというの

は国はわかっておったと思う。 

 先ほど、山田公平氏の論文の一部を言いました

けれども、明らかに国は都市中心の社会を構築す

る効率のいい国づくりを目指した市町村合併であ

ったということは、私も何となくうなずけるよう

な気がするわけですね。ですから、市町村合併
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云々で町が衰退したとは言うつもりはさらさらあ

りませんけれども、現状としてこれだけ衰退して

おる状況に対しては何らかの手当てをしなければ

いけないというのは、これは明らかだろうと思い

ます。 

 これは、私は言い過ぎかもしれませんが、この

ままで何もしなければ、周辺地域、私は１０年以

降再生不能になると、それ以降に幾ら行政手当て

を施しても、もうもとに戻らない状況になるんで

はないかという危機感を絶えず持っております。

ですから、私はいつも所、場所構わず言ってます

けども、１０年以内に何らかの再生手当てをやっ

ていくべきであろうと、そういう自覚を行政側も

持っていただきたいということをいつも言ってお

るわけですが、そういう状況にありますので、先

ほど市長の答弁の中で、光の当たらないところに

光を当てるのが行政の仕事というふうに答弁をい

ただきましたので、私も見るに見かねるのは、特

に旧役場があった周辺というのは、これは極端に

目に見えて衰退いたしております。何らかの手当

てというか政策が要るんじゃないか。そこをひと

つ行政は重点的な施策をお願いしたいという質問

でございますが、ご答弁いただければお願いした

いと思います。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 今ほどのご質問についてお答えさせ

ていただきますが、具体的な事例等々については

非常に難しい問題にぶち当たるわけでございま

す。 

 ただ、私どもも旧町の例えば役場があった周辺

という限定的に解釈をした場合に、そこに中心機

能がなくなっておるので、いろいろな例えば経

費、費用等々が落ちなくなっておるということ

は、確かに別の角度で言いますとあるんではなか

ろうかなという気はいたしておるところでありま

す。 

 そういうことを踏まえながら、西予市の建設計

画の中でも、例えば三瓶から見ますと、三瓶の役

場周辺には海の駅をつくったり、あるいはホテル

三瓶本館をつくったりすることによってあの辺の

にぎわいを増していく、そういうことをしてきま

した。 

 また、例えば野村地区については乙亥会館も完

成をして、中心市街地、あるいはまさしく国の経

済産業省の中心市外活性化のやつを取って、乙亥

会館等々やったわけでございまして、そういうこ

とを含めながら各地域にも市としては手当てをし

てきたところでございまして、それをいかに生か

すかということが今から大事なわけでありまし

て、つくってしまったら終わりなんだよという発

想ではだめだと。 

 だからそれを今から生かし切るという発想を変

えていくとこが大事だと。だから、本庁舎が旧町

の本庁があっただけに頼っておった、いわゆる補

助体質から抜け出て、自分たちが自分たちの力で

地域をつくっていく力が今から大事だと。そうい

うことに対して行政も手当てをすることについて

は、大事だとこのように思っておるところでござ

います。 

 以上です。 

 

○議長 元親孝志君。 

 

○１０番元親孝志君 それでは、最後の３点目の

再質問をさせていただきたいと思います。 

 市長の答弁、よくわかりました。 

 それでは、障害者自立支援法についてでござい

ますが、先ほどの炭倉部長の答弁を聞く限りにお

いては、十分になされておると判断をするわけで

すけれども、これは福祉の社会保障に関しては、

先ほど壇上で申し上げましたが、やはり充実する

にこしたことはない。 

 しかし、これは当然受益と負担の関係がござい

ますので、負担は少ない方がいい、受益は多い方

がいいという考えは矛盾するわけでございますか

ら、非常に難しい問題でございますが、私今回こ

の質問をするに当たりまして、関係者の話の意見

を聞きますと、一番懸念されておることが障害者

の区分判定委員と障害者区分判定委員の任命、先

ほど専門家１０名によって構成されておるという

話でございましたが、このことに対しては非常に

強い要望もあるようでございますので、ひとつ今

後においてご検討いただけるかどうかお伺いいた

しまして、質問を終わりたいと思います。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

  （「要望じゃけん要望で通すようにしてや」

と呼ぶ者あり） 
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 要望ですか。 

  （「要望ですからもう答えなし」と呼ぶ者あ

り） 

 暫時休憩します。（休憩 午前１０時０１分） 

 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時０

１分） 

 １８番兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 ただいま、議長より発言の許

可をいただきましたので、事前に通告をしており

ました３項目につきまして、理事者の所信を伺い

たいと思います。よろしくお願いをいたします。 

 最初に、過疎化、高齢化の進展に伴う限界集落

対策について伺います。 

 市の高齢化率は、昭和４０年ころにはわずか１

０％程度であったようでありますが、平成の大合

併のころの平成１６年には３１％と飛躍的に伸

び、現状では約３６％と高齢化が進行する中で、

高齢者世帯や独居老人、寝たきり老人、痴呆性老

人などが増加しており、要介護老人と家族の福祉

ニーズは年々高まり多様化しております。高齢者

が生きがいを持って安心して生活をしていくため

には、保険、医療の確保、生きがい対策の推進、

在宅福祉の充実を関係機関のとの連携により積極

的に推進をしていかなければならない時代背景に

あると思われます。 

 西予市における行政区、いわゆる集落は現在３

３５ありますが、限界集落、過疎化などで人口の

５０％が６５歳以上で、高齢者により冠婚葬祭な

ど社会的共同生活の維持が困難になった集落が現

在２０％程度あるようであります。１０年後に

は、西予市の集落のうち約７０％が限界集落にな

ると予測されております。 

 老いや介護はだれしもが長い人生の中では経験

をしなければならないことであります。あすは我

が身であります。そのような状況の中で、市とし

ては限界集落対策モデル地域を指定し、また予算

化もして事業の推進を図られておりますが、どこ

の地域でどのような事業を行う計画があるのか、

まず伺いたいと思います。 

 次に、西予ＣＡＴＶ事業の進捗状況について伺

います。 

 ＣＡＴＶ事業においては、山間部に集落の点在

している西予市にとって、テレビの難視聴地域が

人口比で約３割、共聴施設が１１５に上り、西予

市は２０１１年７月のアナログ放送の終了を控

え、西予市ＣＡＴＶ放送センターが最近開設とな

りました。 

 総事業費は約３０億円で、合併特例債や総務省

の補助金を利用することで、市の負担は約５億円

程度となっております。工期はエリア別に３期に

分け工事実施していくようでありますが、１期エ

リアでは既に住民対象の加入推進等の説明会を行

っておりますが、現時点での加入状況はどのよう

になっているのか。 

 さらに、西予市独自のケーブルテレビ放送の番

組の内容の充実を図るべきではないかというふう

に思っております。これは、野村ケーブルテレビ

から西予ケーブルテレビに大きくなります。今か

ら入れる方々にこのケーブルに加入してよかった

と言われるような番組の内容の充実を求めるもの

であります。 

 以上、申しました２点につきまして所見を伺い

たいと思います。 

 次に、西予市の財政の健全性について伺いま

す。 

 世界的な不況が地域に影響し、先の見えない長

引く不況の中、今、西予市が事業実施している本

庁舎の建設、ＣＡＴＶ整備、また早急に取り組ま

なければならない病院改革プランの新病院建設に

関する検討、し尿処理場の建設、八幡浜広域圏ご

み焼却施設計画など、市民に直接影響のある大型

事業の推進を図らなければなりません。 

 市にとっては、幸い昨年１２月には地域活性

化・生活対策臨時交付金約７億円、さらに今年の

６月の末では地域活性化・経済危機対策臨時交付

金約９億５，０００万円など思いがけない臨時交

付金を受け、一息ついたかのように思われます

が、しかしながら西予市内においては、野村町に

は電子機器メーカーのさくらクリエイトが５月に

閉鎖されまして、従業員の約１２０名が解雇とな

り、再雇用の場を求めるのが現状であります。 

 さらに、税収減や景気対策のために大規模な財

源の支出が響き、今年度末には国の債務残高が９

００兆円を突破する見通しで、不況の克服の後、

財政再建策が西予市の今後にとって最大の政策課

題であろうと私は思います。厳しくなる国、県、

西予市の財政状況の中、必要とする事業推進のた

め、西予市独自の経済基盤の構築が急務と思われ
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ますが、市長は今後の財政運営をどのように推進

し、取り組んでいかれるのか所見を伺い、私の一

般質問を終わります。 

 

○議長 別宮副市長。 

 

○別宮副市長 兵頭議員の過疎化、高齢化の進展

に伴う限界集落対策についてお答えをいたしま

す。 

 限界集落対策につきましては、昨年度アンケー

ト調査、さらには聞き取り調査等を実施をいたし

ました。準備を進めてきたところでございます。

今年度から実施期間と位置づけて、町内プロジェ

クトチームの検討結果を限界集落対策会議に諮

り、西予市における限界集落対策基本方針を集落

の維持、活性化と定め、その政策展開として西予

市生き活き集落づくり事業を７月末に制定したと

ころであります。 

 生き活き集落づくりの事業では、実施対象区域

を本年４月１日の住民基本台帳で６５歳以上が５

０％を超える行政区、７４集落あるわけでありま

すが、その行政区域を含む地域として集落みずか

らが住民参加のもとで、今後１０年間の構想と５

年間の実施計画を集落づくりとして策定し、計画

に基づき実践する集落内での取り組みに対して、

市が支援をすることにより住民が生き生きとした

集落づくりが推進できるものであります。 

 事業内容は、集落づくり計画の策定への支援と

して、計画策定に必要な経費を５０万円を限度に

助成をするものであります。あわせて実施計画に

基づく集落支援活動事業には、事業費の２分の１

以内を助成するものであります。 

 また、集落支援員の設置につきましては、本事

業を実施しようとする集落、地域において計画策

定や話し合い等に必要な支援員を委嘱する予定で

あります。本事業の推進のため、集落支援アドバ

イザーを設置することとしており、各種研修会な

ど集落リーダー等人材の育成も行う予定でありま

す。 

 ご質問のありましたように、今年度はモデル集

落を設置し、集落づくりへの取り組みを重点的に

支援をしてまいりたいと考えております。 

 モデル集落は、山間地における集落点在状況と

農漁村集落の高齢化、また昨年の集落聞き取り調

査結果などを勘案をいたしまして、市内の３地

区、野村町惣川地区、城川町窪野地区、旧明浜町

の高山地区の３地区をモデル集落に指定をいたし

ました。アドバイザーの派遣や地元行政職員によ

る推進チームを設置し、集落づくり計画の策定に

向け取り組むことといたしております。 

 また、社会福祉推進事業による要援護者支援シ

ステム構築とあわせた集落づくりにも取り組むと

ともに、限界集落対策の一つであると考えており

ます。 

 集落におけるさまざまな取り組みが、行政主導

ではなく、住民みずからが自分たちの集落で何を

すべきか、何ができるかを考え、計画し、実践す

る取り組みに対しまして、市が支援していこうと

いうものであります。住民と集落、行政が一体と

なった協働の精神で集落の維持、活性化に向け取

り組んでまいりたいと考えているところでありま

す。 

 以上、答弁といたします。 

 

○議長 清水総務企画部長。 

 

○清水総務企画部長 それでは、西予ＣＡＴＶ事

業の進捗状況についてお答えをいたします。 

 西予ＣＡＴＶ事業につきましては、今年７月に

放送センターを開所し、第１期エリアであります

宇和地区と野村地区の中心部のエリアでは接続工

事が随時行われている状況でございます。他のエ

リアにつきましても随時工事を行っておりまし

て、平成２３年７月２４日のアナログ停波に間に

合わせるように進めております。 

 そこで、現時点での加入状況でございますが、

西予ＣＡＴＶへ問い合わせを行いましたところ、

８月２４日から引き込み工事が始まり、８５世帯

の整備が完了しているところでございます。ま

た、既に約１，０００世帯の方から加入申込書を

受けておりまして、準備の整った世帯から視聴で

きるようになっております。 

 また、このほかに約４，０００世帯の方から加

入意向の連絡を受けておりまして、合計約５，０

００世帯でありまして、この世帯数の確保は確実

なものとなっております。 

 ２点目の自主放送の充実についても同様に問い

合わせを行いましたところ、現在、よりよい番組

を作成するために職員の養成を行っているだけで

はなく、市内でビデオ撮影に興味のある方を集
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め、ビデオクラブ的な団体を組織し、自主放送の

番組素材づくりを計画いたしております。 

 また、映像による放送だけではなく、デジタル

放送の特徴でありますデータ放送を活用し、テレ

ビの画面で西予市の天気やニュースに加え、西予

市ホームページに掲載しております西予市からの

お知らせ、暮らしのガイドや農業情報を各関係機

関が連携をしまして発信を行う農業だよりの配

信、さらには市民の広場というのを設けまして、

警察、消防からのお知らせやイベント情報、バス

の時刻表及び休日当番医の情報もいつでも好きな

時にテレビ画面で閲覧できるサービスを提供して

おります。 

 今後、テレビ番組の内容だけではなく、このデ

ータ放送の情報の充実を図り、より魅力的で市民

に密着した情報を発信し、満足度の向上に努める

ということであり、西予市も連携して自主放送の

充実に努めたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、兵頭議員の３点目の西予

市の財政の健全化について回答をさせていただき

ます。 

 昨年秋に発生した世界同時不況の影響を受け、

戦後最悪の経済危機に陥っておりますが、このご

ろの指標を見てみますと最悪期は脱した、このよ

うに思われます。 

 国、地方の財政状況においても、不況に伴う税

収の減や数度に及ぶ緊急で大規模な経済対策によ

り、平成２１年度末の国、地方を合わせた長期債

務残高が８０４兆円に及ぶことが見込まれ、主要

先進国中最悪の水準にあるなど極めて厳しい状況

であり、大きな負担を将来世代に先借りするとい

った異常な事態が続いております。 

 一方、本市の市債務残高は、合併前の各旧町の

大型事業の実施や合併後の新市建設計画に基づく

大型事業等の実施により市債発行額の急増により

まして、平成２０年度末の市債残高は普通会計で

平成２１年度当初予算の１．３倍に当たります約

３２５億円、全会計では４４５億円に及んでおり

ます。 

 類似団体の平成１９年度の地方債残高の平均で

は約１８４億円であり、およそ１．８倍の債務残

高となっておる状況であります。ただ、後年度に

交付税措置のある有利な過疎債、辺地債、合併特

例債の起債を借りておりますので、実質的には現

借入額の大体４０％ぐらいだと、このように思っ

ております。 

 ご案内のとおり、今後においても総合計画に基

づく庁舎建設計画やＣＡＴＶ整備事業、汚泥再生

処理施設の整備事業等の大型事業の推進による起

債借入額の高どまりが懸念されておりまして、起

債残高もそれに呼応してほぼ横ばい状態で推移す

ることが想定されます。財政の硬直化を避けるた

めに、行政評価システムに基づく総合計画やすべ

ての会計において普通建設事業の抜本的な見直

し、削減を行い、節度ある起債管理と発行総額を

抑制することが課題となっております。 

 平成１９年度６月に設置した地方公共団体の財

政の健全化に対する法律、いわゆる財政健全化法

でございますが、により示されました４つの健全

化判断比率が実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費率、将来負担比率及び資金不足比率と

このようになりますが、今後の財政運用における

重要な指標となってまいります。 

 本市の平成２０年度決算における各比率は、前

年度同様いずれの指標も早期健全化基準を下回っ

ている状況でありますが、今後実質公債費率につ

いては一般会計における公債費の増加とともに、

特別会計への繰出金のうち元利償還の財源に充て

たと認められる額の増大等により上昇して、将来

負担比率についても、特別会計等への地方債の元

金償還に充てる一般会計等からへの繰り出し見込

み額や充当可能な基金の減少等により大幅に上昇

することも見込まれ、財政健全化に当たり慎重な

運用を行う必要があります。 

 このように厳しさを増す財政状況において、真

の自立を目指し、すべての職員が財政危機に対す

る認識をさらに深めるとともに、前例にとらわれ

ない柔軟な発想や行政経営感覚が求められるとこ

ろであり、行政評価システムをもととしまして事

務事業全般の徹底した見直しや各種施策の優先順

位についての厳しい選択を行いまして、めり張り

のある資源配分と経理、市政の効率化に徹した簡

素で効率的な行政システムの確立に留意いたしま

して、財政健全化を図っていきたいと考えている

ところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 
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○議長 兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 ちょうど休憩の時間前でござ

いますので、１点だけひとつ再質問を簡単にさせ

ていただきます。 

 ちょうど今、ケーブルテレビ事業の件でお尋ね

をしたわけでございますが、８月２４日から接続

の工事をしておるということであり、現在１，０

００世帯の加入が、契約ができておるということ

でございます。 

 今回の第１期の工事エリアは宇和の中心地と野

村の中心地であろうというふうに思います。その

宇和と野村の加入率はどのようになっておるの

か。このケーブルテレビは、三瓶町を除く４町に

またがるというふうに、３期に分けてやられると

いうふうに思いますが、先ほども申し上げました

ように、くどいようでありますが、加入してよか

ったと。今から新しく西予ケーブルテレビに入っ

て、加入してよかったというように、今までも努

力はされておると思いますが、さらなる努力をし

ていただきたい。 

 今現在、昼間も放映はされておりません。され

ておらんではない。ＣＭのテレビショッピング的

なことばかり放映されておるというふうに思いま

す。やはりくどいようですが、内容充実も図って

いただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

 

○議長 清水総務企画部長。 

 

○清水総務企画部長 第１期エリア分の宇和、野

村の中心部の加入率はということでございます

が、この第１期分のまとめた数字はつかんでおり

ませんが、要するに今年、周辺部いわゆる農振地

域の方は進めてまいりますが、こういったものを

含めますと、いわゆる宇和地区、野村地区全体の

加入率を申し上げますと、宇和では今加入予想を

立てておりますのは約２０％、そして野村におき

ましては約６０％、こういった加入予想を立てて

おります。 

 そしてまた、現在のところ野村におきまして

は、既に申し込み済み件数が約１，０００世帯ご

ざいます。そして、宇和のほうでは１６０世帯と

いうような申込件数になっております。 

 また、今後の自主放送のほうでございますが、

先ほどもお答えしましたように、ビデオの撮影に

興味のある方を集めまして、ビデオクラブを、組

織を立ち上げましてさまざまなイベント情報を流

してまいりたいと思っておりますし、今現在、保

健センターの下にテレビを設置しておりますが、

このテレビを見ていただきますとよくわかります

ように、データ放送がもう既に流れております。

ぜひ、このお帰りの際にはそのデータ放送を見て

いただきたいとこのように思います。そういう中

で、それぞれ農業だより、こういったものを放送

しておりますので、ぜひ見てお帰り願いたいとこ

のように思います。 

 以上でございます。 

 

○議長 兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 ただいまの部長の説明でわか

ったわけでございますが、１点だけお尋ねをいた

します。 

 今の加入率でありますが、宇和が２０％、野村

が６０％、野村は１，０００世帯の予約ができそ

うだが、宇和町においては１６０戸というような

差があると思いますが、宇和町で加入が少ないの

はどういう原因か。それだけお尋ねをいたしま

す。 

 

○議長 清水総務企画部長。 

 

○清水総務企画部長 これは、私の私見でござい

ますが、やはりデジタル放送が既に受信できてお

る、いわゆる難視聴地域は少ないというようなこ

とが一番大きな要因ではなかろうかとこのように

思っております。 

 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午前１

０時３０分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１０時

４６分） 

 引き続き一般質問を行います。 

 ２番二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 公明党の二宮一朗でございま

す。 

 議長の許可をいただきましたので、一般質問を
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させていただきます。 

 初めに、８月３０日に行われた衆議院選挙の結

果につきましては、政権交代という大きな風をま

ともに受けた結果となり、今後の国政が民主党中

心とした連立政権で進んでいくということになり

ました。私たち公明党は、約１０年間の自公連立

政権の中で、あくまでも生活者の目線で弱い立場

の人たちの声を国政に届けて、多くの実績を積み

重ねてまいりました。特に、国の予算の配分にお

いては、福祉や医療、子育て支援や教育といった

分野において、過去の自民党単独政権のときより

も、特に貢献をできたものと思っております。 

 今回の選挙は、今の選挙制度の中での結果であ

り、これも民意なのかなと受けざるを得ません

が、新しい政権が新しいリーダーのもとで国民目

線のかじ取りをしていただくように心より願って

おります。私たち公明党は、野党として全国の地

方議員３，０００名が国民の皆様の声をしっかり

聞かせていただいて、今後も国政に届けていかね

ばならないと決意を新たにしておりますので、ど

うかよろしくお願いをいたします。 

 また、今後、国がどのような方向に行くかはよ

くわかりませんが、西予市においては三好市長の

強いリーダーシップのもとで、行政の責任として

市民の皆様の生活、生命、財産を守ることに全力

を注いでくださいますよう心よりお願いを申し上

げます。 

 前置きはここまでにいたしまして、通告をいた

しております２点について質問をさせていただき

ます。 

 まず１点目、今回の農地法の改正は西予市の農

業復活の起爆剤となるんでしょうかという点につ

いてご質問をいたします。 

 １９５２年の法改正以来、初めての大幅見直し

となる改正農地法が６月１７日に成立をいたしま

した。国内の農地がピーク時の７割程度まで減

り、使われていない農地も増大し続ける中、今回

の改正では法の理念を転換し、農地の位置づけを

抜本的に変えたものとなっております。同法は、

農地について第１条で耕作者みずから所有するこ

とを理念として掲げてきておりましたが、改正法

におきましては効率的に利用することに重点を移

し、新たな農業者の参入に道を開いたものであり

ます。 

 この背景には、農地所有者の高齢化や後継者不

足という深刻な問題があります。また、農地面積

が減少する一方で、作物をつくらず放置されたま

まの耕作放棄地は年々ふえ続け、今では埼玉県の

面積に匹敵する約３９万平方キロまで拡大をして

おります。歯どめがかからない状況となっておる

のが現実であります。そのため、従来農地を所有

できるのは農家と農業生産法人だけだったのです

けれども、農地の適正な利用を大前提として企業

にも円滑に貸し出せるようにし、農地の貸借期間

も２０年から５０年以内へと延長をされました。 

 一方で、違反転用については罰則を強化し、特

に法人の罰金額は３００万円以下から１億円以下

へと大幅に引き上げられております。また、農地

を面的にまとめ効率的な利用を進める観点から、

市町村やＪＡなどが農地所有者からの委託を受け

て農地の貸し付けを行う農地利用集積円滑化事業

も創設をされました。 

 今回の農地法に盛り込まれた諸策が具体化すれ

ば、農地の保全、活用を促進し、食料供給力の向

上、地域活性化と雇用創出を促すものと期待をさ

れていると思いますが、この改正法だけで今の農

業を取り巻く問題が解消をされるわけではないと

思います。今回のこの改正法を第１歩として、こ

の西予市の農業の将来を切り開いていく態度こそ

が求められていることだと思います。 

 西予市の基幹産業である第１次産業の復活、再

生はだれもが口に出し、だれもが思い、願ってい

ることであります。特に、西予市の１０年後を思

い描いた時、先ほどもありましたように限界集落

や少子・高齢化からの人口の減少なども切り離し

て考えることはできません。 

 まずは、この農地法改正をきっかけとして西予

市としての農業再生のデザインを構想し、西予市

の農業をどのように位置づけ、発展させていくか

という骨太の青写真を示していくことが、農家に

限らず市民の皆さんが西予市に対しての希望を失

わず頑張っていく意欲につながるものと信じてお

ります。 

 そこで、２点についてお伺いをいたします。 

 まず最初に、今回の農地法の改正によって、行

政として農家の皆さんへ具体的にどのような支援

ができると考えておられるのかお尋ねをいたしま

す。 

 ２点目に、未来に向かってこの農業が西予市の

中でどのような方向性で進むべきなのか、また進
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んで行けばいいと行政として考えておられるの

か、この２点についてお伺いをいたします。 

 続きまして、２点目の質問、介護支援ボランテ

ィア活動の導入、推進についてお伺いをいたしま

す。 

 介護保険制度における地域支援事業として、市

町村の裁量により介護支援ボランティア活動を推

進する事業を行うことが平成１９年５月から可能

となっております。この事業は、東京稲城市が高

齢者による介護支援ボランティア活動を介護保険

で評価をする仕組みを創設したいとの構造改革特

区要望を平成１８年に提出したことをきっかけと

して、介護保険制度を活用したボランティア活動

支援の仕組みが検討された結果、地域支援事業交

付金を活用した取り組みが可能となったものであ

ります。 

 具体的には、介護支援ボランティア活動実績に

応じてポイントを交付するもので、ポイントは介

護保険料や介護サービス利用料に充てることがで

き、実質的な保険料負担軽減にもつながります。

それだけではなく、高齢者がこの活動を通じて、

社会参加や地域貢献をすることができ、かつ自身

の健康増進を図ることにもつながり、いわゆる介

護予防にも役に立つというものであります。 

 この事業は、平成１９年９月から稲城市が全国

で初めて実施をし、その後東京の各区や市を初め

全国で現在３０近い市町村にも取り組みが広がっ

ている状況であります。全国的に見ると、まだま

だ試行的な状況に近いとは思われますが、西予市

の第４期高齢者福祉計画、介護保険事業計画の中

の第３節に、生きがいづくりと社会参加の促進の

中でボランティア活動等への支援と明記をされて

いること。また、現在の高齢者支援も必要だとは

思いますが、高齢者の皆さんがみずからの意志で

行うボランティア活動はより生きがいとなって、

介護保険料の抑制にも必ず効果があらわれてくる

ものだと思っております。 

 以上のことから、ポイント制で実質的な介護保

険料の軽減、地域社会への貢献、参加者自身の介

護予防に役立つなど、まさに一石三鳥だと考えて

おりますが、ぜひ導入への取り組みを検討される

べきだと思うのですが、西予市としてのお考えを

お聞かせ願いたいと思っております。 

 以上２点、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上で質問とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 それでは、二宮一朗議員１

点目の質問であります農地法の改正は西予市の農

業復活の起爆剤となるのか。 

 １つ目、今回の農地法の改正によって、農地へ

どのような支援ができるのかについて。 

 ２つ目、農業が西予市の中でどのような方向性

で進むべきかにつきまして、お答えをいたしま

す。 

 まず、１点目の農地法の改正は西予市の農業復

活の起爆剤となるかについての質問でございます

が、二宮議員の質問内容のとおり、現行農地法で

は農地はその耕作者みずからが所有することを最

も適当であると認め、耕作者の農地の取得を促進

してきましたが、今回の農地法の改正により農地

が地域の貴重な資源であること、農地を効果的に

利用する耕作者による地域との調和に配慮した権

利の取得を促進すること等が明確化されます。 

 農地について所有権、貸借権等の権利を有する

ものは当該農地の農業上の適性かつ効果的な利用

を確保しなければならない旨の責務規定が新たに

設けられました。貸借の規定が見直されたことに

より、農業生産法人以外の法人等も一定の条件の

もとで農地を借りられるようになります。 

 このことにより、農地を有効的に利用するため

に農地利用集積円滑化事業が創設されます。市で

は農地利用集積円滑化団体を整備し、その団体が

農地を貸してから一括引き受けてまとまった形で

担い手に配分することにより、効果的な農作業が

可能となり、生産性の向上が図られます。 

 西予市におきましては、１０３ヘクタールの耕

作放棄地が存在しております。農地を有効に利用

することから、耕作放棄地になっている農地を解

消するために耕作放棄地対策協議会を既に設置し

ておりまして、耕作放棄地再生利用緊急対策交付

金により荒れた農地を再生し、営農を再開する農

家に対し補助金を交付して支援を行いたいと考え

ております。 

 ２点目の、農業再生はどのような方向性で進む

べきかにつきましてのご質問でございますけれど

も、西予市におきましてはさきの調査の結果によ

り耕作放棄地が増加しているのが現状でありま
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す。もともと生産性の高い優良農地は所有者自身

が耕作を続け、利用できるのは山間地などの条件

が不利な場所が多いことや、整地費、初期投資な

ど、農業への参入は多くの壁に立ちはだかると思

われます。 

 しかし、西予市総合計画で位置づけしておりま

す、本州すっぽり西予、海から里、山までの起伏

に富んだ地形でバラエティーに富んだ多種多様な

農業経営形態が施行されることが可能でありま

す。今後、農業参入者希望がありますれば積極的

に進め、農業再生の起爆剤につなげていきたいと

考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、二宮議員の２点目の介護

支援ボランティア活動の導入推進についての質問

に答えさせていただきます。 

 地域支援事業につきましては、平成１８年度か

ら第３期の介護保険事業計画策定を機に介護保険

法が改正され、予防重視型のシステムへの転換を

図ることを目的として新たに創設されました。 

 内容としましては、地域で生活する高齢者が要

支援、要介護状態になる前から介護予防を推進す

るとともに、地域における包括的、継続的なマネ

ジメント機能を強化することから、市町村が実施

するものであります。 

 現在当市においての事業内容は、要介護状態に

陥るおそれの高い虚弱高齢者や一般高齢者を対象

とした介護予防事業。次に、要介護状態に陥るお

それのある虚弱高齢者、特定高齢者であります

が、介護予防を推進するための介護予防事業のマ

ネジメント、それや地域の高齢者実態把握、高齢

者やその家族などから相談を受け、介護予防以外

の生活支援サービスとの調整等を行う相談事業。

虐待にあっている人などの早期発見と権利擁護の

ための権利擁護事業。そのほか任意事業としまし

て、家族介護の支援事業などを実施しているとこ

ろでございます。 

 ご質問の介護支援ボランティア活動について

は、平成１９年度に国から地域支援交付金を活用

して実施することが可能であると示されました。

県内におきましては、ことし７月から久万高原町

が取り組みを始めたところでございます。 

 この介護支援ボランティア活動を通し、高齢者

が地域に貢献することを積極的に奨励、支援する

ことによって、高齢者自身の社会参加活動を通じ

て介護予防を資することと、生きがいづくりを目

的としてその結果、生き生きとした地域社会とな

ることを目指すものです。 

 本市におきましては、超少子・高齢化社会が進

展する中、高齢者の介護予防の推進や住民相互に

よる地域に根差した介護支援などの社会参加活動

を大変重要な取り組みとして認識しているところ

でございます。 

 ご質問のとおり、第４期高齢者福祉計画介護保

険事業計画の中で、生きがいづくりと社会参加の

促進としてボランティア活動などの支援を地域支

援活動の活用を踏まえて、地域の中で自主的に活

動する高齢者のボランティアグループの育成と支

援に努めていくとともに、新たなボランティア活

動及び団体の発掘支援等に努めることを明記して

おります。 

 介護支援ボランティア活動の導入については、

老人会や社会福祉協議会等の事業において無償で

の活動も実施いただいている事例もありますの

で、ポイントを付与する範囲やボランティア活動

の受け入れ先となり得る介護福祉施設や老人会や

社会福祉協議会などのご意見もいただいて、導入

後間もない事業でございますので、先進地の導入

効果や問題点などを調査しますとともに、本市の

予防介護事業の取り組みなどを合わせて総合的に

検討してまいりたいと思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 ２つともの項目につきまし

て、積極的なご答弁を大変にありがとうございま

した。最初の農地法改正の件でちょっと１点だけ

お伺いをしたいなと思います。 

 今、耕作放棄地等々の分については補助金を交

付するとか、あと後半の分については取り組みが

あったら積極的に支援をするというお気持ちはい

ただいたんですけれども、私が今回この質問の中

で、起爆剤になるかというふうな言葉を使いまし

たのは、今回の法改正の中でＪＡとか市町村がリ

ードをして、農業がこういう産業になり得るよと

いうふうなことを市民の皆様また農業されている
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方に示していく、その方向性をリードをしていく

というふうなお考え方はないのかなということ

で、考え方がないのかなというよりも、そういう

ふうになってほしいなという私の思いで質問をさ

せていただきました。 

 今までの過去も国の法律が決まって、県や市町

村の各自治体におりてきて、その施策の中でこの

予算の中でこういうふうなことをするというのが

もちろん原理原則ではありますけれども、今回２

点目に言いました介護ボランティア、これは東京

の稲城市がみずからこういうふうにしたいという

ことを国に訴え出て、国の法律として全国に広ま

ったものであります。こういうふうなことが例え

ば農業においても、いろんな少子・高齢化、限界

集落その地域地域で、市としてうちはこうです

よ、だからこういうふうにしたいんですというこ

とで、逆に国へ持ってあげれるような、そういう

ふうな仕組みというのができれば、すぐには、も

ちろん期間的にかかると思いますけども、そうい

う方向性が市民の皆様にもわかれば、希望となっ

たり勇気となったりやる気となったりするんじゃ

ないのかなという思いで質問をさせていただきま

したんで、１点目の農業、今回は農業の質問です

んで、農業の点について、もしそういうお考えが

できるかなということであれば、返答いただきた

いなと思います。お願いします。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それではまたこの場からやらさせて

いただきますが、二宮議員の再質問でございます

が、この農地法に基づくものから発展して、農業

の根本的なところの問題をご指摘されておると、

このように思うわけであります。 

 今、これまでの日本の農政というのはどうであ

ったかっていうところから発する必要があろうと

思います。 

 まず、今までの農林水産省が持っておった考え

方は経営規模の拡大であったと思います。いわゆ

る認定農業者を中心として経営規模を拡大するこ

とによって支援事業をしていこうと、そういうと

きに何が問題かというと、いわゆる私どもの中山

間地域を多く抱えておるところはそれには無理が

ある。だからその辺のところをどうするかってい

うのは大きな課題となっておる側面もあったとい

うことであります。 

 それと、今回の農地法の改正に基づいて、どう

いうものを参入をさそうとしたというのは、先ほ

ど部長のほうが答えたとおりでございますが、い

わゆる企業的な発想を持って農業に参入をさそう

とする意図であろうと思いますが、それが今後ど

うなるかについてはまだまだわからない側面もあ

ります。 

 ただ、資金の導入が企業的な発想をされるとこ

ろから入ってくる可能性も秘めてきたというの

が、今回の農地法の改正の主な要旨だと思ってお

りますが、先ほど言いましたように、私どもの西

予市がそれですべて当たるかどうかになると、非

常に疑問であるわけでございます。 

 私は先般、大田市場の東一、東京青果の上田専

務が退職されるに当たって、上田専務にも今まで

のお礼と会いに行ってまいりましたけれども、こ

の方々からしますと今の農政のあり方の中で、地

域はいかにそういう国の体制だけではなしに、み

ずからが売り込む力を持たないとだめだよと。だ

からいかに自分らが売り込む力を持つ、そういう

体制づくりを私どもは今からやっていく必要が農

業の中にあるんだと、このように強く私も思った

ところでございますが。 

 今回も農協のほうで新たに西予市の農業を再生

すると、根本的なことから始めてやろうという１

つの取り組みの計画書をつくられております。こ

れも非常に重要なものだとして市としてもとらえ

て、市も職員も、計画づくりに参画をさせていた

だいておるところでございまして、それをもとに

大きく今後新たな西予市農業をつくるための展開

もやっていったらなと、このような思いでござい

ます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 市長の今言っていただいたこ

とが、まさに今から進めていっていただきたいな

という僕の思いでありますけれども、今回は農地

法改正ということで農業をきっかけにということ

で質問をさせていただきましたが、市民の皆さん

は先ほどからいろんなお話が出とりますように、

１０年後人口がこんだけ減って集落がどうなるの

かとか、いろんな思いが、不安があるわけですよ
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ね。 

 そういう中で、今回農業ということをきっかけ

にこれが産業になって、要するに後継者が残って

くれて子供たちがふえて、また今度子育て支援に

市が協力をしてというふうなビジョンが、何年か

先のビジョンが見えていけば、本当に西予市とし

て明るい未来があるんじゃないかなと。今回農地

法がこういう改正になりましたんで、それをきっ

かけに、主として農業がなっていただきたいなと

いう思いで質問をさせていただきました。 

 市長はご理解をされとると思いますんで、ぜひ

とも今後期待をしておりますので、どうかよろし

くお願いをいたします。 

 以上でございます。 

 

○議長 次に、１７番酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 通告いたしました件につ

きまして議長に許可をいただきましたので、ただ

いまより一般質問をさせていただきますが、まず

もってお断りしておきますけれども、第１問目の

衆議院議員選挙を終えてという質問でございます

けれども、一般質問の締め切り日が８月２４日が

締め切りでございましたので、内容につきまして

はまだどちらの政権になるかわからないという形

の中で、理事者のほうへは質問を回しておりま

す。 

 ただし、やはり今回の選挙は歴史的な流れの中

で民主党中心型の政権が生まれました。日本の歴

史、政治歴史の中で非常にすばらしいというか、

大きな流れの国民の選択であったんであろうと、

かように思っておるところでございます。 

 選挙が始まる前に、日本の国を考える８月であ

るという麻生総理が申したとおりでございました

が、国民一人一人、そしてここにご出席の皆さん

も、皆さん傍聴に行かれてる方も、議員さんも、

そして理事者側も、それぞれがこれからの日本を

憂い、これからの日本のことを思って、１票を投

じられまして結果が出ました。 

 ３０日の投票から、きょうが４日でございます

けれども、まだ４日しかたっておりません。その

中で、非常に今回の選挙の選択肢っていうのは政

権交代という大きな命題がございましたけれど

も、やはり個々には各政党が出したマニフェスト

の政策の選択肢が国民一人一人にあったんだろう

と思います。 

 その中で、どの政策が西予市にとって非常に今

後影響があるのか、特に民主党の出されたマニフ

ェスト、一つ一つ述べあげますと非常に膨大なも

のになりますけれども、大きくあげますと国防、

景気浮揚策、雇用そして教育、環境、いろんな問

題がございます。その中でも具体的に言います

と、農業への所得補償だとか、子育て支援の２万

６，０００円だとか、高速道路の無料化そして

我々田舎に非常に影響があるであろうと私自身思

ってる道路財源の減少、このような問題につきま

しても非常に今後西予市の市政の中で影響が出て

くるであろうと、かように思っております。 

 ほとんどが西予市にとりましては、財源につい

て非常に問題が出てくるであろうと思っておりま

す。これは地方分権とも兼ね合わせまして、どれ

だけ権利、分権移譲していただくのか、そういう

問題もありましょうし、民主党の今後の一体感そ

してやはり国を守るためには２大政党は叫ばれて

おる中で、自民党、公明党さんの協力も必要だと

いう形が生まれてくると、私は思っております。 

 ただ言えますのは、これから、市長も招集あい

さつ並びに１２７号の補正予算議案の説明の中に

でも、やはり市長みずからが不安感をのぞかせな

がらの説明であったと私はとりました。地方への

影響、そして政権公約、これらのものが具体的な

政策の不透明化がやはりまだあるというようにと

らえておられたように感じております。これらの

問題につきまして、これから西予市においてどの

ようにしてどのような問題を具体的に対応される

のかをお尋ねをさせていただきます。 

 全部のお答えをしていただくのは無理だと思い

ますけれども、私なりで考えますと、これからは

そういうことを地方自治体が対応していく、そし

て職員なり理事者なり議会なりが一体感を造成し

ながらこれらのことを遂行していくのが、地方自

治体同士の競争力が、これから大切だと思ってお

ります。そのためにはやはり職員の対応力、とい

いますのは、定額給付金で対応した場合でもあれ

だけ時間がかかりました。これから民主党政権に

なりましていろんなマニフェストを地方の自治体

へおろしていく。１８日ぐらいに総理が決まるん

ですけれども、それから今度特別国会やって、そ

れからいろんな官僚と相談して、それから法律つ

くって、それから自治体へ回ってくるというよう
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な順序でございますので、なかなかすぐにはすぐ

な結果が、マニフェストが出てくるようにはなら

ないだろうと思っておりますけれども、これらの

対応が、行政がしっかりとやれるかどうかという

のが地方自治体の競争力の大切なとこがこれから

生まれてくるんではなかろうかと、このように思

っておりますので、それにはやはり市民の協力、

理解が私は必要だと思っております。やはりあれ

これと重箱の隅をつつくようで失敗ばっかしを取

り上げるというような住民ではだめだと、市民で

はだめだと。やはり、理事者側がやって、多数決

の中で、民主主義の中でやったことについてはや

はり協力していくという、こういう姿勢、こうい

う市民性を造成していく必要も今後あると、私は

このように思っております。市長のこれからの対

応について、お尋ねをいたします。 

 選挙期間中に私、１つ疑問に思いましたのは、

地方とはという言葉がよく出てきます。国におけ

る役割など多方面な形で地方は協力するわけでご

ざいますけど、国防なんかはできませんけれど

も、それぞれの国民に対するサービスとかそうい

うものを地方自治体はしております。 

 大阪府も横浜市も松山市も、中央と地方という

形で大きくマスコミが取り上げておりましたけれ

ども、私はちょっと松山市と西予市では地方とい

う考え方、いろんな行政のあり方ってのが違うん

ではないかという考え方がしておりますけれど

も、市長のご所見はいかがでしょうか、お尋ねを

いたします。 

 また、先ほどの質問で元親議員のほうから地方

分権は選挙の結果どのようになってほしいかとい

う質問、なってほしいと考えておられるのか。ま

た、町村合併後、道州制の計画について市長の所

見をお伺いしますという質問を出しておりますけ

れども、先ほど答弁をいただきましたけれども、

今後の市長の、こうなったらいいなというような

私見でよろしゅうございますのでお聞かせ願った

らと、かように思っておるところでございます。 

 続きまして、診療所のあり方についてでござい

ますが、市民より診療所の運営についての最近質

問がいろいろあります。ほとんどが患者の立場か

らの質問が多うございます。それもといいますの

も、やはり医師不足の中でいろんな問題が生じて

るんだろうと思います。合併後、城川町と明浜

町、三瓶町、野村にもあるわけでございますけれ

ども、城川と明浜の診療所のあり方をよく合併後

比較にされてきました。 

 城川町は、合併後医師が１人もいない状態が続

いたことがございます。明浜町は常時４名、そし

てあの細長いところに端から端までが２５分ぐら

いのところで、７分ぐらいで行けるところの間隔

で４人の医師がいるというようなことで、合併後

私は明浜町出身ですから非常に城川町のほうか

ら、うちは１人もおらんのに明浜は４名もおるん

かとか、そういういろんな問題が出てまいりまし

た。ほとんどの形に、我々は非常に当たり前の医

療の享受を受けていたという形がございますけれ

ども、今後過疎化になり少子化になっていく中

で、診療所がどのようにしたらいいのか、そして

どのような問題があるのか、そして医師不足の財

源的にも、医師不足という非常に社会的な現象が

出てきた中からの問題もあります。財源的にも非

常にだんだんだんだん人口が減っていくというこ

とには、その地域の患者数が減っていくという問

題でもございますし、合併当初より明浜町なんか

は約２割ぐらい人口が減ってるわけでございます

ので、経営的に言えば売り上げが２割減ってもし

ようがないというような問題がございます。この

ような問題を今後財政的にも一般会計から出して

るのが、だんだんだんだんふえていくということ

になるであろう。そしてまた、限界集落になるで

あろう地域での将来の医療の重要性が、限界集落

対策の中でも言われております。市民も医師への

思いやり、非常に一部の医師ではもう寝る間もな

いというような医師もおります。そのような形の

中で、医師への思いやり、感謝の気持ちで地域の

人たちが接して、診療所は地域医療の責をどのよ

うに全うするのか。市行政の役割は非常に重いも

のがございます。このあたりについて、今後の診

療所のあり方についての対応について、お尋ねを

申し上げます。 

 将来、限界集落になるであろう地域の医療を計

画されておる中で、合併当初、明浜、城川地区の

救急対策、現在昼のみの救急車配置になっており

ますが、今後人口が減っていく中でこの問題をど

のように考えておられるのか。合併の元親議員の

計画された中では夜も配備するというような案も

出ておりますけれども、現状は私自身としても財

政的に無理だろうという考え方ではございます

が、この点についてもご質問いたしまして、一時
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質問を中断させていただきます。 

 なお、衆議院選挙の後についての質問につきま

しては、多少私の質問とのずれがあるかもしれま

せんけども、その点はお許しを願いたいと思いま

す。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、酒井議員の衆議院議員選

挙を終えての質問について、お答えをさせていた

だきます。 

 まず、第１点目のマニフェストのどの政策が西

予市に影響が大であるかですが、この質問につい

ては、民主党が掲げられたマニフェストを検証し

てみますと、５つの約束、５つの原則、５策、工

程表、７つの政策各論に大別できると思っており

ますが、その中で西予市に関する７つの政策各論

の中から注視して、私の所見を述べさせていただ

きます。 

 まず１つで、ひもつき補助金を廃止し、基本的

に地方が自由に使える一括交付金として交付する

というマニフェストがあります。この考えは、地

方分権を進める上では根本中の根本であり、賛同

するものであります。国家の中央支配の根源であ

ります補助金制度は手続の煩雑さや要綱要領によ

る全国一元化、各種手続の過程の経費の無駄な

ど、以前から指摘されていたところであります。 

 本年度も一連の臨時交付金を交付されて、西予

市としては独自の事業を進めてまいりましたけれ

ども、その中で酒井議員からもいろいろ要望もご

ざいましたけれども、辺地でのモノラック事業

は、認定農業者要件で支援することとした西予市

の判断でできた画期的なものでありまして、国、

県の補助体制では困難なものでありました。今

後、このようなことも可能になる、このように期

待をしておるところでございます。 

 ２つ目でございますが、個別所得補償制度につ

きましてでありますが、今までの農林水産省が進

めてきました認定農業者を中心とした経営規模拡

大では、中山間地域農業の零細経営では成り立た

ないことは目に見えております。その補完として

も、その制度は西予市全般としては受け入れやす

いと考えております。ただ、この制度の背景にア

メリカの農産物輸入協定があるとしたら、日本の

中山間農業は壊滅的になることも恐れておりま

す。 

 次に、３つ目としまして、ガソリン税等の暫定

税率を廃止につきましては、既に自民党政権化で

一般財源化を図った上で、必要な道路は予算化す

るとされているところであります。廃止となれば

道路等の社会資本整備は、そのほかの一般財源を

削減しないと捻出することができないことは明白

でありまして、西予市のように道路未整備の多い

市では、事業遂行が大幅に遅延するのではないか

と懸念をしております。マニフェストについて

は、以上で終わらせていただきます。 

 第２点目の地方とはでありますが、議員ご指摘

のとおり、横浜市、松山市と西予市とでは地方の

ニュアンスが異なります。地方の言葉には国の制

度上における、国と地方自治体と区分した地方

と、一般的に東京圏に対する地方があると思いま

すが、今回の選挙において中田前横浜市長、橋下

大阪府知事が地方分権改革を提言としてされた地

方と西予市の地方分権の位置づけは当然異なるも

のであります。しかし、民主党のマニフェストに

あります地域主権国家を目指すとしたことは西予

市段階でもしっかり受けられる能力態勢をつくる

ことに努めなければならないと考えております。 

 第３点目の地方分権はどのようになってほしい

かでありますけれども、住民に一番近い地方自治

体、とりわけ基礎的自治体が住民の意志に基づく

行政サービスを行う仕組みづくりは、地方分権の

根本であります。民主党が地域主権国家を目指す

とされたことは、官僚中心とした中央集権国家か

ら新しい国家像を描かれたと、このようなあらわ

れであろうと思っております。 

 問題は、先ほども言いましたが、７００あるい

は３００の基礎的自治体構想が見え隠れしており

ます。そうした場合の再合併に走る危険性を秘め

ておるんではなかろうかと、こういうことについ

ては今後とも注視をして地方からの声を出す必要

が私はあると、このように思っております。 

 第４点目の道州制につきましては、元親議員の

ご質問にお答えさせていただきましたので、省略

をさせていただきます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 酒井議員の２点目の質問で
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あります診療所のあり方について、答弁をさせて

いただきます。 

 西予市では、現在１０カ所の国保診療所を開設

しております。三瓶地区の２診療所につきまして

は黒字経営を行っておりますが、明浜、野村、城

川地区の８診療所におきましては、毎年度一般会

計からの繰り入れによる運営をせざるを得ない状

況となっております。 

 このような中で、西予市国民健康保険運営協議

会におきまして、特に明浜地区の４診療所の運営

につきましては検討の必要があるとの意見をいた

だいております。 

 また、職員で構成しました西予市医療問題特別

委員会でも、平成１９年１月３１日答申を出して

おります。 

 今回、市民、学識経験者等を含めた明浜地域診

療所検討委員会を設置し、協議、検討することと

いたしました。市内には医療を受けるために車で

４０分以上もかかる地域もあり、安心して医療が

受けられる体制づくりは必修でありますが、ま

ず、この検討委員会におきまして効率的かつ健全

な運営ができるよう検討をいただき、その結果に

よって再編等を行う予定としております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 中野消防本部消防長。 

 

○中野消防本部消防長 酒井議員２点目の質問の

うち、明浜、城川地区の今後の救急対策、昼間の

みの救急車配置についてのご質問にお答えをさせ

ていただきます。 

 現在、明浜町と城川町にはそれぞれ救急隊１隊

を平日の昼間の時間帯に配置をいたしておりま

す。それ以外の平日の夜間、土曜、日曜、祝日等

の救急要請には本署と野村支所から救急車を出動

させて対応しているところでございます。 

 明浜、城川に救急隊１隊の配置は、平成１６年

４月からで西予市に合併してからであり、既に５

年が経過し、現在に至っております。地域の人口

が減少し、かつ高齢社会という現状から考えます

と、救急車に対する市民の皆様の期待と要望は今

後はますます高くなってくるものと考えます。消

防機関といたしましては、この現状を正しく認識

して、市民の負託にこたえるべく検討と努力をし

ていかなければならないと考えております。 

 これからの救急対策についてでございますが、

明浜町、城川町への救急隊の配備については西予

市への合併協議において合意されました現在の体

制、すなわち平日の昼間の時間帯での救急隊１隊

の配置を基本として、消防機関の現在の装備と人

員を有効に活用機能させて、救急サービスの維

持、継続を図らなければならないと考えておりま

す。 

 現在、救急車は５台を運用しております。平日

の昼間は明浜、城川総合支所に各１台、野村支所

に１台、本署に２台を配置しております。なお、

本署の１台は高速道路対応車両として配備してい

る救急車であります。このような救急車の配備は

旧東宇和郡４町の地理的状況を考えますと、公平

な消防サービスの確保という必要な判断があった

ものと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 非常に民主党のマニフェ

ストにつきましては、今後私自身も不透明感でど

ういうようにおりてきて、どういうように具体化

されていくのか、これについて不透明感があって

わかりにくいでございますけれども、まだこの市

のほとんどが財源的な問題につきましても不安感

がございます。地方分権も含めまして、どのよう

にしてやっていくのか、今後歴史的な政権選択の

変換になったわけでございますので、市長はよく

お勉強されておりますし、そしてその中で現実感

が一番先頭に立った船長としてあるわけでござい

ますけれども、ここに座る理事者側の皆さん一人

一人が自分自身の部局、担当のマニフェストにつ

いて、自分のこととしてとらえるような形、そし

てそれを職員に対してもしっかりおろしていただ

くような形、そして議員各位についても一人一人

がしっかりそれに対して先見性を持った対応力を

つけていくような、今後協力体制をしいていただ

きたいと、かように思います。 

 なお、ちょうどきょうは一般質問でございます

ので、三瓶いろんなまだＣＡＴＶが全部には流れ

ておりませんけれども、市民へもお願いしたいと

思います。この歴史的変革の政策がおりてくる中

で、市民の対応、協力がないとやはりできません

ので、この点につきましてのここ半年間の間にい
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ろんなものが政策的に流れて、マニフェストがお

りてくると思いますが、これを改めて皆さんが協

力していただいて、ほかの自治体に負けないよう

な対応力、先見性を持って西予市のためにやって

いくということを切にお願い申し上げまして、要

望として質問を終わります。 

 

○議長 以上で、一般質問を終結といたします。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午前１１時３

７分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後１時２

８分） 

 次に、日程順に質疑を行いますが、質疑は大綱

の質疑のみに願います。 

  （日程２） 

○議長 日程第２、議案第１２３号「西予市学校

施設整備基金条例制定について」から議案第１２

６号「荷揚場使用料徴収条例を廃止する条例制定

について」までの４件を一括議題といたします。 

 これより本案に対する一括質疑を行います。 

 酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 １２３号につきまして、

ちょっとお尋ねさせていただきたいんですが、学

校統合とかそういうことの中の対処にする資金、

基金だろうと思いますが、学校統合のあとで児童

館の建設とかそういうことにも含まれるのかだけ

をお聞きしときます。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 ただいまの質問にお答えをしたい

と思います。 

 学校再編につきましては鋭意進めております

が、児童館については現在のところまだ詳細にわ

たっての検討はいたしておりません。 

 

○議長 酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 この基金が将来的にそう

いうものに使えるかどうかというお尋ねでござい

ますが、今のところは使えないということでござ

いますか。計画的に。 

 

○議長 三好市長。 

○三好市長 一応議案第１２３号に関する基金に

つきましては、いわゆる教育委員会の学校という

ことから新築もしなくてはいけない、あるいは耐

震化もしなくてはいけない、そういうときに単年

度で経費をすべて出すとなると単年度負担がふえ

ると、そういうことを考慮した場合にある程度で

きるときに積み立てをしておくのが一番いいとい

う発想ですので、この中はあくまでも教育関係の

施設の目的基金であると。児童館は教育関係やな

しに、福祉関係の問題であるとそのように峻別す

べきであると思っております。 

 以上です。 

 

○議長 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、議案第１２７号「平成

２１年度西予市一般会計補正予算（第４号）」に

ついてを議題といたします。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 沖野健三君。 

 

○１２番沖野健三君 この補正に直接関係はない

んですけども、皆さんもご存じのように世界的に

猛威を振るっている新型インフルエンザについて

質問したいと思います。 

 宇和町でも８月に宇和高生、それから我が小学

校の児童が発症したというふうに聞いております

が、今学校現場でそういう発症した例はないのか

どうかということと、発症した場合どういう措置

をとられるかということをお伺いしたいと思いま

す。 

 それからもう一つは、このインフルエンザにつ

いては国民健康保険会計にも相当響くんじゃない

かと思うんですね。私の厚生委員の所管ですから

余り詳しくは質問ができないと思うんですけど

も、大流行すれば会計にも相当響く。そのために

はやっぱり予防が大事じゃないかと思うんですけ

れども、保健福祉部長、現在西予市においてそう

いう予防対策というものはどのようにされている

かお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○議長 森教育部長。 
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○森教育部長 ただいまの沖野議員の質問でござ

いますが、新型インフルエンザの関係でございま

すけれども、８月１日に市の対策本部会議を開か

れまして、慎重にいろんな協議をさせていただき

ました。 

 その折に調査をしましたところ、発症事例があ

りまして早速学校関係へも周知をいたしましたの

と、現在では学校が始業直前に各学校へ消毒液を

配布して、外からウイルス等を持ち込まさないと

いうことで、最小限度の対策を講じておる次第で

ございます。 

 現在のところ学校現場では子供たちには手洗い

うがいの励行を積極的に進めるということで、各

学校長にも連絡をとっておりますし、始業前には

各学校の子供たちの健康状況をつぶさに把握する

ように、全校長に指示をさせていただいておりま

す。 

 きょう現在で発症事例が中川小学校、蔵貫小学

校、二木生小学校ということで報告を受けており

まして、現在３名が出席停止という措置をとって

おりまして、現在のところ予測をしておりました

ほどにはなかったということで楽観視をしており

ますが、非常に猛威を振るっておるということで

ございますし、緊張感を持って現場のほうには指

示をいたしておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 沖野議員からの予防対策に

ついてでありますが、西予市といたしまして発生

が８月１日に発生をいたしまして、対策本部を設

置をしております。そういった中でインフルエン

ザの行動計画というものを策定しております。そ

ういった中で市民の皆様に周知徹底をしていこう

ということで、防災無線を使って放送をしたり、

広報に載せて周知をしたりしておりますが、何分

にもこのインフルエンザが今までは弱毒性であり

ましたんで、市民の方も余りそう関心がなかった

というのが現状でございます。 

 今報道されておりますのは、特定疾患というよ

うなものがある方が強毒性になって亡くなられる

という状況になっておりますんで、西予市として

もその対策に市民の皆様に周知をしていかなくて

はならないというようなことで、大型店舗とかそ

ういうとこへポスターを張ったりして、うがいや

手洗い、マスクの着用とかそういうものを市民の

皆様に周知をしていく。それから、大きな会合に

おきましては消毒液をそこへ設置して、皆さんが

ちょっと消毒をして入っていただくというような

対策を現在は講じておるような状況であります。 

 以上です。 

 

○議長 沖野健三君。 

 

○１２番沖野健三君 今私これ、８月２９日の愛

媛新聞に各自治体の取り組みについて出てるんで

すよ。西予市のところを見ますと、１万２，００

０のマスクを用意しておると。それから、資材の

備蓄が６０本ということなんですけども、自治体

によっては９月の補正でもっとマスクをふやそう

という予算を立ててるところもあるんですよ、実

際に。現在この数字で西予市としては十分だとい

うことですか。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 西予市として今のこの備蓄

現状で十分とは思っておりませんので、６月の補

正で一応上げらせていただいております。そうい

った中で注文をしますが、供給と需要の関係で、

今非常になかなか入ってこないというのが現状で

す。今、発注は間もなく業者を選定してやるよう

にしておりますけど、なかなかすぐには入ってこ

ないというのが現状で、災害対策本部の、要する

にテントなども６月補正に上げらせていただいて

おりますんで、間もなくその予算を執行して買っ

ていきたいというように考えております。 

 

○議長 質疑はありませんか。 

 宇都宮明宏君。 

 

○８番宇都宮明宏君 市債と公債費の関係のこと

でちょっと質問をさせていただきたいと思います

が、９月補正の段階で市債のほうが約４１億９，

０００万円。そして、公債費のほうが３９億４，

０００万円。この現時点におきまして、プライマ

リーバランスといいますか、ほかに対象になる分

があるのかもしれないんですけど、私の現時点思

っているところではプライマリーバランスは赤字
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になっているんじゃないかなと思うんですけど、

この点をちょっとお伺いしたいと思います。 

 

○議長 河野財政課長。 

 

○河野財政課長 宇都宮議員のご質問にお答えを

したいと思います。 

 プライマリーバランスといいますのは、差し引

きの関係で赤字、国のほうで言っております歳入

と歳出の比較になるんですが、市の場合におきま

しては自治体におきましては、赤字国債を出して

おるわけではありませんので、実際借り入れる額

と、そして返す額との差が、借りるほうが多かっ

たりする場合もありますけれども、これはプライ

マリーバランスが赤字であるから悪いから借りと

ると、そういうようなことではありませんので、

この借り入れは計画にのっとってやっておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○議長 質疑はありませんか。 

 元親孝志君。 

 

○１０番元親孝志君 小学校費の中で、小学校情

報教育振興事業費と、それから小学校義務教育教

材購入事業をあわせまして３，６００万円ぐらい

な事業があるわけですが、これは昨日の説明で城

川のパソコン５６台とそれから電子黒板４０台購

入という説明であったわけですが、小学校がＩＴ

化していくというのはこれは時代の流れで、もっ

ともであろうと思うんですけども、我々学校を視

察してみますと立派なパソコン室がどこにも備わ

っておるわけですが、今の教育、小学校の指導要

領の中で、まず小学生、何年生からパソコンを使

うようになっておるのかということと、それから

その指導要領の中でパソコンを使う時間数という

のは、大体どれくらい使ってるのか、ちょっとお

伺いしたいと思います。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 元親議員のご質問にお答えしたい

わけでございますが、手元に詳細の資料を持って

おりませんので、今議会中に詳細を求めまして、

必ずご報告させていただきますので、ご容赦いた

だいたらと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長 元親孝志君。 

○１０番元親孝志君 当然のことでございますの

で後で結構でございますが、それと関連で１つだ

けお伺いしたいんですけども。 

 先般、教育長、教育部長にちょっとご相談をさ

せていただいておりましたが、西予市を回ってみ

ますと野村町に限って公立幼稚園があります。渓

筋、中筋、大和田、河成、惣川幼稚園があるわけ

ですが、今、世の中こう見ますと幼・保一元化と

いうことがよく言われておりますが、私も野村町

時代からずっと見ておりまして、幼稚園っていう

のは非常にこう使い勝手が悪い制度やなと。これ

が保育所であれば利用する側にとって非常にメリ

ットが大きいということを常々思ってきたわけで

すけれども、この時代、この時期に来まして野村

町の公立幼稚園というものを保育所に変更するこ

とはできないものですかという簡単なご相談をさ

せていただいたことがありますが、この件につき

まして見解をお伺いしたいと思います。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 ただいまの元親議員のご質問にお

答えをしたいと思います。 

 幼稚園の関係でございますが、学校再編とあわ

せて検討をしていかなければならないということ

を前提に、今学校再編を進めております。 

 幼稚園と保育園との一体化についてはそれぞれ

厚生省あるいは文部省の関係がございまして、ち

ょっと一連にすることは、今すぐにということに

はなかなか置きかえることはできないと考えてお

ります。 

 ただ、保育園のニーズが非常に高く、野村にお

いては飽和状態であるというようなことも聞いて

おりますし、幼稚園についてはかなりあきがある

というふうな試算もあっております。これらをど

うすべきかということは教育委員会としても十分

検討をしていかなければならない問題でございま

すし、先般も所管の福祉課のほうと協議をして勉

強会を第１回立ち上げたところでございます。引

き続きこの問題については検討をしてまいりたい

と思いますし、考えておりますので、ひとつよろ

しくお願いをしたいと思います。 
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 以上です。 

 

○議長 元親孝志君。 

 

○１０番元親孝志君 ありがとうございました。 

 これは今回の衆議院選挙を見ましても、非常に

やっぱり政策の中で少子化対策というのは最重要

課題でありまして、どの政党も子育て支援、それ

から保育所の設置ということは、どの政党も必要

とされております。そういう中で、現実にこうい

った問題が発生しておりまして、私も先般参りま

すと野村の保育所ではもうパンク状態、それはも

う各渓筋、中筋、河成といったところから野村に

子供を預けて本来の地元の幼稚園はあいてるとい

うふうな状況でございますので、早急に、これは

また保護者とのすり合わせもいろうと思います

が、やはり幼稚園という１日わずか二、三時間の

対応でなくて、やはり働く人が共働きできる環境

をつくるためには、私はどうしても保育所で預か

る仕組みっていうのは早急に必要ではないかなと

いうふうに思っておりますので、対応のほどひと

つよろしくお願いしたいと思います。 

 

○議長 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第１２８号「平成

２１年度西予市授産場特別会計補正予算（第２

号）」から議案第１３８号「平成２１年度西予市

病院事業会計補正予算（第２号）」についてまで

の１１件を一括議題といたします。 

 これより本案に対する一括質疑を行います。 

 嶋川武文君。 

 

○１１番嶋川武文君 議案第１３０号に関連いた

しまして、診療所に関することでございますが、

およそ診療所の実質補てんが１億円ちょい毎年支

出しておるわけでございますが、この件に関しま

しては何というんですか、組織も改革すべきであ

ると、組織といいますのは意見言うところです

ね、そういうのは以前からあったように思います

が。 

 生活副支部長にお聞きしたいんですが、これは

三瓶にたまたま二及診療所と周木診療所というお

手本があるわけでございますが、ここは黒字だと

私も認識しておりますが、これを１度ほかの診療

所は検討したことがあるのかどうか、恐らくある

と思うんです。せっかくいいお手本があるわけで

すから、なるべく赤字を圧縮して負担を減らすと

いうことを検討したことがあると思うんですが、

ここでは詳しく聞きませんが、その辺の進捗状

況、どの程度調査をして何とか赤字を減らす、し

なければならないという、そういう検討の細かい

ことは結構ですから、その辺の様子をちょっとお

聞かせください。 

 

○議長 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 嶋川議員さんの質問でござ

いますが、言われるとおり三瓶の二及、周木につ

きましては、黒字経営をしていただいておりま

す。そういった中で先ほども申し上げましたが８

診療所につきましては赤字という中で、どうした

らこれを黒字に転換できるかというようなこと

で、審議はするわけですが、なかなか。 

 第１点は、患者さんが減少していくと。ほかの

病院に行かれるかどうかわかりませんけど、そこ

らで患者が減少していく傾向があるというのが第

１点であります。そういった中で診療所をどうす

るかというようなことで、それならばお薬を一括

購入しようではないか、そこらを経費を節減でき

るんではなかろうかというような措置もやってお

りますが、なかなか医者１人に対して、失礼です

が売り上げといいますか、そこらの金額が乗して

こないというのが現状でございます。 

 そういった中で、これから西予市としてどうい

う方向に持っていくかということは、今後明浜地

区をまずかわきりに、４診療所の今後の検討委員

会を立ち上げてやっていこうということで、間も

なく委員会を開催する運びにしております。そう

いった中で学識経験者や市民の方、一体となって

診療所のあり方について検討をいただき、方向性

を見出していきたいというように考えております

んで、いましばらくお時間をいただいたらと思っ

ております。 

 

○議長 嶋川武文君。 

 

○１１番嶋川武文君 その件に関しまして、例え

ば皆さんご存じでしょうけど、二及と周木の診療
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所というのはドクター１人で２診療所をかけ持ち

でやっておるわけです。これが、ドクター２であ

れば恐らく赤字なんです。ただ私はここで気づい

たことを発言させていただくのは非常に私も心苦

しいんですが、我々はどっちかっていうと、政治

評論家的な立場ですから非常に質問を通じて好き

なことを言いますが、市長を初め皆様は大変だと

いうことは認識はしておりますが、ここはね部

長、恐らく仕組みを変えないとなかなか難しいと

思うんです。例えば、今言いましたように、なか

なかドクターの足らないこんな時代に、ドクター

を減らすというのはいかがかとは思いますが、そ

ういう仕組みづくりを変えないと改革はできない

と、私は認識をしておりますので、またその辺を

考えてお願いしたいと思います。 

 答弁は要りません。 

 

○議長 質疑はありませんか。 

 二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 議案第１２９号の奨学金関係

の補正予算について、きのうご説明の中でことし

の奨学金の申し込みが少なかったというふうなこ

とをたしかお聞きしたと思うんですけども、そち

らのほうでつかんでおられる少なかった理由とい

うか、もともとの申し込み自体が少なかったの

か、または申し込みはあったけれどもいろんな条

件等で受け付けがお断りしたような件がたくさん

あって減ったのかというふうな点、もしつかまれ

ておられましたらご報告をお願いしたいなと思い

ます。 

 

○議長 森教育部長。 

 

○森教育部長 二宮議員のご質問にお答えしたい

と思います。 

 私のほうの手元の資料では、一応重複申し込み

が過去はあったと。しかし、それは今の現状どう

なのかということで前教育長からも厳しく指摘と

いいますか、そういうことがございまして、こと

しからそういったことは極力避けていただこうと

いうことで精査をしました関係で、新規申し込み

は減ったということでございます。 

 以上です。 

○議長 二宮一朗君。 

○２番二宮一朗君 重複ということは、過去に借

られておるってことでしょうか。 

○議長 森教育部長。 

○森教育部長 西予市の奨学資金以外の資金、育

英資金とかほかにいろいろな教育資金がございま

すが、そういったことと兼ねて申請がされておっ

たやに伺っております。 

 以上です。 

 

○議長 二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 これは要望なんですけれど

も、こういう時代でもありますし、奨学金を希望

されるご家庭は年々ふえていくんじゃないかと予

想もされます。市の奨学金の制度のあり方という

のも、その時代時代というか、状況に応じてやっ

ぱり見直していっていただいて、できるだけ意に

沿っていただけるような方向で、また今後検討し

ていただきたいなと思いますんで、要望としてお

願いいたします。 

 以上です。 

  （日程５） 

 

○議長 次に、日程第５、認定第１号「平成２０

年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、認定第２号「平成２０

年度西予市授産場特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」から認定第１４号「平成２０年度西予市

野村介護老人保健施設事業会計決算の認定につい

て」までの１３件を一括議題といたします。 

 これより本案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 ただいま議題となっております議案３０件につ

いては、お手元に配付をしております各常任委員

会付託表のとおり、各常任委員会に付託をいたし

ます。 

  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、請願第２号「特別職の
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給料削減および議員報酬削減に関する請願につい

て」から陳情第５号「郷土資料（収集古民具）の

保存活用について」を一括議題といたします。 

 この請願・陳情につきましては、お手元に配付

しております請願・陳情文書表のとおり各常任委

員会に付託いたします。 

 各常任委員会においては、各議案並びに請願・

陳情について十分に審査を行い、最終日の本会議

において委員会の審査の経過と結果について、各

常任委員長の報告を求めることといたします。 

 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

 ９月１７日は午後２時から会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後１時５８分 
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       平成２１年第３回西予市議会定例会会議録（第３号） 

 

１．招 集 年 月 日 平成２１年９月１７日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２１年９月１７日 

          午後２時００分 

１．閉     会 平成２１年９月１７日 

          午後３時５２分 

１．出 席 議 員        

    １番  兵 頭   竜 

    ２番  二 宮 一 朗 

    ３番  兵 頭   学 

    ４番  明 智 祥 勝 

    ５番  井 上   勲 

    ６番  小 野 正 昭 

    ７番  松 山   清 

    ８番  宇都宮 明 宏 

    ９番  松 島 義 幸 

   １０番  元 親 孝 志 

   １１番  嶋 川 武 文 

   １２番  沖 野 健 三 

   １３番  森 川 一 義 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

   １６番  岡 山 清 秋 

   １７番  酒 井 宇之吉 

   １８番  兵 頭   勇 

   １９番  山 本 昭 義 

   ２０番  梅 川 光 俊 

   ２１番  菊 地 ミスギ 

   ２２番  大 竹 忠 盛 

   ２３番  二 宮   元 

   ２４番  坂 本 隆 重 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  別 宮   靜 

   教  育  長  森   英 二 

   公営企業部長  九 鬼 則 夫 

   会 計 管 理 者  上 甲 悦 子 

   総務企画部長  清 水 忠 夫 

   産業建設部長  藤 中   彰 

   生活福祉部長  炭 倉 貞 明 

 

   教 育 部 長  森   精 一 

   明浜総合支所長  高 岡 和 廣 

   野村総合支所長  角 藤 和 幸 

   城川総合支所長  清 水 享 司 

   三瓶総合支所長  宇都宮 又 重 

   消防本部消防長  中 野 竹 夫 

   総 務 課 長  上 甲 憲 章 

   財 政 課 長  河 野 敏 雅 

   企画調整課長  上 田 甚 正 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  岩 本 明 定 

   議 事 係 長  井 上 千 浪 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

    

 

 

      議  事  日  程 

  

１ 議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 

   議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

   議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 
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   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

   認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 

   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

    

認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

   請願第  ２号 特別職の給料削減および 

           議員報酬削減に関する請 

           願について 

   陳情第  ４号 惣川診療所の改築につい 

           て 

   陳情第  ５号 郷土資料（収集古民具） 

           の保存活用について 

 ２ 発議第  １号 西予市宇和病院問題等特 

           別委員会の設置及び付託 

           について 

   発議第  ２号 西予市し尿処理場問題等 

           特別委員会の設置及び付 

           託について 

 ３ 選任第  ３号 西予市宇和病院問題等特 

           別委員会委員の選任につ 

           いて 

   選任第  ４号 西予市し尿処理場問題等 

           特別委員会委員の選任に 

           ついて 
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追加 議案第１３９号 西予市消防署水槽付消防 

           ポンプ自動車一式の取得 

           について 

   議案第１４０号 西予市立宇和中学校屋内 

           運動場改築（建築）工事 

           請負契約について 

   議案第１４１号 西予市情報基盤整備事業 

           第２期伝送路施設整備工 

           事（第６工区）工事請負 

           契約について 

   議案第１４２号 西予市情報基盤整備事業 

           第２期伝送路施設整備工 

           事（第７工区）工事請負 

           契約について 

   議案第１４３号 西予市生活交通路線巡回 

           バス条例の一部を改正す 

           る条例制定について 

   議案第１４４号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第５号） 

   意見書案第４号 経済危機対策の着実な実 

           行を求める意見書（案） 

           の提出について 

   議員派遣の件について 

 

本日の会議に付した事件 

 １  

議案第１２３号 西予市学校施設整備基金 

           条例制定について 

   議案第１２４号 西予市国民健康保険条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２５号 西予市単独市営住宅条例 

           の一部を改正する条例制 

           定について 

   議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を 

           廃止する条例制定につい 

           て 

   議案第１２７号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第４号） 

   議案第１２８号 平成２１年度西予市授産 

           場特別会計補正予算（第 

           ２号） 

   議案第１２９号 平成２１年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           補正予算（第１号） 

   議案第１３０号 平成２１年度西予市国民 

           健康保険特別会計補正予 

           算（第３号） 

   議案第１３１号 平成２１年度西予市老人 

           保健特別会計補正予算 

           （第１号） 

   議案第１３２号 平成２１年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計補正 

           予算（第２号） 

   議案第１３３号 平成２１年度西予市介護 

           保険特別会計補正予算 

           （第２号） 

   議案第１３４号 平成２１年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計補 

           正予算（第２号） 

   議案第１３５号 平成２１年度西予市公共 

           下水道事業特別会計補正 

           予算（第３号） 

   議案第１３６号 平成２１年度西予市簡易 

           水道事業特別会計補正予 

           算（第２号） 

   議案第１３７号 平成２１年度西予市上水 

           道事業会計補正予算（第 

           ３号） 

   議案第１３８号 平成２１年度西予市病院 

           事業会計補正予算（第２ 

           号） 

   認定第  １号 平成２０年度西予市一般 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ２号 平成２０年度西予市授産 

           場特別会計歳入歳出決算 

           の認定について 

   認定第  ３号 平成２０年度西予市住宅 

           新築資金等貸付事業特別 

           会計歳入歳出決算の認定 

           について 

   認定第  ４号 平成２０年度西予市育英 

           会奨学資金貸付特別会計 

           歳入歳出決算の認定につ 

           いて 

   認定第  ５号 平成２０年度西予市国民 

           健康保険特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

    



－72－ 

認定第  ６号 平成２０年度西予市老人 

           保健特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ７号 平成２０年度西予市後期 

           高齢者医療特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第  ８号 平成２０年度西予市介護 

           保険特別会計歳入歳出決 

           算の認定について 

   認定第  ９号 平成２０年度西予市簡易 

           水道事業特別会計歳入歳 

           出決算の認定について 

   認定第 １０号 平成２０年度西予市農業 

           集落排水事業特別会計歳 

           入歳出決算の認定につい 

           て 

   認定第 １１号 平成２０年度西予市公共 

           下水道事業特別会計歳入 

           歳出決算の認定について 

   認定第 １２号 平成２０年度西予市上水 

           道事業会計決算の認定に 

           ついて 

   認定第 １３号 平成２０年度西予市病院 

           事業会計決算の認定につ 

           いて 

   認定第 １４号 平成２０年度西予市野村 

           介護老人保健施設事業会 

           計決算の認定について 

   請願第  ２号 特別職の給料削減および 

           議員報酬削減に関する請 

           願について 

   陳情第  ４号 惣川診療所の改築につい 

           て 

   陳情第  ５号 郷土資料（収集古民具） 

           の保存活用について 

 ２ 発議第  １号 西予市宇和病院問題等特 

           別委員会の設置及び付託 

           について 

   発議第  ２号 西予市し尿処理場問題等 

           特別委員会の設置及び付 

           託について 

 ３ 選任第  ３号 西予市宇和病院問題等特 

           別委員会委員の選任につ 

           いて 

    

選任第  ４号 西予市し尿処理場問題等 

           特別委員会委員の選任に 

           ついて 

追加 議案第１３９号 西予市消防署水槽付消防 

           ポンプ自動車一式の取得 

           について 

   議案第１４０号 西予市立宇和中学校屋内 

           運動場改築（建築）工事 

           請負契約について 

   議案第１４１号 西予市情報基盤整備事業 

           第２期伝送路施設整備工 

           事（第６工区）工事請負 

           契約について 

   議案第１４２号 西予市情報基盤整備事業 

           第２期伝送路施設整備工 

           事（第７工区）工事請負 

           契約について 

   議案第１４３号 西予市生活交通路線巡回 

           バス条例の一部を改正す 

           る条例制定について 

   議案第１４４号 平成２１年度西予市一般 

           会計補正予算（第５号） 

   意見書案第４号 経済危機対策の着実な実 

           行を求める意見書（案） 

           の提出について 

   議員派遣の件について 

 

 

  開議 午後２時００分 

 

○議長 ただいまの出席議員は２４名でありま

す。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとお

りであります。 

 森教育部長。 

 

○森教育部長 ９月８日本会議におきまして、元

親議員からご質問をいただいております。そのこ

とについてお答えをさせていただいたらと存じま

す。 

 質問の内容につきましては、学習指導要領で

は、パソコンを利用した教育において、標準授業

時間及び発達段階に応じた指導内容に定めがある

のかというご質問のようでございました。 

 学習指導要領に基づきまして、市内小・中学校
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におきましては、情報機器やネットワークを活用

した多様な教育を行い、高度情報通信社会に対応

できる人づくりを推進しております。このような

中、市内小学校においては、時期によっては多少

異なりがありますが、パソコン教室の利用状況

は、１日のうち１時間はどこかの学年で利用して

いる状況であります。 

 また、学習指導要領におきましても、ＩＣＴを

活用した授業時間については、特に定めがないの

が現状でございまして、ほかと比較できるもので

もございませんし、学校教育課の独自の調査で

は、平成２０年の調査で、１年間にＩＣＴを活用

した授業時間は、市内小学校２７の小学校合計で

８，００７時間でございます。１校当たり２９７

時間使用しております。 

 学習指導要領では、１、２年生では、マウスを

使ったキーボードを打つ練習をしたり、パソコン

になれ親しむ学習をすることを義務づけておりま

す。３年生以上になりますと、主に国語、算数、

社会、理科、総合学習の時間等で利用をすること

になっております。 

 中学生になりますと、パソコンの基礎からソフ

トの利用、インターネットを駆使して調査活動、

ホームページの作成など、さまざまな授業で活用

をしています。 

 また、中学校ＰＣ教室を使いまして、市内の教

職員のＩＣＴ教室なども利用しております。 

 以上、元親議員のご質問にお答えをいたしま

す。終わります。 

  （日程１） 

 

○議長 日程第１、議案第１２３号「西予市学校

施設整備基金条例制定について」から認定第１４

号「平成２０年度西予市野村介護老人保健施設事

業会計決算の認定について」までの３０件と請願

１件及び陳情２件を一括議題といたします。 

 各委員会における審査の経過と結果について、

各常任委員長の報告を求めます。 

 まず、岡山総務常任委員長の報告を求めます。 

 岡山清秋君。 

 

○岡山清秋総務常任委員長 総務常任委員会の審

査報告をいたします。 

 去る９月３日の本会議におきまして、当常任委

員会に付託をされました議案３件、認定２件、請

願１件、陳情１件に対し、９月７日と８日の２日

間委員会審査を行いました。 

 審査の結果は、お手元に配付の委員会審査報告

書のとおりであり、請願第２号「特別職の給料削

減および議員報酬削減に関する請願について」

は、請願書の願意について慎重に審議いたしまし

たが、当市では条例により西予市特別職報酬等審

議会が設置されており、報酬についての審議をさ

れている経緯もあります。既に３％削減の議決結

果状況をかんがみ、当委員会としては、全会一致

で不採択とするべきものと決しました。 

 次に、陳情第５号「郷土資料（収集古民具）の

保存活用について」は、陳情書にも記述されてい

るように、仮の保管場所で放置状態にあるとうと

い文化財を一刻も早く健全保存し、後世のため展

示活用できる場を確保する必要があると全会一致

で採択といたしました。 

 次に、議案審査の中で、委員より出された意

見、それに対する答弁等について概要を抜粋して

報告申し上げます。 

 初めに、議案第１２７号「平成２１年度西予市

一般会計補正予算（第４号）」の市税還付金が、

当初予算９００万円計上されており、９月の補正

予算で９００万円追加をされ、合計１，８００万

円になることの説明を求めました。 

 平成２０年度予定納税をしておりましたけれど

も、法人が業績悪化のため、申告によって平成２

１年度で歳出還付するものとの説明であります。

今後の経済状況を考えると、当分の間は還付金の

増加が予想されるとの説明でありました。 

 また、市税の滞納状況について説明を求めまし

た。 

 平成２０年度現年の滞納繰越額は６，１５９万

８，０００円で、内訳は市民税が２，７０３万

５，０００円、固定資産税３，２２８万３，００

０円、軽自動車税２２８万円であり、今後とも市

税の徴収率を上げる努力をするとの説明でありま

した。 

 続きまして、ケーブルテレビ事業に関連して、

共聴テレビの未加入地域では、平成２４年以降の

加入申し込みの場合の負担金、これについて個人

負担が多額になるので、今後とも説明会等で周知

徹底を図り、早期加入をお願いするとの説明であ

りました。 

 次に、小・中学校の耐震化工事について説明を
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求めました。 

 大和田小、皆田小学校、三瓶中学、宇和中学校

を予定しておりますが、遅くとも来年の夏休み明

けまでには完成をさせたい。 

 また、地元業者が受注しやすくすることに配慮

をし、発注方法で行う予定との説明がありまし

た。 

 マンダリンパイレーツの投資及び出資金１００

万円の説明を求めました。 

 県民球団として再発足するための資金であり、

総額６，０００万円、愛媛県が３，０００万円、

松山市が１，５００万円、その他市町で１，５０

０万円の出資であるとの説明でありました。 

 次に、認定第１号「平成２０年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」は、まず宿日直

業務委託料について、警備会社などに安く委託し

てはどうかという意見がありましたが、宿日直者

の電話対応や諸手続などの専門知識も必要であ

り、現在の方法が一番よい方法であるとの説明で

ありました。 

 また、西予市地区防犯協会負担金について、平

成２２年度から事務員を２名から１名に減らし、

人件費の削減を図る旨の説明がありました。 

 終わりに、決算報告書の事業内容説明として成

果報告書を用いましたけれども、詳細な表示が省

略されており、来年度以降の成果報告書の内容が

充実するよう見直しを求めております。 

 以上、今定例会で付託されました議案の審査概

要について慎重に審査をいたしましたので、報告

といたします。 

 平成２１年９月１７日、総務常任委員会委員長

岡山清秋。 

 

○議長 次に、元親厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

 元親孝志君。 

 

○元親孝志厚生常任委員長 厚生常任委員会審査

報告書。 

 厚生常任委員会の審査結果についてご報告申し

上げます。 

 当委員会に審査を付託されました議案１０件、

認定１１件、陳情１件につきまして、９月７日か

ら９月９日までの３日間にわたり委員会を開催し

て審査を実施いたしました。 

 審査の結果は、お手元に配付の委員会審査報告

書のとおり、全議案を原案のとおり全会一致で可

決決定いたしました。 

 また、陳情１件については、現地調査を行い決

定をいたしました。 

 なお、議案審査の過程において、委員より特に

質疑がありました事項と陳情に対する意見の概要

についてご報告申し上げます。 

 初めに、議案審査の結果についてご報告申し上

げます。 

 議案第１２７号「平成２１年度西予市一般会計

補正予算（第４号）」についてご報告申し上げま

す。 

 新たな追加事業の中で、疾病予防対策事業費国

庫補助金４３３万９，０００円の内訳についての

説明を求める質疑がありました。 

 これは、国の緊急経済対策事業に係る単年度事

業で、女性特有の疾病である乳がん、子宮頸がん

等の検診を習慣づけるための国庫補助金であり、

乳がんが４０歳から６０歳以下、子宮頸がんが２

０歳から４０歳以下の女性を対象として、２０歳

から５歳間隔の節目診断を無料化するものであり

ます。今年度対象者であって、既に検診を済まさ

れている方については、自己負担額を返還するも

のであります。 

 次に、地域介護・福祉空間整備交付金事業３，

３９７万３，０００円について、市の説明によれ

ば、これは市内７カ所で要望がありましたグルー

プホームにスプリンクラーを設置する事業であり

ます。補助金の上限は、１平方メートル９，００

０円を基準として、それ以上経費がかかった場合

については、施設管理者が受益者負担として負担

する制度であります。これに対して委員より、個

人の事業所に補助金を交付することは、税の公平

性からいって不自然ではないかとの指摘がありま

したが、過去に長崎県大村市において、スプリン

クラーがなかったために悲惨な事故が発生してお

り、高齢者の安全を確保するため法の改正が行わ

れ、緊急に国が予算化した事業であり、理解をい

ただきたいとの説明でありました。 

 来年度においても３カ所のグループホームにお

いて設置の要望が出ており、引き続き設置を許可

したいとの答弁でありました。 

 その他年末あたりに想定される新型インフルエ

ンザの市の対応の仕方や八幡浜南環境センターの



 

－75－ 

今後の受け入れ見込み等について質疑がありまし

たが、将来のことは不確定要素が多分にあり、明

快な回答はできないとの答弁でありました。 

 次に、平成２０年度一般会計及び特別会計歳入

歳出決算の認定についてご報告申し上げます。 

 初めに、認定第３号「平成２０年度西予市住宅

新築資金等貸付事業特別会計について」ご報告申

し上げます。 

 決算における主要施策の成果報告書によれば、

現在の滞納者は、宇和地区３０人で５，３１８万

３，３２８円、野村地区１０人で２，７６４万

３，５３１円となっており、滞納の理由として、

本人の返済意識の欠如、自営業、勤務先の営業不

振、破産者、行方不明等が原因となっております

という成果報告書に対して、今後徴収にはさらな

る鋭意努力をしていただきたいと強く要望したい

との意見がありました。 

 以上、議案、認定の審査結果について述べてま

いりましたが、委員会審査全般を通して感じまし

たことは、西予市が行政評価システムを導入して

３年が経過しましたが、今回は決算における主要

な施策の成果報告書の上に、西予市まちづくり報

告書、総合計画の進行管理という名称で、新たに

行政評価の成果報告書の提出がありました。行政

内で総合計画に基づき、施策、基本事業、事務事

業についての分析を行い、このような成果が出て

きたことはすばらしいことであり、高く評価した

いと思います。 

 １点残念なことは、提出時期にもう少し余裕が

あれば、これ自体を委員会で詳しく審査させてい

ただき、さらなる行政評価の進化につなげること

ができたんじゃないかと思いました。来年度は可

能な限り早急に提出していただきますよう要望し

たいと思います。 

 また、委員会としては、従来の審査方式から新

たな審査方式を検討しなければ、これだけの行政

側の成果が決算の認定に反映されないのはもった

いないことであり、いたずらに時間ばかりかかっ

て、審査自体の焦点がぼやけてくるのではないか

という心配をいたしました。行政としても、さら

なるプラン・ドゥー・シーを繰り返すことによっ

て、マネジメントのレベルアップに努めていただ

きたいと思います。 

 最後に、陳情第４号「惣川診療所の改築につい

て」ご報告申し上げます。 

 野村町惣川診療所の改築の必要性については、

さきの６月定例会において、所管事務調査の成果

として委員長報告の中でも取り上げてまいりまし

たが、このたび改めて陳情書が提出されましたの

で、再度審査内容をご報告申し上げます。 

 野村町惣川診療所は、現在週２日、野村病院か

らの出張診療を行っておりますが、１回の診療人

数は平均で１０．５人であり、年間で約１，００

０人近い利用者があります。西予市の中でも一段

と高齢化が進み、最も条件不利地域であり、周辺

から惣川診療所まで来るにも３０分以上かかる地

域があります。このような状況を考えれば、将来

においても診療所を廃止することは、住民の理解

が得られないばかりか、想定すらできません。現

在の診療所は、昭和３９年に建てられたものであ

り、老朽化が著しく、もちろん耐震強度も確保さ

れておりません。委員会では、現地調査を実施い

たしましたが、確かに診療所とはおおよそ言いが

たく、地域住民の安全・安心を考慮すれば、財政

が厳しい事情はあっても、早急に改築する必要性

があると全会一致で結論づけました。理事者に対

して当委員会としても強く要望するものでありま

す。 

 以上、審査報告とさせていただきます。 

 平成２１年９月１７日、厚生常任委員会委員長

元親孝志。 

 

○議長 次に、森川産業建設常任委員長の報告を

求めます。 

 森川一義君。 

 

○森川一義産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会審査報告書。 

 産業建設常任委員会の審査結果報告を申し上げ

ます。 

 去る９月４日の本会議におきまして、当常任委

員会に付託されました議案５件、認定３件につい

て、９月７日と９月８日の２日間、関係部課長の

出席を求め、説明を受け、慎重に審査を行いまし

た。 

 審査結果は、お手元に配付の委員会審査報告書

のとおり、全議案を原案のとおり全会一致で可決

決定いたしました。 

 その審査の経過並びに結果の概要について報告

を申し上げます。 
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 まず、上下水道課所管分について、議案第１３

４号「平成２１年度西予市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号）」及び議案第１３５号

「平成２１年度西予市公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）」については関連があるので、

議案第１２７号「平成２１年度一般会計補正予算

（第４号）」の説明を受け、質疑に入りました。 

 委員からは、公共下水道の加入率について質疑

があり、野村処理区５５％、宇和処理区３６．

４％の加入状況報告があり、加入推進のため、今

後は戸別訪問を行い、加入率を上げていきたいと

の答弁がありました。 

 また、汚泥処理について質疑があり、維持管理

費の中で汚泥処理費の占める割合が大きいため、

汚泥の再利用等については今後検討していきたい

との答弁がありました。 

 次に、議案第１２７号「平成２１年度一般会計

補正予算（第４号）」について、建設課所管分に

ついてでは、委員より、災害が発生した箇所につ

いては、大体網羅しているのかとの質疑があり、

各総合支所より災害箇所の写真を提出させ、災害

箇所の確認を行っているとの答弁がありました。 

 また、二及漁港利用調整施設について、施設の

利用率、利用料金、プレジャーボートの漁港施設

からの移動の徹底及び今後の対策について質疑が

あり、利用率は３月末で２８隻、７月末では３１

隻と微増している。また、利用料金は指定管理者

が決めており、移動の徹底は、９月に協議会を立

ち上げ、プレジャーボート所有者に周知を行う。

今後の対応については、法指定の禁止区域の告知

を行い、放置艇の移動命令を行うとの答弁があり

ました。 

 次に、商工観光課所管分の桜の元気回復事業に

ついて、委員より、宇和高山線の桜の整理やてん

ぐ巣病の管理作業を毎年地元が無報酬で実施して

いる。この事業を実施すると、こうしたボランテ

ィア作業は必要なくなるのかとの質問に対して、

計画に当たり、各総合支所から該当箇所、本数な

どの調査を行っている。実施に当たっては、各総

合支所を窓口として地元とも相談し、調整を図り

ながら計画的に実施していきたいとの答弁があ

り、これを受け、委員から、無報酬の作業が必要

ないという意味ではない。よい面もあるし、協力

はしていきたい。この雇用については、旧町ごと

に地域の人を雇用するのがよいのではないか。地

元の様子や地権者など実情がわかる人のほうが便

利であるとの意見があり、これは緊急雇用創出事

業の趣旨から、ハローワークを通じての雇用が条

件となっている。応募数が多い場合などには、ご

意見等も踏まえて検討を実施してまいりたいとの

答弁がありました。 

 検討の結果、全員異議なく、原案のとおり可決

決定いたしました。 

 次に、認定第１号「平成２０年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」、認定第１０号

「平成２０年度西予市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算の認定について」それぞれ審査を行

いました。 

 農業集落排水と合併浄化槽のランニングコスト

について質疑があり、長いスパンで考えると、法

定検査料等の年間維持費と使用料を比較した場

合、農業集落排水のほうが安価であり、加入を推

進しているとの答弁がありました。 

 認定第１１号「平成２０年度西予市公共下水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について」は、

委員より、今後の事業計画について質疑があり、

宇和処理区と野村処理区あわせて年間１０億円規

模の事業となっている。両処理区を２８年から２

９年に終わらせるためには、同額程度の事業費で

推移すると思われますとの答弁がありました。 

 以上、産業建設常任委員会の審査報告とさせて

いただきます。 

 平成２１年９月１７日、産業建設常任委員会委

員長森川一義。 

 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結といたします。 

 これより採決を行います。 

 まず、議案第１２３号「西予市学校施設整備基

金条例制定について」を採決いたします。 

 ただいまの委員長報告のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 
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○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１２３号

は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１２４号「西予市国民健康保険条

例の一部を改正する条例制定について」から議案

第１２６号「荷揚場使用料徴収条例を廃止する条

例制定について」までの３件を一括採決といたし

ます。 

 ただいまの委員長報告のとおり決定することに

ご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

１２４号から議案第１２６号までの３件は原案の

とおり決定いたしました。 

 次に、議案第１２７号「平成２１年度西予市一

般会計補正予算（第４号）」についてを採決いた

します。 

 ただいまの委員長報告のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１２７号

は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１２８号「平成２１年度西予市授

産場特別会計補正予算（第２号）」から議案第１

３８号「平成２１年度西予市病院事業会計補正予

算（第２号）」についてまでの１１件を一括採決

といたします。 

 ただいまの委員長報告のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１２８号

から議案第１３８号までの１１件は原案のとおり

決定いたしました。 

 次に、認定第１号「平成２０年度西予市一般会

計歳入歳出決算の認定について」を採決いたしま

す。 

 ただいまの委員長報告のとおり認定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、認定第１号は原

案のとおり認定することに決定いたしました。 

 次に、認定第２号「平成２０年度西予市授産場

特別会計歳入歳出決算の認定について」から認定

第１４号「平成２０年度西予市野村介護老人保健

施設事業会計決算の認定について」までの１３件

を一括採決いたします。 

 ただいまの委員長報告のとおり認定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、認定第２号から

認定第１４号までの１３件は原案のとおり認定す

ることに決定いたしました。 

 次に、請願第２号「特別職の給料削減および議

員報酬削減に関する請願について」から陳情第５

号「郷土資料（収集古民具）の保存活用につい

て」までの３件を採決いたします。 

 まず、請願第２号「特別職の給料削減および議

員報酬削減に関する請願について」は、ただいま

の委員長報告のとおり不採択とすべきものとする

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、請願第２号は委

員長報告のとおり不採択とすべきものと決しまし

た。 

 次に、陳情第４号「惣川診療所の改築につい

て」及び陳情第５号「郷土資料（収集古民具）の

保存活用について」は、ただいまの委員長報告の

とおり採択することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第４号及び

陳情第５号は委員長報告のとおり採択することに

決定いたしました。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、発議第１号「西予市宇

和病院問題等特別委員会の設置及び付託につい

て」、発議第２号「西予市し尿処理場問題等特別

委員会の設置及び付託について」の２件を一括議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案については、それぞれ８名の委員で構成す

る西予市宇和病院問題等特別委員会及び西予市し

尿処理場問題等特別委員会を設置し、これに付託

し、審査が終了するまで継続存置することとし、
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閉会中の継続審査とすることにしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 発議第１号及び発議第２号については、会議規

則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。よって、本案については、それぞれ８

名の委員で構成する西予市宇和病院問題等特別委

員会及び西予市し尿処理場問題等特別委員会を設

置し、これに付託して、審査が終了する日まで継

続存置することとし、閉会中の継続審査とするこ

とに決定いたしました。 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、選任第３号「西予市宇

和病院問題等特別委員会委員の選任について」及

び選任第４号「西予市し尿処理場問題等特別委員

会委員の選任について」を議題といたします。 

 選任第３号「西予市宇和病院問題等特別委員会

委員の選任について」は、委員会条例第８条第１

項の規定により、１０番元親孝志君、１１番嶋川

武文君、１２番沖野健三君、１６番岡山清秋君、

１７番酒井宇之吉君、１９番山本昭義君、２１番

菊地ミスギ君、２４番坂本隆重君、次に、選任第

４号「西予市し尿処理場問題等特別委員会委員の

選任について」は、委員会条例第８条第１項の規

定により、９番松島義幸君、１３番森川一義君、

１４番藤井朝廣君、１５番浅野忠昭君、１８番兵

頭勇君、２０番梅川光俊君、２２番大竹忠盛君、

２３番二宮元君のそれぞれ８名を指名いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、ただい

ま指名いたしましたそれぞれ８名を西予市宇和病

院問題等特別委員会委員及び西予市し尿処理場問

題等特別委員会委員に選任することに決定いたし

ました。 

 ただいま選任されました各特別委員会委員の皆

様は、会議室において委員会を開催し、正副委員

長を互選の上、その結果を議長に報告願います。 

 この際、暫時休憩いたします。（休憩 午後２

時３６分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後２時４７

分） 

 各特別委員会の互選の結果を申し上げます。 

 まず、西予市宇和病院問題等特別委員会委員長

に酒井宇之吉君、同副委員長に沖野健三君、次

に、西予市し尿処理場問題等特別委員会委員長に

兵頭勇君、同副委員長に藤井朝廣君、以上のとお

りそれぞれ選任されましたので、ご報告いたしま

す。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午後２時４８

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後２時５０

分） 

 お諮りいたします。 

 ただいま市長から提出されました議案第１３９

号「西予市消防署水槽付消防ポンプ自動車一式の

取得について」から議員派遣の件についてまでの

８件を本日の日程に追加し、追加日程とし議題と

いたしたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、本案を

本日の日程に追加し、議題とすることに決定いた

しました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第１３９号「西予市

消防署水槽付消防ポンプ自動車一式の取得につい

て」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 中野消防長。 

 

○中野消防本部消防長 議案第１３９号「西予市

消防署水槽付消防ポンプ自動車一式の取得につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 現在の西予市消防署の水槽つき消防ポンプ自動

車は、平成元年に導入したもので、以来２０年が

経過し、修繕回数も多くなってきたため、更新の

検討を行ってきたところであります。 

 このたび購入いたします水槽つき消防ポンプ自

動車は、各種火災に対応するための装備と消防隊

員の消火活動を容易にするため機械器具の軽量化

を図るとともに、高速道路等における車両火災に

対しても即時に対応できる圧縮空気式発泡装置を

装備し、複雑多様化する火災事象に対して一層の

消防力の強化を図るものであります。今回の購入
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に当たりましては、去る８月３１日に指名競争入

札を行い、株式会社岩本商会宇和島営業所、所長

善家清隆氏が４，４３１万円で落札と決定し、備

品購入仮契約を締結いたしましたので、議会の議

決を求めるものであります。 

 なお、水槽つき消防ポンプ自動車の主な装備と

性能につきましては、別紙の参考資料をご参照く

ださい。よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１３９号については、会議規則第３７条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結といたします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１３９号「西予市消防署水槽付消防ポン

プ自動車一式の取得について」は原案のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１３９号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第２、議案第１４０号

「西予市立宇和中学校屋内運動場改築（建築）工

事請負契約について」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 森教育部長。 

○森教育部長 議案第１４０号「西予市立宇和中

学校屋内運動場改築（建築）工事請負契約につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市立宇和中学校屋内運動場は、耐力度調査

により構造上危険な建物であると判断されたた

め、生徒の教育の場及び災害時における地域住民

の避難場所となる施設としてこのたび改築整備す

るものであります。 

 また、平成２４年度から実施される新中学校学

習指導要領で、武道が必修化されることに伴い、

あわせて武道場を整備いたします。 

 この工事につきましては、西予市内業者に入札

参加の機会を設けること及び共同施工による技術

力の向上を図ることを目的として、西予市として

は初めて特定建設工事共同企業体による施工に取

り組むことといたしました。 

 去る９月４日、２社ＪＶ６共同企業体による一

般競争入札を行いましたところ、低入札価格によ

る入札となったため、西予市低入札価格審査会に

おいて、工事履行の可否について審議いたしまし

た。審査の結果、今回の入札価格で履行可能と判

断されたことから、蜂谷工業・下元工務店共同企

業体、代表者蜂谷工業株式会社四国支店支店長大

森憲二氏と工事請負金額４億５，８８５万円で９

月１０日に工事請負仮契約を締結いたしましたの

で、議会の議決を求めるものであります。 

 なお、本工事の完成期日は、平成２２年３月８

日を予定いたしております。本工事に係る施工概

要等につきましては、別紙参考資料をご参照くだ

さい。よろしくご審議の上、ご決定くださいます

ようお願いいたします。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 ６番小野君。 

 

○６番小野正昭君 議案第１４０号について一、

二、質問をさせていただきます。 

 ただいま森部長の提案説明によりますと、当市

初めて特定企業体の方式をとられて６企業が入札

を行ったとこのようにおっしゃいました。とりわ

け注視する点は低入札であったと。その低入札を

もとにして委員会審査を行いましたと、こういう

ことでございますけれども、どういうふうな問題

点が委員会審査にあったのか、１点。 

 それから、低入札ということで、６社入札をさ

れておりますけれども、俗に言う１番くじが４億

５，８８５万円、業者は要りませんが、２番札は

幾らであったのか。その差は幾らなのか、まずこ

の点について、済みません、もう一点、これは蜂

谷工業株式会社四国支店となってますけれども、
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本社はどこにあるのか。 

 以上、まずお聞きをしたいと思います。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 入札関係でございますの

で、担当しております産業建設部のほうからご説

明させていただいたらと思います。 

 第１点目の低入の審査内容でございますけれど

も、６項目にわたって審査をさせていただきまし

た。 

 第１点は、ダンピング受注による公正な取引秩

序の阻害ということで、審査をさせていただきま

した。この分につきましては、単価の相違がござ

いましたけれども、これは主になる単価がコンク

リートそれから構成建具とそういうのが主になる

金額でございましたが、この分につきましては、

従来市場で取引が行われている単価であるという

ことを確認させていただきました。 

 第２点目の工事施工能力につきまして審査をさ

せていただきました。この分につきましては、Ａ

級であります蜂谷工業、これ３番目に小野議員の

ほうから質問があったわけですが、この会社は岡

山県にございます。岡山県で５本の指に入るほど

の会社であるということがわかっております。そ

れで、施工能力については問題ないということで

ございました。資材の調達でございますが、この

分につきましては、先ほど申しましたように、主

になるコンクリートは西予市の業者からとると。

木材につきましても、西予市産材を使うというこ

とでございまして、企業体を組んでおります下元

工務店さんでございますけれども、この下元工務

店さんの――協力というか、そういう下請や協力

会社そういうものが一体となって施工するという

ことでございまして、この分についても問題ない

ということでございます。 

 工事の手抜きについて協議もしたわけですが、

通常工事の手抜きは、最近はございませんので、

ましてやこういう大手企業でございますので、そ

ういう点は心配ないと判断しております。 

 それと、労働条件の悪化ということで審査をさ

せていただいたわけですけれども、この分につき

ましても、下請さんを使う場合には、８５から８

６ぐらいのパーセントで下請に出したいというよ

うなことも調査の中で入っております。それで問

題ないと判断しております。 

 それと入札者の経営状態でございますが、Ａ級

業者の蜂谷工業につきましては、点数が１，１１

８点ございまして、問題ない業者だと思っており

ますし、共同企業体を組んでおられます下元工務

店についても問題ないと考えております。 

 以上で審査は終えたわけですが、全体を通して

入札結果については問題ないということに結論に

なりました。 

 ２番札の件につきましては、１番札は今蜂谷工

業とそれから下元工務店企業体なんですが、２番

札につきましては、業者名、金額ともにこの場で

は公表を控えさせていただいたらと思います。 

 以上でございます。 

 

○議長 ６番小野正昭君。 

 

○６番小野正昭君 業者名は要りませんけれど

も、再度質問しますけれども、金額の差がもしで

きるんであればお聞きをしたい。それによって先

ほど答弁されました６項目の内容に若干の疑問が

出てきますので、あえて２番札の数字をお願いし

たわけです。確かに部長答弁のように、岡山の本

店のある蜂谷工業さん、経審でもＡ級だと思いま

すけれども、私が聞きたいのは、三瓶中学校の屋

体も恐らく地元業者が入札をし、施工されたと思

うんですけれども、できるだけやはり市長がおっ

しゃるように、地元業者にこういうことをやれれ

ば、ぜひやらせていただきたかったなという思い

が一つと、それからどういいますか、８５％から

８６％の下請でやるんで、何ら下請さんには問題

がないとおっしゃいますけれども、１番札と２番

札の差によってこの４億５，８００万円がどのぐ

らいの圧縮された金額なのか。その金額によって

それの８５なり８６％ということになれば、さら

に下請さんは苦しい下請をしなくてはならない。

せっかく市が大型発注をする、これから市が大き

な公共工事、メジロ押しになってますけれども、

やはりその点のところを十分考慮して入札価格を

決めていただかないと、下請をしたくても、地元

の業者が下請をできないことになるわけなんで

す。特に細かい業者、仕事についてはなおさらで

きないと思います。その辺のところをぜひ考慮し

ていただきたいのでそういう質問をしました。 

 それと公共工事というのは、私が言うまでもな
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く、昔から風が吹けばおけ屋がもうかるの例えと

して、公共工事の波及効果は大きいもんがあると

思うんです。やはりこれ資本整備等、それから景

気の下支え等、特に西予市にとっては大事な案件

ですので、今後そういうことを十分留意をして、

入札をしていただきたいとこのように考えます。

お願いします。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 小野議員の再質問についてお答えい

たしますが、これは入札で一般競争入札でありま

すので、今のようなちょっとご発言は、ちょっと

適さないんじゃないかなと私は思っております。

入札でございますから、その入札の中で私どもは

粛々とやらせていただいておるところでありま

す。 

 以上でございます。 

 

○議長 ６番小野正昭君。 

 

○６番小野正昭君 ちょっと私の言葉足らずで、

舌足らずで申しわけなかったんですけれども、ま

ず最初に、こういうのを私は指名競争入札にして

いただいたらよかったなという感がありました。

一般競争入札ですね、それはどなたでも競争入札

できるわけですから、それは私もよく承知してい

ます。その入札の方法にちょっと問題があったん

かなという気も私はいたしましたんで、ちょっと

私も勘違いしましたけれども、そういう質問をさ

せてもらいました。 

 

○議長 答弁必要ですか。 

 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 あと工事の金額についてで

ございますけれども、１億５，０００万円以上は

一般競争入札ということになっておりまして、通

常の指名入札ではできません。それと、５億円以

上につきましては、当然Ａ級の業者でなければ施

工ができないということになっとりまして、ＪＶ

で組む場合にも５億円以上がＪＶの対象になると

いうことになっております。 

 

○議長 以上で質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４０号については、会議規則第３７条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結とします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４０号「西予市立宇和中学校屋内運動

場改築（建築）工事請負契約について」は原案の

とおり決定することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、議案第１４０号

は原案のとおり決定いたしました。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午後３時０９

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時２０

分） 

 （追加） 

○議長 次に、追加日程第３、議案第１４１号

「西予市情報基盤整備事業第２期伝送路施設整備

工事（第６工区）工事請負契約について」及び議

案第１４２号「西予市情報基盤整備事業第２期伝

送路施設整備工事（第７工区）工事請負契約につ

いて」の２件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 清水総務企画部長。 

 

○清水総務企画部長 議案第１４１号「西予市情

報基盤整備事業第２期伝送路施設整備工事（第６

工区）請負契約について」及び議案第１４２号

「西予市情報基盤整備事業第２期伝送路施設整備

工事（第７工区）請負契約について」一括して提

案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市情報基盤整備事業につきましては、市内

のテレビ難視聴地域の解消及び高速通信網の整備

を目的とし、平成２２年度の完成を目指して、セ

ンター設備として情報の送受信機の設置及びスタ
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ジオ設備の整備、伝送路の整備として、光ファイ

バーを敷設するもので、今回宇和地区及び野村地

区の一部について伝送路工事を実施するものであ

ります。 

 まず、第２期伝送路施設整備工事（第６工区）

は、宇和地区の周辺部において、光ファイバー資

材材料及びクロジャー類の敷設など伝送路整備を

発注するもので、去る９月８日に一般競争入札を

行い、株式会社ＮＴＴ西日本四国、代表取締役社

長山本博敏氏と工事請負金額３億６，１２０万円

で工事請負仮契約を締結いたしましたので、議会

の議決を求めるものであります。 

 続きまして、第２期伝送路施設整備工事（第７

工区）は、同じく野村地区周辺部の伝送路整備を

発注するもので、第６工区と同日に一般競争入札

を行い、株式会社四電工宇和島営業所、所長末広

憲二氏と工事請負金額２億９，７１５万円で工事

請負仮契約を締結したので、議会の議決を求める

ものであります。 

 なお、両工事の施工エリア及び工事概要につき

ましては、別紙参考資料をご参照ください。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４１号及び議案第１４２号について

は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会

付託を省略したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結とします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４１号「西予市情報基盤整備事業第２

期伝送路施設整備工事（第６工区）工事請負契約

について」及び議案第１４２号「西予市情報基盤

整備事業第２期伝送路施設整備工事（第７工区）

工事請負契約について」の２件は原案のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１４１号

及び議案第１４２号は原案のとおり決定いたしま

した。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第４、議案第１４３号

「西予市生活交通路線巡回バス条例の一部を改正

する条例制定について」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 炭倉生活福祉部長。 

 

○炭倉生活福祉部長 議案第１４３号「西予市生

活交通路線巡回バス条例の一部を改正する条例制

定について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市生活交通路線巡回バスは、広く住民の交

通手段を確保し、もって福祉の向上に寄与するこ

とを目的とし、宇和保健センターと宇和町内各地

域を結ぶ路線として運行いたしております。 

 一方、巡回バスと同じ路線を運行しておりまし

た無料の機能訓練バスは、平成２０年度末で廃止

したところでありますが、これに伴い、仁土地区

は公共交通路線の空白地域となるため、ことしの

４月から１０人乗りバスにより生活交通路線バス

の位置づけで試験運行をしておりました。おおむ

ね半年間の試験運行により、週１回の運行につき

平均５名の利用もあり、安定的な運行が継続でき

るものと見込まれます。 

 また、仁土線につきましては、従来の機能訓練

バスの路線では、保健センターまでの間は、途中

下車ができない直通路線でありましたが、西予市

地域公共交通会議での承認を得て、１０月１日か

ら他の巡回バス路線と同様に、宇和病院を経由す

る運行を四国陸運支局に届けをしており、９月末

には認可がおりることになりました。今回の改正

は、試験運行の結果を踏まえ、路線の認可にあわ

せまして仁土線を巡回バス路線に正式追加するも

のでございます。よろしくご審議の上、ご決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 
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  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４３号については、会議規則第３７条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結とします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４３号「西予市生活交通路線巡回バス

条例の一部を改正する条例制定について」は原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１４３号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第５、議案第１４４号

「平成２１年度西予市一般会計補正予算（第５

号）」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

 

○三好市長 議案第１４４号「平成２１年度西予

市一般会計補正予算（第５号）」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 今回提案いたします補正予算は、西予市し尿処

理場問題等特別委員会及び西予市宇和病院問題等

特別委員会の設置により、必要となります経費、

またさきの衆議院議員選挙事務に係る経費、地域

自殺対策緊急強化事業及び母子保健訪問指導事業

に係る経費を計上するものであります。 

 まず、議会費の特別委員会費４０万６，０００

円でございますが、これは老朽化し施設の更新時

期を迎えようとしております宇和病院及び東部・

西部衛生センターに関する諸問題について、調査

研究のための特別委員会が設置されましたので、

その活動に係る経費であります。 

 次に、総務費の衆議院議員選挙費は４５０万円

でございますが、これは第４５回衆議院議員総選

挙及び第２１回最高裁判所裁判官国民審査に要す

る経費について、第１回市町村交付金が決定しま

したところ、当初見込み額より増額となったた

め、その追加に対する補正であります。 

 次に、衛生費の精神衛生費２２５万３，０００

円でございますが、全国の自殺者数は、平成１０

年から年３万人を超え、その後も高い水準で推移

をしております。この西予市も例外でなく、大変

危惧をしているところでございますが、このたび

県の地域自殺対策緊急強化事業補助金の内示をい

ただきましたので、対面型相談支援事業、普及啓

発事業、人材養成事業等を実施し、その対策を図

るものでございます。 

 なお、この事業は、平成２１年度から平成２３

年度の３年間を予定しております。 

 次に、母子衛生費１８万８，０００円につきま

しては、現在児童福祉法で市町村に実施の努力義

務が課せられております子育て支援推進のための

乳児家庭全戸訪問事業を実施しているところでご

ざいますが、事業を担当いたします保健師の人員

に不足が生じていることから、事業の一部を契約

保健師に委託し、事業の円滑な推進を図るもので

ございます。この事業につきましては、補助率５

０％の次世代育成支援交付金を充てております。 

 なお、歳入につきましては、国県支出金のほ

か、歳出に不足する財源措置として、財政調整基

金５０万２，０００円の繰り入れを行っておりま

す。 

 以上、これらによりまして既決いただいており

ます歳入歳出予算にそれぞれ７３４万７，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を２７１億２，

０７２万２，０００円と定めるものでございま

す。よろしくご審議を賜り、ご決定いただきます

ようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４４号については、会議規則第３７条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結とします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４４号「平成２１年度西予市一般会計

補正予算（第５号）」は原案のとおり決定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１４４号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第６、意見書案第４号

「経済危機対策の着実な実行を求める意見書

（案）の提出について」を議題といたします。 

 事務局長に朗読いたさせます。 

 

○岩本事務局長 経済危機対策の着実な実行を求

める意見書（案）。 

 世界的な金融危機に端を発した景気の後退は、

企業の撤退、集約化に伴う雇用の悪化や消費の冷

え込みなど本市経済を直撃し、市民生活にも大き

な不安を与えている。このため本市では、国の数

次にわたる景気対策に呼応し、雇用の確保、中小

企業金融対策など地域経済対策に全力を挙げてい

るところである。 

 しかし、市内経済は一部に持ち直しの動きが見

られるものの、雇用情勢は依然として厳しい局面

が続いており、個人消費の冷え込み等も懸念され

るなど、予断を許さない状況にあり、地域経済を

活性化させ、景気や雇用状況を好転させていくた

めに、切れ目のない景気対策を推進していく必要

がある。 

 こうした中、今回の政権交代により、これまで

地方が経済危機対策として懸命に取り組んできた

平成２１年度補正予算の執行を一部凍結するとの

報道がなされているが、これら補正予算で措置さ

れた地方向けの交付金等は、現下の経済、雇用情

勢への対応はもとより、介護職員の処遇改善や介

護施設の整備、地域医療の再生や学校の耐震化な

ど国民の生命や生活、教育を守る施策推進のため

の貴重な財源である。仮にこれを凍結するという

事態になれば、市民生活を直撃し、地域経済のさ

らなる悪化を招くなど、地方に及ぼす影響ははか

り知れない。よって、国におかれては、地方自治

体の取り組みや地方の財政状況を十分に理解し、

地方自治体が行っている景気、雇用等の緊急の施

策に支障が生じることがないよう補正予算の円滑

かつ完全なる実施を図るとともに、地域の実情に

応じたさらなる景気対策に万全を期すよう強く要

望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書

を提出する。 

 平成２１年９月１７日、愛媛県西予市議会。 

 提出先、衆議院議長横路孝弘、参議院議長江田

五月、内閣総理大臣鳩山由紀夫、国家戦略担当大

臣菅直人、総務大臣原口一博、財務大臣藤井裕

久、文部科学大臣川端達夫、厚生労働大臣長妻

昭、農林水産大臣赤松広隆、国土交通大臣前原誠

司、環境大臣小沢鋭仁、内閣官房長官平野博文。 

 以上であります。 

○議長 ただいま議題となっております本案は、

会議規則第３７条第２項の規定により提案理由の

説明を省略することにいたしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 お諮りいたします。 

 本案については、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結とします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第４号「経済危機対策の着実な実行を

求める意見書（案）の提出について」を決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 
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○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第４号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第７、議員派遣の件につ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 お手元に配付しております本件を承認すること

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議員派

遣の件については本件のとおり承認することに決

定いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

きましては、諸般の事情により変更が生じる場合

には、議長にご一任願いたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 以上で全日程を終了いたしました。 

 三好市長から定例会閉会のあいさつがありま

す。 

 三好市長。 

○三好市長 平成２１年度第３回西予市議会定例

会の閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げま

す。 

 去る９月３日から開会いたしました本定例会に

おきましては、議員各位には本会議並びに各常任

委員会を通じまして慎重なご審議を賜り、衷心よ

り敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

 おかげをもちまして平成２１年度補正予算を初

め多数の重要案件につきまして、いずれも原案の

とおり可決いただくことができました。ここに重

ねて厚くお礼を申し上げます。 

 また、今回は決算認定の審議の過程の中で、そ

れぞれ厳しいご質問やご指摘を賜っております

が、こういった点につきましては、私ども真摯に

受けとめた上で、次年度から反映できるものは可

能な限り実施してまいりたいと存じます。 

 さて、昨日はこれからの国の形を大きく変えて

いくと思われる民主・社民・国民新党連立政権の

鳩山内閣が誕生いたしました。この３党は連立政

権の樹立の中で、自民党政権下における今までの

政策の転換を表明しておりますことはご案内のと

おりでございますが、その新政権の最優先課題

は、子ども手当の創設、ガソリン等に課税される

暫定税率の廃止、さらには、高等教育の実質無償

化の３政策となっております。 

 また、政権与党には、これらを実行するために

は、財源の確保が急務ということで、２００９年

度補正予算の一部凍結を指示する方針を固めてお

り、各省庁ではこの対応に戸惑いを隠せない事態

に陥っております。 

 本市におきましても、２００９年度補正予算の

一部であります地域活性化・公共投資臨時交付金

の配分予定額約１０億円を期待しているところで

ございますが、しかしこの公共投資臨時交付金

は、既に第１次配分として、これは全国的であり

ますが、約６，０００億円が執行され、残りの未

執行分７，８００億円が当市の１０億円の事業メ

ニューに該当しておりますので、今後の動向が非

常に気になっているところでございます。ともあ

れ鳩山政権の構想は、国民生活の立て直し、そし

て地域主権を前面に打ち出しておられる以上、こ

れらを考えますと、よもや地方自治体の財政を圧

迫するような、あるいは地域経済を疲弊させるよ

うな手法を行使することはないものと信じてやみ

ません。 

 終わりになりますが、これから少しずつ秋も深

まり、各小・中学校では子供たちのにぎやかな声

が響く運動会、そして各地区では五穀豊穣を祝う

秋祭りの笛、太鼓の響きがあちらこちらから聞こ

えてくる季節となります。日中はまだまだ残暑が

厳しい日もありますが、朝晩は肌寒さも感じるよ

うにもなりました。どうか議員各位には今後とも

健康に十分ご留意をいただき、市政運営に一層の

ご協力、ご尽力を賜りますようお願い申し上げま

して、閉会のごあいさつとさせていただきます。

どうもありがとうございました。 

○議長 これをもって平成２１年第３回西予市議

会定例会を閉会といたします。 

  閉会 午後３時５２分 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここ

に署名する。 

  西予市議会議長 

   同   議員 

   同   議員 
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平成２１年第３回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第１２３号 西予市学校施設整備基金条例制定について 21.９.17 原案可決 

議案第１２４号 
西予市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

について 
21.９.17 原案可決 

議案第１２５号 
西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定

について 
21.９.17 原案可決 

議案第１２６号 荷揚場使用料徴収条例を廃止する条例制定について 21.９.17 原案可決 

議案第１２７号 平成２１年度西予市一般会計補正予算（第４号） 21.９.17 原案可決 

議案第１２８号 
平成２１年度西予市授産場特別会計補正予算（第２

号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１２９号 
平成２１年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補

正予算（第１号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３０号 
平成２１年度西予市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３１号 
平成２１年度西予市老人保健特別会計補正予算（第

１号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３２号 
平成２１年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３３号 
平成２１年度西予市介護保険特別会計補正予算（第

２号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３４号 
平成２１年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第２号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３５号 
平成２１年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３６号 
平成２１年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３７号 
平成２１年度西予市上水道事業会計補正予算（第３

号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３８号 
平成２１年度西予市病院事業会計補正予算（第２

号） 
21.９.17 原案可決 

議案第１３９号 
西予市消防署水槽付消防ポンプ自動車一式の取得に

ついて 
21.９.17 原案可決 

議案第１４０号 
西予市立宇和中学校屋内運動場改築（建築）工事請

負契約について 
21.９.17 原案可決 

議案第１４１号 
西予市情報基盤整備事業第２期伝送路施設整備工事

（第６工区）工事請負契約について 
21.９.17 原案可決 

議案第１４２号 
西予市情報基盤整備事業第２期伝送路施設整備工事

（第７工区）工事請負契約について 
21.９.17 原案可決 

議案第１４３号 
西予市生活交通路線巡回バス条例の一部を改正する

条例制定について 
21.９.17 原案可決 

議案第１４４号 平成２１年度西予市一般会計補正予算（第５号） 21.９.17 原案可決 

認定第  １号 
平成２０年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
21.９.17 認  定 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

認定第  ２号 
平成２０年度西予市授産場特別会計歳入歳出決算の

認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ３号 
平成２０年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計歳入歳出決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ４号 
平成２０年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計歳

入歳出決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ５号 
平成２０年度西予市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ６号 
平成２０年度西予市老人保健特別会計歳入歳出決算

の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ７号 
平成２０年度西予市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ８号 
平成２０年度西予市介護保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第  ９号 
平成２０年度西予市簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第 １０号 
平成２０年度西予市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第 １１号 
平成２０年度西予市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 
21.９.17 認  定 

認定第 １２号 
平成２０年度西予市上水道事業会計決算の認定につ

いて 
21.９.17 認  定 

認定第 １３号 
平成２０年度西予市病院事業会計決算の認定につい

て 
21.９.17 認  定 

認定第 １４号 
平成２０年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

決算の認定について 
21.９.17 認  定 

報告第  ５号 
平成２０年度西予市一般会計継続費精算報告につい

て 
21.９.３ 報  告 

報告第  ６号 平成２０年度健全化判断比率の報告について 21.９.３ 報  告 

報告第  ７号 平成２０年度資金不足比率の報告について 21.９.３ 報  告 

報告第  ８号 財団法人宇和町住宅協会の経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第  ９号 西予市土地開発公社の経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １０号 
株式会社野村町地域振興センターの経営状況につい

て 
21.９.３ 報  告 

報告第 １１号 株式会社エフシーの経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １２号 株式会社城川開発公社の経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １３号 株式会社どんぶり館の経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １４号 
あけはまシーサイドサンパーク株式会社の経営状況

について 
21.９.３ 報  告 

報告第 １５号 株式会社グリーンヒルの経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １６号 財団法人宇和文化会館の経営状況について 21.９.３ 報  告 

報告第 １７号 西予ＣＡＴＶ（株）の経営状況について 21.９.３ 報  告 

陳情第  １号 野村郷土資料館（仮称）の建設の撤回の件について 21.９.３ 許  可 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

請願第  ２号 
特別職の給料削減および議員報酬削減に関する請願

について 
21.９.17 不 採 択 

陳情第  ４号 惣川診療所の改築について 21.９.17 採  択 

陳情第  ５号 郷土資料（収集古民具）の保存活用について 21.９.17 採  択 

意見書案第４号 
経済危機対策の着実な実行を求める意見書（案）の

提出について 
21.９.17 原案可決 

発議第  １号 
西予市宇和病院問題等特別委員会の設置及び付託に

ついて 
21.９.17 原案可決 

発議第  ２号 
西予市し尿処理場問題等特別委員会の設置及び付託

について 
21.９.17 原案可決 

選任第  ３号 
西予市宇和病院問題等特別委員会委員の選任につい

て 
21.９.17 議長指名 

選任第  ４号 
西予市し尿処理場問題等特別委員会委員の選任につ

いて 
21.９.17 議長指名 

議会報告第１号 各常任委員会の視察研修報告について 21.９.３ 報  告 

 議員派遣の件について 21.９.17 承  認 

 


